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国民体育大会マーク
昭和22年に(財 )日 本体育協会が国民体育大会のシンボルとして定めた

もので、第 2回大会から使用されています。
マークは、30度右傾斜した赤色の火炎を直径10分の 1の幅の紺青色の

円帯で囲んでいます。

ア マ チ ュ ア・ス ポ ー ツ マ ン の あ り 方 (「日本体育協会スポーツ憲章」抜粋)

●スポーツを愛し、楽しむために、自発的に行う。

●競技規則はもとより、自らの属する団体の規則を遵守し、フェアプレーに終始する。

●常に相手を尊重しつつ、自己の最善を尽くす。

●スポーツを行うことによって、自ら物質的利益を求めない。

●スポーツによって得た名声を、自ら利用しない。

卜幸めき新潟
2009年、第64回国民体育大会。競技者が力と技を競い、人々の歓声がこだまし、そして

それを支え温かく見守る人がいます。そこには心の豊かさと感動があります。

新潟県の鳥・ トキにちなんで、2009年、ときめきを新潟で。

国体

愛  称

トキはなて 君の力を 大空ヘ
トキが優雅に大空を舞う日が来て欲しい。国体の参加者に持てる力を存分に発揮して欲
しい。未来へ向けて飛躍する人と、その心の力を新潟から全国へ向けて発信します。

ヽ大会キャッチコピー

伝えよう 感謝の気持ちを トキめきを
災害時に温かい支援をいただいた全国の皆様へ心から感謝の気持ちを伝えたい。そして、
元気になって全国の皆様とともに大会を迎えることのできるトキめきを伝えたい。心から
のおもてなしで全国の皆様をお迎えする私たちの気持ちを表します。

県の鳥・ トキのつがいをモチーフに、誰にでも親しみ
やすい丸い体が特徴のキャラクターです。顔の赤いハー

トは、「トキめき」と大会に参加するみんなの熱い想い

〈ハー ト)を表現しています。

また、リズミカルな愛称の響きは、キャラクターに元
気で弾む印象を与えています。と、υ― t>u-

愛称(ペアで)トッキ'ンキ

マスコットキャラクター

全国への“感謝の気持ち"を伝えるキャッチコピー
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あ い さ つ

第64回国民体育大会会長

財団法人 日本体育協会

会  長  森 喜 朗

天皇陛下におかれましては、本年、御在位20年をお迎えになられたことに対し、心よりお慶

びとお祝いを申し上げます。

豊かな自然に恵まれ、古くより日本海側における交流の拠点として歴史と文化を育んできた、

ここ新潟県において、天皇陛下・皇后陛下のご臨席を仰ぎ、第64回国民体育大会が御在位20年

を記念する大会として盛大に開催されますことは、誠に喜ばしい限りであります。

スポーツを通して広く国民に夢と希望を与え、明るく豊かな国づくりを目指してスタートし

た国民体育大会は、今日まで多くの関係者のたゆまぬ努力と情熱に支えられ、我が国最大のス

ポーツの祭典として充実、発展を遂げてまいりました。

「トキめき新潟国体」のテーマのもとに開催される本大会は、昭和39年に開催された第19回

大会以来、45年ぶりの新潟県での開催であり、240万県民の皆さんが「トキはなて 君の力を

大空へ」のスローガンのもと、本年 2月 に開催された第64回国民体育大会冬季大会スキー競

技会の経験を存分に活かし、新潟らしさが随所に溢れる国体を体現するため、その準備に万全

を尽くされた大会であります。

また、この大会は、 2度にわたり中越地区を襲った大地震からの復興を、新潟県が全国にア

ピールする極めて意義深い大会でもあります。

全国から厳しい予選を勝ち抜き、栄えある郷土の代表として参加された選手の皆さんは、日

頃鍛えた力と技を存分に発揮じ悔いのない競技をされるとともに、人情味あふれる新潟県の皆

さんと心温かな交流の輪を広げられ、実り多い大会とされるよう切望いたします。

終わりに、「トキめき新潟国体」の開催にあたり、長年諸準備にご尽力をいただきました地

元新潟県をはじめ、ご関係の皆様方のご支援、ご協力に対し、心から感謝の意を表し、併せて

大会の成功をお祈り申し上げます。
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あ い さ つ

文部科学大臣

塩 谷 立

天皇陛下におかれましては、本年、御在位20年をお迎えになられたことに対し、心よりお慶

びとお祝いを申し上げます。

その記念すべき年に天皇皇后両陛下の御臨席を仰ぎ、ここ新潟県において、第64回国民体育

大会「トキめき新潟国体」が盛大に開催されますことは、誠に喜ばしい限りです。

スポーツは、人々に夢と感動を与え、明るく豊かで活力に満ちた社会の形成や、国民一人一

人の心身の健全な発達に大きく寄与するものです。

第64回を数える国民体育大会は、我が国最大のスポーッの祭典として、広く国民の間に親し

まれるとともに、スポーツの振興・発展に極めて重要な役割を果たしてまいりました。

「トキめき新潟国体」は、新潟県で開催する国体としては昭和39年の第19回大会以来、45年

ぶり2度目となりますが、スポーツの祭典としてだけでなく、未曾有の被害をもたらした平成

16年新潟県中越地震、平成19年新潟県中越沖地震と度重なる災害を乗り越え、復興の歩みを続

ける新潟県の姿を全国に披露するとともに、簡素でありながらも活力と感動のあふれる国体を

目指し、「伝えよう 感謝の気持ちを トキめきを」を合言葉に県民の総力を結集して開催さ

れる意義深い大会です。本年 2月 に開催され大成功を収めた冬季大会スキー競技会と同様、国

民に夢と感動を与える素晴らしい大会になりますことを、心から願っております。

郷土の代表として参加される選手の皆さん、これまで積み重ねてこられた練習の成果を遺憾

なく発揮されるとともに、この機会に、全国の仲間や新潟県民の皆さんと交流の輪を広げられ、

思い出に残る大会となるよう期待しております。

結びに、「トキはなて 君の力を 大空へ」のキャッチコピーの下、県民総参加で開催の諸

準備に当たられた地元新潟県、会場となる各市町村をはじめとする関係の皆様の御支援・御協

力に対し、心から感謝の意を表しまして、ごあいさつといたします。

(平成21年 7月 15日 )
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あ い さ つ

財団法人 日本バ ドミントン協会

会 長 綿 貫 民 輔

天皇陛下におかれましては、本年、御在位20年をお迎えになられましたことを、心からお慶

び申し上げます。

「トキはなて 君の力を 大空へ」「伝えよう 感謝の気持ちを トキめきを」のキャッチ

コピーのもと、中越大震災そして中越沖地震に対して全国の皆様から寄せられた多くのご支援

に感謝の気持ちを込めて、ここ五泉市において「トキめき新潟国体」バ ドミントン競技が開催

されますことは、誠に喜びに堪えないところであります。

昨年の北京オリンピックでのバ ドミントン日本代表選手の大活躍もあり、国民の皆様からの

バドミントンヘの注目度も益々高まっていることは大変喜ばしいかぎりです。そして、過去多

くのオリンピック選手がこの国民体育大会をステップとして世界へ挑戦し大きく羽ばたいてお

り、本会においても「国民体育大会は、国内最大のスポーツの祭典」として最も重要な大会の

一つと位置付け、取り組んでおります。

全国各都道府県の代表として参加される選手の皆様には、日頃鍛えられた技量を存分に発揮

され、郷土の栄誉と栄光を目指して全力で戦っていただき、観戦された皆様に思い出として残

るプレーを見せていただけることを期待しているとともに、この新潟の地において友情・交流

の輪を広げていただくよう願っております。

終わりになりましたが、「第64回国民体育大会」開催にあたり、誠心誠意ご尽力を賜りまし

た新潟県並びに五泉市の関係者、地元協会の各位に対し心よりお礼を申し上げ、開催にあたっ

てのご挨拶といたします。
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歓 迎 の こ と ば

ぬ

トキめき新潟国体 。トキめき新潟大会実行委員会会長

新潟県知事 泉 田 裕 彦

天皇陛下におかれましては、本年、御在位20年をお迎えになられましたことを、心からお慶

び申し上げます。

その記念すべき年に天皇皇后両陛下の御臨席を仰ぎ、全国各地から多くの選手・役員の皆様

をお迎えし、第64回国民体育大会「トキめき新潟国体」を盛大に開催できますことは、この上

ない喜びであり、新潟県民を代表して心から歓迎申し上げます。

本県は、平成16年の「7.13新潟豪雨」及び「中越大震災」や平成19年の「中越沖地震」など、

近年度重なる大規模な災害に見舞われましたが、復旧・復興に際しては、全国の皆様から温か

い御支援と力強い励ましをいただきました。改めて深く感謝を申し上げます。

思い起こしますと、春季大会の直後に新潟地震に見舞われた昭和39年の第19回大会以来、実

に45年ぶりに本県での開催となります「トキめき新潟国体」は、度重なる災害を乗り越え、頑

張っている元気な新潟を全国の皆様に知つていただくとともに、御支援をいただいた皆様へ感

謝の想いを伝えられる大会となるよう、「伝えよう 感謝の気持ちを トキめきを」を合言葉に、

県民総参加で準備をしてまいりました。

栄えある郷土の代表として全国各地から参加される選手の皆様には、「トキはなて 君のカ

を 大空へ」のスローガンのもと、日頃鍛えた力と技を十分に発揮され、未来へ向けて大きく

飛躍されますことを期待しております。

また、来県された皆様には、本県の美しい自然や豊かな食、伝統ある文化 。芸能など、新潟

の魅力を知っていただくとともに、県民とのふれあいを通して絆を深め、「また新潟に行って

みたい」といつまでも心に残る大会となることを願っております。

終わりに、この大会の開催に当たり、多くの御支援と御協力をいただきました関係者の皆様

に心から敬意を表しますとともに、選手の皆様の御健間を祈念し、歓迎のことばといたします。

-4-
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歓 迎 の こ と ば

トキめき新潟国体五泉市実行委員会会長

五泉市長 五 十 嵐  基

天皇陛下におかれましては、本年、御在位20年をお迎えになられましたことを、心からお慶

び申し上げます。

「人と自然が織りなす 創造都市」ここ五泉市に、全国各地から多くの選手・監督、役員の

皆様をお迎えし、第64回国民体育大会「トキめき新潟国体」バドミントン競技会を開催できま

すことは、誠に光栄であり、全市民とともに心から歓迎申し上げます。

本市は、新潟県のほぼ中央に位置し、平成18年 1月 に五泉市と村松町が合併し、新「五泉市」

としてスタートしました。

豊かな自然と地下水の恵みを受け、伝統の絹織物業、振興のニットエ業と農業を基幹産業と

し、多くの特産品の生産地として知られております。

また、 3月 の水芭蕉から、 4月 のさくらとチューリップ、 5月 のぼたんまで、花の里として

全国から多くの観光客が訪れております。

バドミントン会場となります五泉市総合会館は、全国有数の広さを誇る大ホールを中心に、

年間37万人を超える利用があり、当市のスポーツの中心施設であります。

本市は、健康・スポーツ宣言都市として、生涯スポーツの推進に努めてまいりました。本大

会の開催が、よリー層のスポーツ振興と市の活性化につながることを期待しております。

選手の皆様は、栄えある郷土の代表として、厳しい予選を勝ち抜いた技と力を十分に発揮さ

れ、思い出深い大会となりますよう願っております。

終わりに、本大会の開催にあたりまして、多大なご支援を賜りました関係者の皆様に心から

敬意と感謝を申し上げますとともに、バドミントン競技の発展をご祈念申し上げまして、歓迎

のことばといたします。

■ も
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歓 迎 の こ と ば

新潟県バドミントン協会

会 長 宮 月1 忠 和

-6-
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天皇陛下におかれましては、本年、御在位20年をお迎えになられましたことを、心からお慶

び申し上げます。

全国の厳しい戦いを勝ち抜いた選手、監督並びに役員の皆様を五泉市にお迎えし、第64回国

民体育大会バ ドミントン競技会を開催出来ますことは、誠に喜ばしく心より歓迎申し上げます。

新潟県は45年前の1964年、国民体育大会を開催させていただきました。その年は10月 に東京

オリンピックが開催される関係で 6月 に行われ、全国の精鋭の熱と技で大盛況で終了した 5日

後、当地は未曾有の大地震に襲われました。国体で整備された道路、橋や建物が大きな被害を

受け、尊い人名も失われました。国体で当県においでになった方々をはじめ、全国各地からご

支援やご激励をいただき早期に復旧することが出来ました。また、近年においても中越地震を

はじめ当県は幾多の災害に見舞われておりますが、その都度皆様のお励ましで立ち上がること

が出来ました。

今回、第64回 「トキめき新潟国体」を開催するにあたり、全国の皆様に私共の感謝の気持ち

をお伝えしたいと準備を進めて参りました。

バドミントン競技は北京オリンピックで日本代表選手の活躍もあり、最も注目されるスポー

ツの 1つに数えられております。今大会に参加される選手の皆様には「心・技・体」のすべて

において能力を十三分に発揮され、すばらしい試合が展開されることを期待いたしております。

終わりに、本大会開催にあたりご指導いただきました (財)日 本バ ドミントン協会、また、

ご支援ご協力いただきました地元五泉市はじめ関係各位に厚くお礼申し上げますと共に、本大

会の成功を心からお祈りし歓迎のことばといたします。
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天 皇 杯 皇 后 杯

国民体育大会天皇杯・皇后杯授与規程

第 1条 天皇杯は、男女総合成績第 1位の都道府県、皇后杯は、女子総合成績第 1位の都道府
県に授与する。

2 第 1位が 2都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。
第 2条 天皇杯及び皇后杯は、本大会閉会式に授与し、次回冬季大会最初の競技会開会式にお
いて返還する。

第 3条 天皇杯又は皇后杯を授与された都道府県は、次の各項の義務を有する。
(1)信託会社又は確実な金庫に保管する。

(2)破損、紛失等の場合は、当該都道府県の責任とする。

(3)財団法人日本体育協会が優勝都道府県名刻印のため又はその他の必要によリー時返

還を求めた場合は、これに応じなければならない。

附 則 本規程は昭和41年 4月 1日 制定

昭和45年 1月 22日 一部改訂

昭和48年 7月 10日 一部改訂

昭和54年 5月 9日一部改訂

平成17年 6月 16日 一部改訂
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大会会長 トロフィー

国民体育大会会長 卜ロフィー授与規程

第 1条 国民体育大会会長 トロフィー (以下「大会会長 トロフィー」という。)は、正式競技
別男女総合成績第 1位の都道府県に授与する。

2 第 1位が 2都道府県以上の場合は、当該都道府県で共有する。
第 2条 大会会長 トロフィーは、競技会表彰式に授与し、次回競技会において返還する。
第 3条 大会会長 トロフィーを授与された都道府県は、次の各項の義務を有する。
(1)責任をもって保管する。

(2)破損、紛失等の場合は、当該都道府県の責任とする。

(3)優勝の刻印を次回大会までに行うものとする。ただし、第 1条第 2項の場合は、当

該都道府県で協議して決めるものとする。

(4}財団法人日本体育協会が必要によリー時返還を求めた場合は、これに応じなければ

ならない。

本規程は昭和41年 4月 1日 制定

昭和45年 1月 22日 一部改訂

昭和48年 7月 10日 一部改訂

昭和54年 5月 9日 一部改訂

平成 17年 6月 16日 一部改訂
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大 会 役 員

(順不同・敬称略 )

岡 崎 助

鈴 木 俊 一

板屋越 麟 一

智奈美

員紀子

正 道
直 樹

二

郎

幸

宏

和

修

子

三

誠

一

浩

二

男

子

昭

孝

夫

啓

琴

男

一

雄

郎

喜

允

博

生

久

一

雄

子

一

子

美

こ

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

喜

　

　

　

　

　

　

　

千

　

　

　

　

　

　

　

　

も

　

紀

　

う

永

潤

祐

　

恒

　

康

幸

　

彰

正

修

晴

多

敏

安

和

　

員

房

守

三

幹

昭

康

　

和

皓

清

好

と

伸

真

忠

ゆ

物

場

原

崎

田

島

岡

嶋

崎

田

原

本

田

澤

　

上

山

貫

橋

口

納

月

梨

田

渕

竹

永

永

田

本

島

中

田

島

監

馬

栗

尾

竹

福

片

田

寺

前

前

福

島

小

東

岩

園

島

高

川

安

望

山

林

田

佐

松

末

三

松

浮

山

菊

長

森

博

彦

春

弘

朗

子

二

剛

一

和

夫

雄

郎

彦

勝

平

真

剛

夫

俊

秀

男

夫

雄

策

也

孝

隆

子

義

一

潔

洋

夫

郎

正

裕

千

　

哲

久

康

　

東

大

達

義

二

武

　

久

陽

博

昌

春

治

澄

裕

文

好

和

清

信

光

　

宇

良

一

田

谷

野

良

口

邊

木

井

島

井

根

田

井

　

岡

越

笠

辻

藤

田

原

羽

詰

岡

田

谷

口

野

山

田

水

岩

原

田

比

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

保

　

　

　

　

生

森

泉

猪

日

相

樋

渡

青

永

大

笠

関

藤

川

後

村

村

衣

三

佐

柳

石

丹

橋

森

久

刈

坂

小

福

萩

清

黒

漆

塚

立

朗

忠

彦

治

喜

信

幸

半

谷

　

治

村

木

塩

森

佐

布

青

博

巌

悦

道

　

　

征

中

本

本

田

山

山

長

長

長

　

　

問

議

会

名

会

副

　

顧

章

昭

寛

芳

佐

尾

帖

神 夫

夫

彦

藍

雄

実

壽

孝

夫

也

次

之

雄

隆

也

隆

伸

美

明

明

守

彦

郎

弘

子

一

一

士

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

敏

冨

正

　

秀

　

英

由

茂

隆

俊

寛

敏

光

恒

通

　

克

秀

和

　

和

誠

　

暁

博

東

中

洗

村

田

原

本

中

本

原

澤

原

藤

田

川

崎

藤

田

沖

井

井

井

坪

町

田

重

野

田

村

中

藤

間

手

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

田

御

中

飯

萩

岡

田

木

栗

相

萩

齋

永

黒

勇

佐

野

中

臼

吉

安

五

杉

富

下

松

坂

西

田

近

風

浅 見 榮 一

郎

幸

亨

昇

晋

二

一光

孝

　

　

　

　

　

謙

内

木

角

下

塚

波

堀

鈴

入

真

君

高

弘

尚
　
一　
博

容

英

勝

秀

藤

本

桐

田

遠

宮

片

吉

則

廣

和

喬

守

作

信

英

嗣

俊

　

　

昌

野

山

本

本

井

山

谷

中

柱

橋

松

松

中

高

佐々木 正 春
国 井 裕 一

森 口 泰 孝
鷲 尾 英一郎

弘

久

夫

清

　

　

俊

村

枝

内

梅

日

山

隆

紀

信

直

井

中

筒

田
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一

雄

夫

士

志

英

男

光

二

三

平

英

浩

夫

作

仁

二

次

吾

明

裕

郎

郎

志

　

　

　

　

一
三

正

文

和

大

有

佳

英

行

剛

晋

恭

光

嘉

芳

健

　

斗

善

正

義

孝

原

祐

央

吉

平

武

徳

一

郎

雄

成

夫

子

一

也

平

輔

明

也

壽

三

弘

門

勇

夫

之

　

　

嘉

秀

廣

洋

尚

英

秀

剛

秀

三

康

祥

俊

拓

雄

砧

正

哲

義

敏

正

嘉

　

勇

辺

邊

野

保

本

田

林

本

木

田

川

合

増

藤

本

内

田

口

戸

井

泉

本

藤

久

渡

渡

河

大

二

飛

大

山

鈴

福

宮

川

達

佐

坂

横

吉

田

井

石

飯

井

佐

栄

夫

治

明

夫

光

樹

室

輔

男

府

康

武

弘

一

裕

憲

樹

敬

衛

榮

幸

貞

兵

敏

民

謙

正

正

達

俊

玄

民

文

利

孝

　

義

英

泰

正

秀

正

善

　

憲

勝

落

　

苅

田

木

崎

部

　

貫

中

原

島

名

森

田

下

本

名

手

口

野

田

瀬

田

水

森

帆

盛

立

山

海

千

綿

田

藤

奥

蝦

金

横

山

谷

岩

井

溝

多

上

広

次

成

隆

一

修

昭

雄

夫

夫

健

幸

子

雄

澄

行

佐

譲

二

　

林

　

孝

和

惇

伊

　

信

良

浩

真

修

子

大

雄

一

一

秀

洸

郎

一

郎

二

元

ョ

よ

男

三

　

一

　

　

ヌ

育

一

辰

甚

良

吉

　

光

佳

直

昭

芳

キ

き

和

松

林

井

井

村

川

野

津

富

　

山

山

川

川

保

谷

有

小

楡

桜

岩

早

中

長

三

進

竹

小

松

長

神

男

二

一

純

爾

彦

三

生

機

健

次

仁

郎

秀

博

一

孝

雄

孝

　

莞

国

正

峯

英

　

増

　

太

幸

藤

川

村

藤

藤

谷

沢

野

山

塚

崎

月

木

尾

熊

加

皆

市

佐

佐

金

柄

小

東

石

宮

若

青

横

小

藤

井

野

田

室

邊

部

納

本

倍

木

城

井

田

田

井

藤

松

井

藤

亀

子

藤

　

元

樫

島

林

野

身

川

辺

野

渕

藤

島

藤

沢

田

伊

五

佐

吉

佐

渡

岡

嘉

坂

安

赤

岩

村

角

森

村

斉

國

荒

加

大

金

伊

　

坂

冨

小

小

沢

尾

小

渡

星

大

佐

竹

佐

吉

栗

秋

子

司

信

雅

榮

藤

望

野

飼

島

田

楯

尾

崎

安

川

西

　

木

田

原

井

田

岡

坂

井

内

野

員

崎

林

藤

野

川

藤

原

松

井

谷

山

川

田

川

井

佐

本

高

犬

川

福

岩

松

山

武

笹

安

堀

鈴

福

石

石

神

桝

仁

二

中

永

仲

尾

三

佐

片

西

斎

中

村

石

梅

内

市

志

中

森

拓

尭

義 光

基  昭

五  郎

富  昭

昭  一

新  吾

孝 之

達  也

洋 一

富 一

慎太郎

隆 一

真 秋

義  明

吉  伸
卜
え
Ｆ
″

関

ホ圭1 貞「

光  哉

多′ハロ，

春  樹

碩  郎

卓 之
ｒ
皿

洋 吉

隆 景

八  一

二  郎

参   与

々
´
´

守

郎

広

男

子

雄

ヨ

五

政

邦

力

邦
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己

英

司

則

守

秀

幸

隆

司

太郎

一

芳

繁

敏

克

克

厚

俊

　

道

正

清

洋

厚

榮

言

藤

沼

林

田

岸

月

浦

村

津

川

井

木

木

藤

茂

　

　

　

　

　

　

　

　

々

武

飯

小

加

山

若

木

上

島

立

敦

高

佐

佐

之

正

隆

文

悟

文

二

亨

夫

充

夫

章

昌

一

代

正

　

博

喜

謹

昭

利

弘

宏

嶋

邊

屋

邊

原

谷

場

藤

屋

藤

田

歳

林

林

鬼

渡

町

渡

笠

船

干

佐

中

伊

内

萬

小

小

子

司

雄

一

勉

一

弘

博

介

史

樹

弘

司

美子

迪

修

盛

康

　

浩

　

孝

駿

正

茂

　

幸

熙

山

藤

井

井

巻

澤

福

藤

嵐

村

本

田

澤

島

■
‐

外

遠

高

坂

藤

藤

早

加

五

吉

山

池

野

大

義

雄

男

助

琴

優

二

幸

幸

徳

彦

堂

仁

一

文

一

之

尚

嗣

和

英

真

　

雄

則

祐

英

敏

菖

　

好

正

助

部

巻

上

澤

方

井

上

林

滝

田

辺

村

子

中

　

崎

阿

鶴

石

野

西

櫻

井

小

大

武

渡

岩

金

田

泉

岡

荒

市

菊

菅

福

木

太

青

茂

森

森

小

大

岡

安

笹

田

宮

小

小

松

溝

星

清

之詔

澤

樽

中

石

史

稔

博

貴

　

　

吉

内

宮

島

木

篠

豊

之

徹

晴田

中

西
　
田

ヨーコゼッターランド

大 野 敬 三

己

方

子

嘉

雄

香

行

登

栄

卓

喜

正
　
一　
正
　
　

淑

　

　

一

上

部

子

戸

山

口

輪

藤

本

井

安

金

三

常

山

名

近

青

利

志

功

美

夫

司

猛

夫

昌

正

　

俊

輝

英

　

雅

田

上

本

地

尾

松

田

山

植

瀧

有

菊

若

末

柴

高

一

一

輔

弘

登

一

順

宏

大

和

尚

雄

田

根

谷

川

坂

藤

谷

谷

関

添

長

飯

佐

訓

二

進

隆

茂

院

治

信

博

進

二

蔵

司

夫

二

樹

満

勝

剛

亮

代

子

生

宏

里

浩

　

　

　

光

憲

隆

正

　

浩

俊

裕

隆

伸

英

茂

武

　

直

貴

聖

幹

幸

立

老

野

林

山

田

藤

下

藤

橋

本

井

間

　

原

内

井

本

沼

藤

木

田

野

瀬

久

　

　

　

　

　

　

　

　

　

比

芦

不

岡

小

杉

松

遠

竹

齋

棚

鈴

長

佐

昇

藤

山

今

岡

生

佐

鈴

小

日

成

一

朗

徹

治

宣

郎

雄

夫

吉

孝

治

雄

男

雄

冶

帳

子

展

大

雄

里

太

幸

哲

　

雅

光

慎

暢

泰

清

芳

豊

行

和

嘉

榮

利

恭

年

広

康

香

原

林

村

田

田

木

　

　

泉

矢

田

井

田

口

崎

野

森

村

部

委 員 長
副 委 員 長

総 務 委 員

委    員

力1   昇
原 員」 之

夫

雄

雄

伸

夫

史

正

正

大

博

亮

丈

也

春

辰

武

弘

元

則

弘

行

徹

廣

敏

耕

有

哲

千

川

崎

成

山

沢

栖

口

田

　

屋

上

田

野

野

林

立

山

江

大

小

来

山

藤

関

土

三

山

清
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紀

子

裕

雄

博

誠

彦

治

敏

樹

男

昭

二

明

寛

規

雅

員

　

重

繁

　

俊

邦

正

秀

和

国

建

吉

口

村

田

澤

原

合

　

井

藤

木

本

城

森

西

澤

田

岡

橋

渋

相

河

林

永

佐

分

谷

高

石

中

有

樹

雄

彦

彦

博

義

行

治

之

人

弘

雄

久

隆

彦

和

　

和

輝

俊

隆

勇

康

重

静

義

一

戸

本

田

木

尾

池

邊

原

崎

野

登

口

曽

関

立

佐

小

山

向

村

中

小

渡

塚

川

機

能

川

口 直

力1 克

々木 一

成

永

志

聡

晴

彬

　

　

仁

　

　

道

田

波

日

本

崎

高

岩

川

根

早

二

忠

孝

雄

与
　
　
　
　
憲

東

井

邊

藤

伊

新

渡

加

治

行

穂

一

之

龍

洋

俊

徳

知

田

　

　

髭

田

本

牟西

渚

白

島

吉

芳

司

正

司

宏

人

朗

夫

洋

也

平

代

之

充

孝

人

一
　

　

　

　

美

武

淳

守

啓

嘉

文

恵

利

雅

勝

晃

登

通

　

　

孝

原

藤

田

藤

間

沢

川

村

畑

鳩

川

梨

敷

村

邊

山

久

　

　

　

　

　

　

　

嘉

菅

佐

松

遠

佐

飛

石

西

川

森

大

坂

渡

木

渡

宇

夫正ｈヨ
シ
＝

川
句
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口貝役△〓
一文↓■ム

量既
(順不同・敬称略 )

基

輔

司

人

和

責

樹

一
記

保

一

雄

志

宏

一
利

明

徳

男

男

男

吉

昇

也

忠

壽

啓

樹

三

稔

繁

茂

矩

民

祐

勝

忠

　

常

　

基

　

正

規

清

淳

清

武

嘉

光

秀

英

忠

永

　

和

　

長

充

英

潮

嵐

貫

宅

井

川

野

黒

田

藤

藤

田

水

利

宮

日

本

村

見

井

村

野

藤

野

坂

野

　

田

山

森

藤

江

十五

綿

三

籾

宮

佐

小

森

伊

佐

権

清

毛

小

戸

岡

野

里

油

岡

星

斉

日

保

上

澤

津

深

西

近

堀

林

嗣

朗

夫

一

雄

道

郎

雄

晃

明

一

彦

夫

房

一

彦

博

司

郎

右

彬

甫

一

雄

理

二

　

五

勝

一

伸

清

二

昌

小

幸

　

利

栄

克

牧

隆

周

克

　

光

哲

庸

　

一

孝

芳

谷

川

橋

場

　

田

多

山

豆

地

飼

林

岡

垣

原

塚

田

嶋

谷

田

崎

山

本

城

野

木

関

市

八

相

原

池

内

村

伊

菊

小

竹

花

板

菅

手

杉

中

神

藤

岡

瀧

松

金

小

喜

芳

忠

角

博

昭

寿

　

幸

基

成

芳

稔

善

　

邦

康

　

　

鉄

安

昌

良

男

生

夫

甫

久

郎

市

一
誠

生

壮

怜

寛

郎

郎

弘

一

六

章

子

司

任

寛

潔

之

隆

志

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

鶴

哲

章

三

　

嘉

登

昇

修

　

節

　

　

　

一

昭

義

清

一

熙

田

博

　

正

　

直

掛

間

藤

川

山

田

端

田

中

郷

高

根

村

島

崎

森

澤

田

岡

中

藤

上

田

澤

草

谷

沓

久

加

塩

丸

平

川

吹

漬

本

日

山

木

川

岩

金

唐

山

末

田

加

池

本

相

秋

澁

長

長

長

△
〓

△
〓

曰q
l口 j

新潟県五泉市長

財団法人日本バドミントン協会会長

財団法人日本バドミントン協会副会長

財団法人日本バドミントン協会副会長

新潟県バドミントン協会会長

新潟県五泉市体育協会会長

トキめき新潟国体五泉市実行委員会事務局長

名
△

冨」

顧

参

岩

`

朗

正

治

市

巨

澤喜

武

夫

雄

朗

男

明

弘

男

基

正

也

信

明

治

徹

武

森

林

村 上
橋 本
植 田
青 木
中 島
牧 野
福 岡
今 北
渡 辺
佐 藤
遠 井
富 田
中 村
吉 田
田 中
高 澤
金 森
瀬 川
成 相
西 野
野 口

池 田
関 場

治

信

一

義

夫

豊

介

夫

民

寛

義

純

正

和

　

真

俊

良

藤

　

山

子

矢

熊

川

田

木

谷

加

森

高

金

大

猪

長

町

鈴

郎

航

字

司

務

寛

介

一

博

昭

　

　

光

　

　

圭

邦

崎

原

部

見

田

藤

瀬

田

田

岩

藤

阿

人

本

後

川

池

山

文

之

雄

頼

一
夫

貢

治

雄

和

勝

秀

和

俊

春

　

末

俊

原

木

松

野

里

田

下

黒

黒

藤

鈴

戸

水

大

土

羽

目

石

滋

征

夫

男

夫

美

規

豊

夫

紀

孝

芳

俊

昌

光

　

周

本

　

　

川

藤

田

木

田

部

藤

原

捧

吉

佐

持

鈴

相

阿

与
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甲

渉

子

也

郎

美

郎

美

夫

平

誠

一
　

　

一

祐

卓

林

瑠

新

政

友

新

野

藤

井

藤

藤

木

谷

口

生

田

林

広

佐

坪

齋

遠

鈴

塩

樋

桐

吉

小

久

弘

い

一
晴

薫

仁

彦

憲

一
行

英

み

和

敏

ふ

紘

良

　

敏

克

一
亨

政

快

賀

井

藤

野

玉

塚

花

田

原

川

塚

木

芳

平

伊

茂

小

関

立

森

桑

歌

関

荒

行

栄

吉

治

進

イ

弥

治

豊

直

博

功

ヨ

秀

利

彰

健

　

キ

勝

賢

　

　

富

川

腸

槙

田

辺

藤

　

形

橋

原

出

藤

谷長

牛

大

山

渡

佐

堰

小

高

笠

岩

佐

吾

一
旭

子

男

男

司

洋

之

博

一

司

雄

政

秀

裕

一

三

洋

朝

嘉

　

健

静

持

倉

林

原

山

浦

上

川

橋

木

垣

林

剣

熊

若

米

小

樋

坂

石

大

鈴

島

小

関 根 義 雄委   員  長   財団法人日本バドミントン協会専務理事

夫

英

純

章

健

芳
　
　
善

葉

塚

平

浅

千

飯

権

湯

副 委 員 長

委

財団法人日本バドミントン協会総務本部 本部長
新潟県バドミントン協会理事長

新潟県五泉市バ ドミントン連盟会長

トキめき新潟国体五泉市実行委員会事務局次長

照

彦

勉

武

彦

夫

義

利

弘

道

夫

孝

　

　

良

幸

昌

政

泰

正

一

戸

地

中

田

井

保

代

藤

縣

島

出

神

築

漬

福

今

神

田

佐

山

矢

岩

紀

夫

忠

郎

昭

夫

弘

英

三

健

徹

一

正

英

安

順

　

康

正

正

晃

崎

橋

村

田

上

嶋

橋

田

辺

本

桐

河

高

野

山

坂

福

高

芦

渡

有

片

満

治

男

裕

彦

司

之

正

二

薫

成

茂

欽

則

　

信

誠

信

　

立早
　

義

井

谷

登

井

原

入

林

藤

田

藤

川

今

銭

能

三

上

塩

若

伊

杉

伊

石

夫

一

子

雄

武

操

子

子

晴

淳

子

美

秀

純

紀

幹

　

　

和

恵

茂

　

純

部

戸

山

壁

岡

崎

野

田

部

沢

沢

阿

木

中

真

浅

高

小

黒

阿

中

茂

］貝
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(順不同・敬称略 )

奈保子

賢太郎

連太郎

伊 藤 慎

島 田 久 幸

競 技 役 員 長

総 務 部 長

競 技 審 判 部 長

総合成績計算委員長

総合成績計算委員

総 務 冨」 部 長
総 務 主 任

総 務 副 主 任

総 務 委 員

シ ャ ト

シ ャ ト

競 技 役 員

修

弘 子
浩 司
ひとみ

久美子

千代子

明 香

¶フ¬~

中

川

井

川

谷 綾 香  桂   侑 世

健

昭

田

上

松

坂

勉

英

操

満

彦

夫

雄

正

健

子

奈

広

宣

行

博

明

子

子

子

美

重

大

子

司

里

智

士

人

美

郎

美

仁

哉

登

雄

彦

緒

操

郎

男

子

夫

恵

　

　

　

　

　

　

　

　

美

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

太

紗

　

　

　

　

　

　

　

一
　

知

芳

　

茂

良

健

幸

　

　

利

知

信

和

隆

康

一
京

圭

久

正

良

雅

恵

圭

恵

　

雅

雅

一
権

真

重

光

　

吉

雅

美

　

慎

和

真

昭

中

塚

崎

井

井

葉

谷

藤

本

藤

藤

杉

辺

島

島

辺

合

西

島

口

野

田

居

川

木

方

川

井

浜

田

石

山

坂

野

辺

沢

井

島

井

山

内

井

゛
オ
″
■

漬

飯

高

今

今

千

椎

伊

有

斉

斎

小

渡

小

大

渡

落

小

豊

江

塚

梅

沢

笹

鈴

平

長

藤

小

土

白

松

保

佐

渡

滝

坂

長

白

星

竹

坂

任

員
　
　
　
　
任

員
　
　
任

員

勝

子

子

子

明

義

信

二

孝

子

子

子

子

子

幸

樹

南

　

　

　

　

　

　

　

　

美

　

和

加

貞

和

一

一
広

雄

清

典

由

恭

美

恵

芳

英

谷

田

山

野

部

水

川

賀

合

村

井

庭

嵐

島

野

上

岡

十

大

前

丸

小

阿

清

荒

山

落

木

白

真

五

小

平

井

高

森

森

義

博

美

子

徹

穂

守

幸

昌

　

晴

敬

　

奈

　

和

代

沢

田

藤

村

山

野

賀

田

村

井

田

藤

川

樫

津

木

山

見

谷

田

松

矢

谷

二

杉

佐

山

土

西

白

松

遠

長

富

梅

鈴

丸

高

二

道

子

二

史

子

挙

純

子

子

代

子

園

子

子

子

恵

安

子

里

　

　

　

　

　

　

　

智

　

　

　

　

　

　

　

ウ

光

正

乃

巧

浩

史

義

　

智

昌

美

泰

　

和

幸

節

弘

紀

ユ

井

島

田

山

辺

辺

山

平

澤

中

藤

村

野

藤

村

　

尾

並

田

吉

矢

永

横

渡

渡

内

権

松

安

佐

松

廣

佐

中

桂

松

木

高

孝

之

子

介

英

英

友

千

大

孝

英

豊

正

子

田

子

金

芦

金

美

子

子

仁

恵

孝

子

丼

川

金

藤

仲

治

緑

也

秀
　
　
辰

権

円

仲

織

朗一

香

喜

西 潟 吉 博男

子

幸

裕

辺

野

渡

佐

倉

早

之

人

宣

直

田

井

山

藤

主

委

　

　

　

主

委
　
　
主

委

技

技

　

　

行

行

　

録

録

競

競

　

　

進

進

　

記

記

田 美知子  丸 山   学  佐 藤   瑛藤

　

　

　

土

任

員

主

委

―′
　
Ｌ′

任

員

主

委

示

示

占
¨
占
〔
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竹 内 賢 長 野 愛 恵  後 藤 祐 香

佐 藤 智 久

営 野 正 人

長谷川   翔
菅 原 秀 和  猿 子 幹 子

等

智

興

亨

敦

薫

子

徹

之

輔

健

司

美

博

正

行

光

男

男

範

博

晴

一

人

豊

赫

様

樹

子

孝

梢

子

弘

男

必

保

男

子

彦

豊

美

軒

則

宏

義

　

　

　

和

　

義

大

　

誠

聡

智

　

広

吉

儀

安

昌

正

茂

憲

正

　

理

真

直

幸

　

　

叔

和

由

い

美

隆

政

俊

　

一

八

正

和

田

谷

上

藤

藤

藤

川

桐

玉

間

本

入

松

山

部

賀

田

科

野

永

嵐

部

林

治

野

嵐

城

嶋

田

木

苅

橋

内

山

井

田

川

橋

中

辺

田

辺

瓶

多

十

　

　

　

　

十

小

浜

坂

斎

伊

伊

堀

片

児

本

諸

塩

高

中

服

古

舛

倉

平

松

五

阿

中

河

高

五

居

三

竹

牛

保

高

倉

大

北

松

鵜

石

田

渡

半

渡

権

本

任

員

任

員

任

員

任

員

任

員

主

委

主

委

主

委

主

委

審

示

示

道

道

送

送

集

集

掲

掲

報

報

放

放

招

招

貴

夫

一　
康

村

鳴

木

福

得 点 表 示 主 任

得 点 表 示 委 員

競 技 審 判 副 部 長

審  判  主  任
審   半ll   員

線

線

審  主

子

義

進

樹

之

子

明

幸

紀

治

子

行

一

太

英

み

宏

代

　

　

　

　

　

　

　

　

　

さ

　

　

　

　

ろ

千

　

栄

利

秀

光

秀

伸

輝

幸

ふ

一
仲

由

俊

ひ

善

田

崎

　

澤

山

部

子

辺

木

田

田

井

南

藤

藤

橋

永

吉

戸

畑

西

丸

磯

金

渡

鈴

横

菅

石

木

佐

佐

高

土

一
雄

一
男

夫

子

幸

美

子

喜

恵

淳

美

樹

寛

興

昭

美

泰

貞

圭

英

辰

恵

　

久

房

広

多

　

博

英

　

法

文

内

　

城

井

　

藤

　

井

木

井

戸

沢

林

口

田

　

野

竹

沖

岩

荒

関

佐

原

笠

荒

金

早

中

小

山

吉

林

坂

一
子

明

子

子

一

子

譲

貢

幸

章

生

史

子

宏

り

司

剛

鶴

　

　

美

　

　

　

　

　

　

　

　

ど

雄

郁

和

千

邦

淳

恵

　

　

孝

文

弥

正

公

成

み

高

藤

野

倉

谷

部

屋

田

代

田

藤

口

倉

又

藤

本

間

塚

澤

俄

近

百

佐

桶

服

上

黒

矢

太

佐

江

白

勝

遠

山

本

石

石

子

三

譲

幸

仁

司

樹

晴

郎

史

郎

史

一

純

晃

　

和

俊

伸

未

雅

一

敦

宏

直

沢

辺

部

間

垣

沢

村

崎

松

野

坂

田

茂

渡

渡

風

板

水

三

山

小

友

保

吉

仁

子

弘

行

和

修

豊

子

雄

昭

賢

憲

美

　

　

　

　

　

恵

久

康

和

秀

　

　

美

俊

茂

　

敏

村

藤

辺

澤

平

本

野

田

野

品

田

渡

田

佐

渡

野

大

柿

澤

岡

牧

蔵

土

樋

雄

男

樹

博

衛

美

昭

美

夫

行

要

義

輝

勝

茂

　

正

政

利

留

哲

弘

　

定

村

藤

越

野

林

藤

井

西

木

岡

間久

野

加

村

永

小

内

広

葛

鈴

片

佐

原
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子

穂

子

子

江

也

男

子

子

聡

巌

紀

々

　

　

理

洋

瑞

昌

暁

奈

和

昭

由

栄

　

　

由

村

林

方

辺

庭

谷

石

竜

田

川

田

藤

部

藤

藤

松

橋

野

田

井

間

野

村

垣

沼

上

野

本

間

田

川

川

　

藤

部

田

藤

川

谷

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

谷

　

　

　

　

　

　

戸

木

小

西

渡

大

大

古

木

横

長

上

伊

跡

伊

佐

若

高

平

中

坂

藤

高

中

柴

柳

川

大

塚

本

岡

長

谷

原

加

渡

吉

遠

井

正

代

子

子

佐

一
恵

林

一
平

美

一

子

穂

也

史

紀

寧

幸

健

浩

一

子

治

正

子

太

次

子

奈

里

郎

治

司

郎

大

太

博

咲

千

　

美

　

　

ず

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

四

　

ん

　

悦

美

和

久

美

陽

こ

秀

健

康

正

光

久

実

龍

拓

裕

　

博

　

正

浩

史

正

　

亮

良

与

綾

か

絵

廣

幸

一
哲

雄

勇

一
美

田

村

林

橋

田

木

崎

橋

村

田

藤

竹

登

山

藤

田

坂

川

我

山

田

木

川

藤

口

川

藤

塚

鳴

戸

村

澤

本

辺

田

部

西

森

田

谷

吉

北

小

高

余

青

宮

高

西

高

伊

大

能

守

斉

増

保

笹

曽

入

神

八

長

後

山

梶

佐

大

官

瀬

中

松

松

渡

会

阿

中

貝

松

健

子

子

子

子

美

隆

幸

隆

吉

美

彰

昭

臣

花

穂

輔

紀

健

子

子

行

実

樹

徹

樹

子

夫

譲

樹

淳

香

謙

美

華

樹

勝

寛

貴

ス

　

　

　

　

　

貴

　

　

　

　

美

信

啓

洋

隆

嗣

義

朋

　

一

弘

　

弘

孝

咲

之

祐

友

　

久

ヤ

克

成

秀

　

直

真

忠

　

秀

　

奈

　

聡

由

英

稔

　

勇

田

　

藤

木

口

源

老

　

沢

沢

中

川

蔵

林

林

田

内

井

藤

山

岡

後

鈴

山

古

家

関

井

桜

田

江

神

小

小

武

山

坂

加

子

子

子

英

弘

子

友

生

只

瑛

二

将

広

織

子

世

論

介

子

潔

円

一

子

子

也

子

子

代

嘉

美

子

行

弥

樹

一

一

志

祐

光

さ

　

　

　

　

　

　

　

　

穂

　

　

　

未

　

　

　

理

理

　

　

　

　

　

由

晶

幸

礼

理

一

あ

　

耕

敏

　

晋

　

正

沙

奈

倫

　

雄

留

　

　

真

真

恵

拓

貴

映

百

政

亜

妙

博

勝

直

健

大

正

孝

藤

柴

垣

田

江

川

竹

中

井

井

嵐

頭

坊

上

垣

橋

部

川

川

田

澤

村

村

巻

田

塚

下

島

原

山

藤

黒

山

川

藤

藤

林

木

尾

谷

　

　

　

　

十

　

林

　

　

　

　

　

　

　

　

田

伊

小

島

古

近

長

大

畑

今

赤

五

鵜

常

川

稲

高

阿

中

小

武

南

三

木

鶴

本

平

竹

中

笠

中

佐

石

丸

関

近

斉

小

鈴

永

友理花

多絵子

和

志

勇

子

夫

助

昭

子

成

男

み

吉

康

子

好

也

花

文

貴

也

弘

之

穂

聖

さ

寿

剛

　

京

隆

大

義

孝

克

澄

ま

清

成

昌

政

和

実

博

勇

申

征

成

美

和泉田

五十嵐

市 川
/Jヽ  町烏

樋 □
諸 橋
吉 田
照 井
水 沢
鎌 田
若 井
長 澤
黒 川
本 間
樺 澤
藤 塚
海 津
米 谷
菅 井
諸 橋
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新潟県立五泉高等学校

新潟県立村松高等学

横 り|1 健 太
小 見 三四郎
塚 野 可都実

新潟県立新津南高等学校

新潟県立阿賀野高等学校

康 仁  藤
大 輔  渡
千 尋

競 技 補 助 員

岡 田 健太郎
五十嵐 好 恵

五十嵐

佐々木

片 野 俊 輝

山 田   唯

(順不同・敬称略 )

将 太
保奈美

光

帆

梨

次

郎

充

太

満

由

勇

政

岡

口

川

沼

田

井

高

樋

中

貝

土

石

樹

里

奈

記

輝

本

香

光

裕

安

広

正

原

野

子

嵐

川

治

田
　
　
十
　
　
鍛

栗

波

金

五

嶋

小

織

美

摘

諒

大

佑

恵

史

智

菜

　

貴

圭

嶋

藤

澤

部

藤

村

野

小

齋

小

阿

佐

木

世

紀

里

人

海

諒

由

由

幸

美

佐

勇

大

田

瀬

井

達

藤

部

垣

戸

板

水

啓

菜

美

７
い
　
´
ヽ

調
″
　
ｒ
ワ

木

倉

地

校

荒

熊

高

子

里

希

介

也

季

由

馨

優

未

耀

託

優

上

明

山

邊

田

間久

井

後

遠

渡

窪

佐

子

子

ろ

紀

太

輝

理
　
　
ひ

真

萌

ち

元

翔

一

井

木

保

藤

津

藤

久

長

柾

大

佐

鷲

佐

爽

優

美

輝

慎

太

友

大
　
　
翔

川

栗

ロ

堀

小

小

樋

小

梨

阿

渡

神

川

丸

阿

佐

安

香

冬

奈

理

伸

太

乃帆

悠

里

員

充

優

内

田

澤

藤

村

橋

河

吉

石

伊

木

諸

樹

葵

奈

士

平

洸

美

　

美

哲

恭

井

野

藤

子

山

林

諒

咲

大

和

美

勇

豊

川

浦

藤

岡

小

井

近

花

菜

乃

潤

一

奈

綾
　
　
龍

藤

山

屋

井

佐

森

松

坂

中希美香

飛 鳥  伊

校

石

学等高

香

津新

萌

一二県

崎

潟新

山

ヽ
ビ
　

＋
り

　

，
い

ノ
エ
　

手
↑

　

′

．

田上

星

介

基

輝

憲

広

翔

田

竹

村

羽

大

松

織

貴

茂

志

佳

英
　
　
厚

嶋

野

橋

内

宮

磯

諸

竹

菜

平

也

季

晴

翔

達

佑

保

黒

柳

鞭

久

目

青

杵

好

柚

貴

祥

芙千

晃

柳

本

部

辺

輔

忍

勇木

藤

荒

瀬

輔

美

大

智

野

滝

天

大

也

子

優

莉

野

辺

中

渡

健

卓

澤

藤

辺

長

伊

田

木

邊

二 官 由 衣
新潟県立新潟向陽高等学校

佐 藤 拓 也  弦 巻   聡
細 木 香奈子  丸 山 祐 季

藤 井  翔  榎 本 純 貴

新潟県立新潟商業高等学校

古 田 航 平  浜 浦 昂 佑  奥 野 亮 太  神 田 浩 美  丸 山 真 央

大 貫 未 貴  長 崎 佳 苗
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本  部  長
副 本 部 長
【大会統括部】

実 施 本 部 員

順 子
恵里子

友 徳

(順不同・敬称略 )

美由紀

隆 之

功

英快

藤

木

佐

荒

野

田

塚

松

多

介

克

桂

林

岡

藤伊

星

捧

常

善

雅

辛

規

裕

黒

浅

上

辺

川

川谷

小

湯

井

渡

廣

長

紀

子

子

子

子

奈

友

日

純

淑

幸

橋

尾

辺

藤

木

　

　

木

高

松

渡

羽

鈴

　

　

荒

弓

聡

子

南

裕

真

　

桂

麻

藤

尾

　

田

澤

佐

松

祝

松

松

一
子

子

子

彦

子

栄

真

愛

光

智

政

杏

弥

子

徹

道

佐
一
美

　

弘

澤

川

橋

根

瀧

内

室

関

俊

子

代

也

美

　

子

美員

雅

勝

望

　

明

明

篤

代

代

美

宏

　

雅

佳

寛

田

中

生

村

藤

山

田

桐

田

佐

長

員

係

係

護

護

救

救

療

療

医

医

子

子

宏

子

美

匠

代

節

加

　

玲

正

木

　

尾

黒

橋

邊

嵐

村

井

十

鈴

　

松

日

高

渡

五

川

今

也

幸

也

天

子

和

直

拓

　

愛

澤

尾

邊

崎

形

田

松

渡

山

小

美

巳

子

明

弘

裕

泰

真

政

康

利

山

林

淵

間久

飯

横

小

杵

佐

浩

美

史

弘

元

晴

一
秀

寿

隆

敏

木

澤

川

尾

邊

原

谷

　

　

川

樹

章

夫

子

之

芳

長

長

長

員

班

係

係

進

進

進

推

推

推

体

体

体

部

国

国

国

長

長

長

員

Ｉ

係

係

刊
″

ｌ

　

　

啓

啓

部

　

務

Ｆ

Ｆ

務

　

　

言

ヨ
・

総
部
総
行
行

千 佳

小

高

鈴 木 幸 子

木

上

野

野

田

多

林

若

井

中

波

澤

夫

三

一
子

輔

一
香

子

子

夫

敦

巳

紀

仲

康

謙

聡

康

真

理

真

真

一
　

泰

山

林

間

谷

村

上

辺

藤

川

瓶

村

山

久

丸

小

佐

関

中

坂

渡

武

古

二

田

横

長

員

係

係

像

像

映

映

録

録

コ
し
「Ｃ 伸

貴 志

ドヾミントン競技会場部】

小 熊
椿

水 戸 稚佳子

雄

明

康

高

哉

子

孝

芳

子

美

二
淳

信

裕

範

遼

舟

幸

剛

一
子

子

孝

恵

之

佳

児

貴

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

奈

政

宣

徳

勇

和

綾

　

　

隆

春

信

　

総

　

和

　

千

勝

　

正

恵

淑

義

香

一
美

龍

藤

井

岡

本

湊

木

松

黒

井

本

山

崎

井

見

野

川

田

崎

田

原

波

藤

利

淵

澤

谷

斎

吉

高

石

大

鈴

村

石

浅

旗

杉

山

吉

早

岩

舎

山

山

藤

片

難

羽

飯

杵

瀧

黒

林

長

長

長

員

班

係

係

務

務

務

総

総

総

場

場

場

‐ノ

部

会

会

会

信 子

日奈子

野

巻

田

内

橋

　

川

　

　

野

田

山

瀬

水

藤

中

田

廣

宮

高

　

松

　

林

佐

新

横

廣

清

伊

長

員

係

係

血
＾
血
（

式

式

長

長

員

班

係

係

や

内

内

せ

案

案

な

迎

迎

学

之

み

哉

平

明

絵

ず

智

い

直

郁

正

里

広

誠

子

夫

力

美

恵

佳
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稚
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裕

和

間

橋

戸

中

木

中

井
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高

水
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安

板

き

歓

歓
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子

豊

也

史

郎

之

代
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子
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光
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正
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長
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送
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場
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行

子
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渡
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司
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藤
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落
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落
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史
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澤
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友
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伊
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弦

高
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代
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了
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計
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利
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俊
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口

井
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中
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宇
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加
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田
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子
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裕

里

咲

信

香
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美

口

中

木

見
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競 技 会 補 助 員

【団体】

ファイブティー 'S

鈴 木 久美子  清 野 春 美  樋 口 こずえ

食生活改善推進委員協議会

岩 野 優 子  小 出 ユ キ  清 野 ヒ サ

五泉市体育指導委員協議会

江

会

芳

鳩

村

白

木

(順不同・敬称略 )

相 澤
河 合
高 地
松 川

恵津子

絵 美
通 明
徹 也

久

次

男

照

良

孝

山

木

口

亀

鈴

樋
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子

子

Ｆ
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ご
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●
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ι
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孝

田

藤

島

梅

齋

田

子

介

勇

夫

恵

圭
　
　
英

井

藤

崎

林

浅

齋

田

若

平

修

博

幸口

藤

中

川

斉

田

子

作

夫

平

静

勇

嘉

新

子

丼

島

田

金

黒

田

吉

郎

子

毅

夫

一林

輝
　
　
哲

人

男

栄

子ミ

直

明

由

キ

関

地

川

嶋

△
〓
協

井

菊

関

豊

二

享

吉

義

久
　
　
正

富

子

子

子

子

夜

昭

小

圭

洋

小 黒
佐久間

田 中

五泉市五泉公衆衛生

五十嵐

り|1 口

佐 藤
地 濃

五泉市赤十字地域奉仕団

五十嵐 吉 子  稲 餅
河 内 桂 子  酒 井
羽 賀 ハツエ  長谷川
宮 田 栄 子  山 崎

遠 藤
木 津
瀬 倉
皆 川

久

中

丸

渡

倉

原
　
　
田

小

塩

星

吉

子

イ

枝

子

ヨ

孝

キ

一　
悦

山

藤

澤

井

之上

佐

花

吉

イ

子

枝

ネ

リ

栄

春

ヨ

ミ ワ
チ ヨ
ヒサミ

文 子

保

村

山

辺

五泉 3B会  10名

国際石油開発帝石株式会社

鎌 田   稔  ′lヽ 林

日 ′コ両八

鈴 木

豊  長 井 忠 夫

いづみの会

由 美  高 見 道 子  林  町 子  藤 崎 厚 子

小日向 澄 子エミ

△
〓
　
フ〈

のみ

部

ゆあ

阿

0五泉青年会議所
伊 藤 勝 康
辰 喜 太 輔

宇佐美

田 中
憲

文

一

博

原

月

桑

若

治

明

秀

英

間

場

風

馬

ヽ
Ｉ
　

Ｌ

コ

イ
ノ
　

ゼ
“

大

崇

-21-

佐久間 哲 平



村 義 浩
間 まどか

子

奈

陽

里

△
口
　
瞑ガ
多

落
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友
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木

巻

村

井

石
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鈴

鶴

松

白
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本

新潟県立村松高等学校カメラ部
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泉

川

目
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丸

志

子

久

恵

知
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谷
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小
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松
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子

晴

子

順

昭

哉

恵

　

智

知

智
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美

快

正

雅

嵐

美

林

美

橋

木

藤

十

佐

　

久

五

宇

小

佐

高

船

佐

央

子

子

昭

子
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奈

愛

美

敏

順
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月

部

藤

腸

師

阿

伊

牛

佐久間

曽 川
長谷川

佐 藤
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式 典 補 助 員

手 話 通 訳 者  度 川 和  r

新潟県立五泉高等学校

若 林 廣 明  加
和久井 由美子  土

協  力 団  体

(順不同・敬称略 )

弦 巻 義 昭  谷 川 美 雪  古 沢 厚 子

協力団体・協力者

五泉商工会議所          村松商工会

五泉ニットエ業協同組合      新潟みらい農業協同組合
新潟みらい農業協同組合五泉園芸組織連絡協議会

社団法人 五泉市東蒲原郡医師会  五泉市ボランティア連絡協議会
グリーンレディース        村松さくらドリーム
新潟県華道連盟          折紙工房 私の青空
ラビットクラブ

新潟県立五泉高等学校       新潟県立村松高等学校
五泉市立五泉小学校        五泉市立五泉南小学校

五泉市立五泉東小学校       五泉市立川東小学校
五泉市立巣本小学校        五泉市立橋田小学校

五泉市立村松東小学校       五泉市立大蒲原小学校
五泉市立十全小学校        五泉市立村松小学校
五泉市立川内小学校        五泉市立五泉中学校

五泉市立五泉北中学校       五泉市立川東中学校
五泉市立山王中学校        五泉市立愛宕中学校
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トン子
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光
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萌
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樹
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光
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澤
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介
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香

麻
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竜
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安
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沙

梨
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木
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野
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野
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嵐

田

邊

司
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木
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々

鈴

木

佐
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五
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渡
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美

純

佑
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月

佳
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里

由

村
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藤

村

澤
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澤

部

上

田

口

木

谷
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木

帯

齋
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小

齋

小

阿

井

神

山

鈴

古

石

協  力  者
医   師 佐 藤   泰

弓

子

真

祐

田

倉

土

瀬

師護看

小 山   隆
隆

郎

子

子

一倉

康

裕

谷

村

井

倉

澁

山

浅

熊
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男

順

康

田

田

井

上

村

武

酒

川

笠
　
　

宮
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開 催 の 趣 旨

国民体育大会は、広く国民の間にスポーツを普及し、スポーツ精神を高揚して国民の健康増

進と体力の向上を図り、併せて地方スポーツの振興と地方文化の発展に寄与するとともに、国

民生活を明るく豊かにしようとするものである。

「トキはなて 君の力を 大空へ」のスローガンのもと、新潟県で開催する第64回国民体育
大会 「トキめき新潟国体」は、度重なる災害を乗り越えて元気な新潟の姿と、全国から寄せ ら

れた温かい支援に対する感謝の心を全国に伝えるとともに、簡素でありながらも、活力と感動

のあふれる国体を目指 し、「伝えよう 感謝の気持ちを トキめきを」を合言葉に県民をあげ
て開催するものである。

実 施 方 針

1 実施競技

2 会期及び会場地

3 競技方法
正式競技は都道府県対抗とし、公開競技についてはそれぞれの実施要項に示す方法とする。

公
心
玄

小
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正 式 競 技 公開競技

陸上競技、水泳、サッカー、テニス、ボー ト、ホッケー、ボクシング、

バレーボール、体操、バスケットボール、レスリング、セーリング、

ウエイトリフティング、ハンドボール、自転車、ソフトテニス、卓球、

軟式野球、相撲、馬術、フェンシング、柔道、ソフ トボール、

バ ドミントン、弓道、ライフル射撃、剣道、ラグビーフットボール、

山岳、カヌー、アーチェリー、空手道、銃剣道、クレー射撃、なぎなた、

ボウリング、ゴルフ

高等学校 野球

ビーチバ レー

トライアスロン

会   期 会  場  地 会場地数

平成21年 9月 26日 (土 )

～10月 6日 (火 )

〔11日 間〕

※水泳競技会は下記日程で実施

平成21年 9月 9日 (水 )

～13日 (日 )〔 5日 間〕

※ゴルフ競技会は下記日程で実施

平成21年 9月 25日 (金 )

～27日 (日 )〔 3日 間〕

新潟市、長岡市、三条市、柏崎市、新発田市、

小千谷市、加茂市、見附市、村上市、燕市、

糸魚川市、妙高市、五泉市、上越市、阿賀野市、

佐渡市、魚沼市、南魚沼市、胎内市、聖籠町、

弥彦村、阿賀町、刈羽村

長岡市、柏崎市

新発田市、胎内市

19市 2町 2村

2市

2市



4 ドーピング検査の実施
検査は、日本 ドービング防止規程及び関連規則に基づき実施する。

5 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準
監督及び選手の参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準は、下記のとおりとする。

(1)参加資格
ア 日本国籍を有する者であることとするが、監督及び選手のうち、次の者については、
日本国籍を有しない者であっても、成年又は少年の種別に参加することができる。

(ア)出入国管理及び難民認定法に定める在留資格のうち永住者 (日本国との平和条約に
基づく日本の国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特例法に定める特別永住者を

含む。)

(イ)学校教育法第 1条に規定する学校に在籍する学生又は生徒
ただし、

a 出入国管理及び難民認定法に定める在留資格のうち、就学生及び家族滞在 (中学
3年生)については、大会実施要項が定める参加申込締切時に 1年以上在籍してい
ること。

b 出入国管理及び難民認定法に定める在留資格のうち、留学生については、参加で
きない。

(ウ)参加しようとする当該年以前に前号0の規定に該当していた者。
イ 各競技の選手及び監督は、所属都道府県の当該競技団体会長と体育協会会長が代表と
して認め、選抜した者であること。

ウ 第62回又は第63回大会 (都道府県大会及びブロック大会を含む。)において選手及び
監督の資格で参加した者は、次の場合を除き、第62回又は第63回大会と異なる都道府県

から参加することはできない。

(ア)成年種別
a 平成20年度に学校教育法第 1条に規定する学校を卒業した者
b 結婚又は離婚に係る者
c ふるさと選手制度を活用する者 (別記 1「国民体育大会ふるさと選手制度」によ
る。)

0 少年種別
a 平成20年度に学校教育法第 1条に規定する学校を卒業した者
b 結婚又は離婚に係る者
c 一家転住に係る者 (別記 2「一家転住等」に伴う特例措置の考え方による。〉

工 選手及び監督の兼任は、同一種別内に限る。
オ 前記のほか、選手については次のとおりとする。
0 参加選手は冬季大会及び本大会にそれぞれ 1競技に限り参加できる。
0 回数を同じくする大会において、異なる都道府県から参加することはできない。
(ウ)健康診断を受け、健康であることが証明された者であること。
0 都道府県大会及びブロック大会に参加し、これを通過した者であること。
(オ)ドーピング検査対象に選定された場合は、検査を受けなければならない。
(2)所属都道府県
所属都道府県は、当該競技団体が限定する場合を除き、次のいずれかが属する都道府県
から選択することができる。

ア 成年種別
0 居住地を示す現住所
0 勤務地
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(ウ)ふるさと (別記 1「国民体育大会ふるさと選手制度」による。)
イ 少年種別
0 居住地を示す現住所
0 学校教育法第 1条に規定する学校の所在地
0 勤務地
※ 上記に属する都道府県のうち、「居住地を示す現住所」、「勤務地」、「学校教育法
第 1条に規定する学校の所在地」のいずれかから参加する場合は、平成21年 4月 30

日以前から本大会参加時まで、引き続き当該地に、それぞれ居住、勤務、又は通学

していなければならない。ただし、次の者はこの限りではない。

・成年種別の選手が属する都道府県として「ふるさと」を選択する場合

・少年種別の選手が「一家転住」した場合

(3)選手の年齢基準
ア 選手の年齢基準については、下記を原則とする。
0 成年種別に参加する者は、平成 3年 4月 1日 以前に生まれた者とする。
0 少年種別に参加する者は、平成 6年 4月 1日 以前に生まれた者から平成 3年 4月 2
日以後に生まれた者とする。

0 年齢を区分している種別へ参加する者の年齢計算は、平成21年 4月 1日 を基準とす
る。

イ 働日本体育協会が特に認める場合は、上記アにかかわらず、競技ごとに年齢区分を設
定することができる。ただし、年齢の下限は中学 3年生とする。

(4)前記の各事項に疑義のあるときは、団日本体育協会及び当該競技団体が調査・審議のう

え、同日本体育協会がその可否を決定する。

別記 1【国民体育大会ふるさと選手制度】

(1)成年種別に出場する選手は、開催基準要項細則第 3項 〔本則第 8項第 1号及び第10項第

4号 (参加資格及び年齢基準等 )〕 に基づき、下記のいずれかを拠点とした都道府県から

参加することができる。

ア 居住地を示す現住所
イ 勤務地
ウ ふるさと
(2)「ふるさと」とは、卒業中学校又は卒業高等学校のいずれかの所在地が属する都道府県

とする。

(3)「ふるさと選手制度」を活用し参加を希望する選手は、予め所定の方法により「ふるさ

と」を登録しなければならない。なお、一度登録した「ふるさと」は変更できないものと

する。

四  「ふるさと」から参加する選手は、開催基準要項細則第 3項―(1)-1)一 ③ (国内移動選
手の制限)に抵触しないものとする。
(5)ふるさと選手制度の活用については、原則として、 1回につき2年以上連続とし、利用
できる回数は 2回までとする。

(6)参加都道府県は「ふるさと選手」を別に定める様式により、当該大会実施要項で定めた

参加申込み締切り期日までに、団日本体育協会宛に提出する。

別記 2【「一家転住等」に伴う特例措置の考え方】

転校への特例

1 次の内容をすべて満たすことにより、国内移動選手の制限 (開催基準要項細則第 3項―
(1)-1)一 ③)に抵触しないものとする。
(1)こ の特例の対象は、「少年種別」への参加者に限る。
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(2)本特例を受けることができるのは、一家転住等やむをえない理由に限ることとする。な
お 「一家転住等」とは概ね次のことを言う。

ア 親の転勤による一家の転居
イ 親の結婚、離婚による一家の転居
ウ 上記以外に、やむをえない理由による一家の転居
(3)転居した時点に応じて、以下の手続きを終了していること。
ア 本特例を受けようとする参加者は、下記 2(1)の場合は転居元、下記 2(2)の場合は転居
先が属する都道府県体育協会及び都道府県競技団体に対し、その旨報告すること。

イ 報告を受けた都道府県体育協会及び都道府県競技団体は、下記 2(1)の場合は転居先、
下記 2(2)の場合は転居元が属する都道府県体育協会及び都道府県競技団体に対し、その

旨報告し了承を得ること。

2 本特例を受ける当該大会において、参加することができる都道府県は以下の通 りとする。
(1)転居した時点において、以下に該当する場合は転居元が属する都道府県から参加するこ
とができる。

ア 転居先が属する都道府県の代表が既に決定している場合
イ 当該参加者が、転居元が属する都道府県の代表として既に決定している場合
ウ 当該参加者が、転居元が属する都道府県の代表選考過程にある場合
(2)転居した時点において、以下に該当する場合は転居先が属する都道府県から参加するこ
とができる。

ア 転居元が属する都道府県において、当該大会における都道府県代表の選考が開始され
ていない場合

6 各正式競技の総合成績決定方法
各正式競技の総合成績決定方法は次のとおりとする。

(1)次のア、イの得点を合計したものを都道府県ごとの男女総合成績 (天皇杯得点)及び女
子総合成績 (皇后杯得点)とする。
ア 競技得点
競技得点は、各種別、種目などの第 1位から第 8位までの都道府県に与え、次の 2種
類とする。ただし、同順位の場合は、次の順位のものを加え、当該都道府県で等分し、

割り切れない場合は、少数第 3位以下を切り捨てる。

〔注〕「種別」:種別などに与える競技得点   「種目」:種目などに与える競技得点

イ 参加得点
参加得点は10点とし、大会 (ブロック大会を含む。)に参加した都道府県に与える。
ただし、ブロック大会で本大会の出場権を獲得しながら、本大会に参加しなかった場合

は与えない。

(2)各競技の総合成績は、当該競技団体が決定する。ただし、天候その他の事情によリー部

競技が中止になった場合は、当該競技団体と大会総務委員会が協議する。

(3)参加資格違反等に関わる得点等の取り扱いについては、「国民体育大会における違反に
対する処分に関する規程」によるものとする。
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1位 3位 4位 5位 6位 7位 8位

種別

4人以下 24点 21点 15点 12点 9点 6点 3点
5人以上 7人以下 40点 35点 30点 25点 15点、 10点 5点

8人以上 64点 56点 48点 40点 32点 24点 16点 8点

|「 || 8点 6点 4点 3点 2点 1点

2位

18点

20点

7点 5点



7表  彰
(1)冬季大会及び本大会を通して実施した全正式競技の男女総合成績第 1位の都道府県に天
皇杯を、同じく女子総合成績第 1位の都道府県に皇后杯をそれぞれ授与する。

(2)冬季大会及び本大会を通して実施した全正式競技の男女総合成績及び女子総合成績の第
1位から第 8位 までの都道府県に、それぞれ表彰状を授与する。

(3)各正式競技の男女総合成績第 1位の都道府県に、国民体育大会会長 トロフィーを授与す
る。

(4)各正式競技の男女総合成績及び女子総合成績の第 1位から第 8位までの都道府県に、そ

れぞれ表彰状を授与する。

(5)各競技の各種別及び各種目などの第 1位から第 8位までに賞状を授与する。団体競技の

場合は、その都道府県名とチーム全員 (監督を含む。)の氏名を記載したものを都道府県
用に 1枚、更にその都道府県名と個人名を記載したもの、又は都道府県名とチーム全員 (監

督を含む。)の氏名を記載したものをチーム全員に授与する。

8 各競技の参加申込方法
(1)都道府県の体育協会会長及び各競技団体会長は、連署の上、都道府県大会又はブロック

大会において選抜された者及び財日本高等学校野球連盟が選出したテームを、大会会長あ

てに申込むものとする。

(2)参加申込みは、定められた締切日までに所定の様式及び方法により、側1日本体育協会あ
てに行う。

(3)参加申込締切日

締  切  日 メ,こ 技

①平成21年 8月 20日 (木 )
水泳、ボート、レスリング、セーリング、自転車、相撲、

カヌー、ボウリング、ゴルフ、 トライアスロン

②平成21年 9月 1日 (火 )

陸上競技、サッカー、テニス、ホッケー、ボクシング、

バレーボール、体操、バスケットボール、ウエイトリフティング、

ハンドボール、ソフトテニス、卓球、軟式野球、馬術、

フェンシング、柔道、ソフトボール、バドミントン、弓道、

ライフル射撃、剣道、ラグビーフッ トボール、山岳、

アーチェリー、空手道、銃剣道、クレー射撃、なぎなた、

高等学校野球、ビーチバレー

(4)参加申込様式は、回日本体育協会が実施競技団体と協議の上、作成する。

(5)参加申込締切後の選手の交代は、特別な事情がない限り認めない。特別な事情で選手を

交代する場合は、下記あてに所定の様式にて届け出なければならない。

ア 全国を統轄する各中央競技団体事務局
イ トキめき新潟国体・ トキめき新潟大会実行委員会事務局
ウ トキめき新潟国体各競技会場地市町村実行委員会
なお、団日本体育協会に対しては、大会終了後、所定の様式及び方法による交代 (変更)

手続きを行うものとする。

9 各競技会の棄権手続き
参加申込締切後から競技初戦までの間において、特別な事情で選手が競技会を棄権する場

合には、所定の棄権手続きをとらなければならない。なお、棄権手続きに係る届出について

は選手交代届と同じ様式を用いること。
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10 大会参加負担金
(1)本大会に選手団 (視察員を除く。)を派遣する都道府県体育協会は、一人当たり次のと
おり参加負担金を納入する。

区
ヽ
′
′
′ 負 担 金

少年の種別に参加する選手 1,500円

2,000円

(2)大会参加負担金は、各都道府県体育協会で取りまとめ、次のとおり納入する。
ア 納入締切日
平成21年 9月 1日 (火 )

イ 納入先
みずほ銀行 渋谷支店 普通預金口座 513729
財団法人日本体育協会

12 参加選手団本部役員編成及び視察員
(1)参加選手団本部役員は、次のとおりとする。
ア 参加選手500名以上の場合は、団長、総監督及び総務ほか、計20名以内とする。
イ 参加選手300名以上500名未満の場合は、団長、総監督及び総務ほか、計15名以内とす
る。

ウ 参加選手300名未満の場合は、団長、総監督及び総務ほか、計10名以内とする。
(2)上記役員のほか、 5名以内の顧間を設けることができる。
(3)上記(1)及び(2)による本部役員総数の範囲内で、スポーツドクターを帯同するものとする。
(4)参加選手団本部役員の 1日 あたりの編成人数については、上記(1)及び(2)に よる人数を上
限とする。

(5)視察員は、 1都道府県 3名以内とする。ただし、平成22年以降の国民体育大会の開催が
決定又は内定している都県については、千葉県100名以内、山口県及び岐阜県60名以内、

東京都及び長崎県40名以内とする。

13 参加章、記念章及び視察員章の交付
参加章、記念章及び視察員章は、次の者に交付する。

(1)参加章

都道府県選手団本部役員、監督及び選手並びに大会役員、競技会役員及び競技役員

(2)記念章

デモンストレーションとしてのスポーツ行事参加者

(3)視察員章
視察員

14 参加上の注意
(1)大会期間中は、交付された参加章、記念章又は視察員章を着用しなければならない。

(2)参加章及び視察員章着用者は、開・閉会式を除くすべての競技会場に入場することがで

きる。
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上記以外の者 (本部役員、監督、成年の種別に参加する選手等 )

11 宿泊申込み
大会参加者は、 トキめき新潟国体・ トキめき新潟大会実行委員会が指定した所定の様式に
より、定められた締切日までに申込む。



(3)各都道府県の代表選手は、競技に際し、所属都道府県を明示したユニフォームを着用し

なければならない。

15 都道府県大会及びプロック大会
正式競技については、本大会の予選として次のとおり都道府県大会 (ブロック大会)を開

催しなければならない。

(1)都道府県の主催団体は、回 日本体育協会及び中央競技団体等関係団体と協議のうえ本要

項に基づき実施要項を作成する。

(2)参加者は、実施要項に基づき当該都道府県主催団体に申込む。なお、参加は 1人 1競技

に限る。

(3)申込みは、すべて各競技団体所定の参加申込用紙による。

(4)参加料を徴収する場合の金額は、主催団体が中央競技団体と協議のうえ定める。

(5)競技運営に差し支えない限り、新潟県選手は当該競技ブロック大会を経ることなく本大

会に参加することができる。

16 国民体育大会参加者傷害補償制度

団日本体育協会及び都道府県体育協会は、国民体育大会参加者に対する社会的責任体制を

整えるとともに、大会参加者の相互扶助の精神に基づいた補償制度として大会参加者による

国民体育大会参加者傷害補償制度を運営する。

(1)本制度の対象となる参加者は、ブロック大会及び本大会に参加する本制度給付規定に定

められた選手、監督、選手団本部役員 (顧間を含む)、 視察員並びにその他選手団役員とす

る。

(2)大会参加の都道府県体育協会は、国民体育大会参加者傷害補償制度の対象となる参加者

数に応じた制度負担金 (一人あたり1,000円 )を、団日本体育協会に納入する。

(3)納入締切日及び納入先については別途0日本体育協会から都道府県体育協会へ通知する。

17 文化プログラム
文化プログラムは、次表のとおりとし、実施については、文化プログラム実施基準に基づ

くものとする。

文化プログラム 会場地 会場地数

みんなでチャレンジ !大おりがみ博

～折鶴から宇宙開発まで～

第29回新潟とやの湖桜まつり

2009 NIIGATAス プリングフェスティバル

タツノコプロの世界展

ョーロッパ・アジア・パシフィック建築の新潮流2008-2010

ふれ愛さくらまつり

にいつ食の陣2009

も―やん えっちゃん ええほんのえ展

白根大凧合戦

にいつ花ふるフェスタ

新潟市花の写真コンテス ト

佐伯祐三展

松竹大歌舞伎

新潟市 19市 5町 4村
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文化プログラム 会場地 会場地数

スポーツ・ラボ～めざせ !明日のアスリート～

2009国 際水彩画大会 IN NIIGATA
新潟県彫刻会 第27回会員展・第 13回公募展
向陽ふれ愛夏まつり

第 6回新潟出版文化賞

大人のための漢字塾

太田盆踊 り

新潟まつり

トキめき新潟国体・ トキめき新潟大会全国スポーツ写真展

ジブリの絵職人 男鹿和雄展
第 8回にいがた総おどり

福島潟自然文化祭                   |
新潟文化祭2009 伝統芸能公演
第 7回 日本水彩画会 新潟県下越支部展・公募展
キテ・ミテ 。キタク

平成21年度 第38回新潟県芸術美術展 (会員・公募 )
平成21年琴城流大正琴 下越支部演奏会
障害者芸術文化週間イベント

新潟うまさぎっしり博

湊町にいがたの食市食座

2009新潟第九コンサー ト

第31回公募新潟県工芸会

スタンウェイを弾こう

ピカソ版画芸術の世界

「須田剋太・街道をゆく」挿絵絵画展

加藤唐九郎・重高・高広 三代展

火焔土器の国 -5,000年前のメッセージー

ながおか小学生ロボコン2009

第 18回長岡甚句大会

～みんな集まれ !新潟県立歴史博物館―お楽しみ会

中越大震災復興 5周年祈念 NHK交 響楽団 演奏会
特別展示事業

天地人 一直江兼続とその時代―展
第 14回長岡アジア映画祭

新潟のスポーツ

馬高・三十稲場遺跡ガイダンス施設開館記念事業

第 5回おもしろ南瓜展示会

郷土民俗芸能公演会

発掘が語る新潟の歴史2009

如是蔵博物館

長岡市与板歴史民俗資料館リニューアル展示

錦織健テノール・ リサイタル

第38回三条かぐら鑑賞会

新潟市

長岡市

三条市

19市 5町 4本寸
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文化プログラム 会場地 会場地数

第 5回三条市美術展

第 5回三条市音楽祭

三条鍛冶道場

マイタウンコンサート

小中学生演劇教室発表会

国指定重要無形民俗文化財 「綾子舞」現地公開

第52回柏崎市美術展覧会

新発田市 。新アー トコレクション展

おごっつおうまつり

～雪の越後の花嫁衣装～特別編 北越後の花嫁散策

全国 「花嫁人形」合唱コンクール

ふるさとしばた 「食」と「職」のおまつり

ぶらっと、ひと息 「寺町たまり駅」

新発田の名所を観光ガイ ドがご案内

カリオン文化館 (刀剣伝承館)

蕗谷虹児記念館

マイタウンコンサー ト

おぢや桜祭 り

おぢや牛の角突き

歌う絆の会 歌謡発表会
民謡 穂波会 第40回発表会
おぢやまつり

片貝まつり

第24回チャリティーカラオケ発表会

おぢや風船一揆

中越大震災復興 5周年祈念 NHK交 響楽団 演奏会
第27回舞踊まつり

第31回市民芸能祭

第28回市民カラオケ大会、

第 4回加茂川ブルース・加茂川慕情全国大会

奥村愛 withス トリングス

いにしえの旅 城下町村上の寺社巡り
サマーナイトミュージアム

いいねっか本寸上2009

城下町村上 町屋の屏風まつり
大須戸能

宵の竹灯籠まつり

城下町村上 町屋の人形さま巡 り
村上市郷土資料館 (お しゃぎり会館)

村上歴史文化館

重要文化財 若林家住宅
まいづる公園

マイタウンコンサー ト

三条市

柏崎市

新発田市

小千谷市

加茂市

見附市

村上市

19市 5町 4村
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文化プログラム 会場地 会場地数

トキめき2009 スポーツフォトコンテスト
トキめき新潟 inつばめ検定

糸魚川フォッサマグナミュージアム

中越大震災復興 5周年祈念 NHK交 響楽団 演奏会

"中

原祭大かやば焼

花の斑尾エコ・ トレッキング

妙高山関山神社火祭り

妙高夏の芸術学校

あらいまつり

妙高四季彩芸術展

秋の妙高山麓エコ・ トレッキング

生涯学習フェスティバル

越後上越 天地人博
越後上越 上杉戦国物語展2009
第39回上越市民芸能祭
「バレエ、モダン・ジャズダンスフェスティバル2009」

第39回上越市民芸能祭 「合唱のつどい」

演劇 「とんでもない女」

未明の絵本原画展

小林古径記念美術館 企画展Ⅱ「古径作品にみる秋の香り」

企画展Ⅱシリーズ頸城の暮らし2
「日本初のパイプラインを敷設せよ―上越の石油産業史―」

第39回上越市民芸能祭 「民 郷土芸能のつどい」

奥村愛 Withス トリングス

第22回新潟県諸流いけばな展

第39回上越市美術展覧会

上越新作能 「兼続」

第39回上越市民芸能祭
「謡曲・仕舞 。詩吟・剣舞・三曲 。日舞のつどい」

第39回上越市民芸能祭「ハワイアン・フラ、よさこいのつどい」

劇団飛行船マスクプレイミュージカル 超ミュージカル版
ケロロ軍曹コチョコチョ大作戦であります !

上越市民創作音楽劇 「くびき野の歌」

日本スキー発祥記念館

町屋交流館 高田小町
マイタウンコンサート

瓢湖あやめまつり

ふるさとだしの風まつり

水原まつり 瓢湖大花火大会
第 6回阿賀野市文化祭

平成21年度移動展覧会 「天地人と揚北」

笹神地区郷土資料館

阿賀野市吉田東伍記念博物館

燕市

糸魚川市

五泉市

上越市

阿賀野市

19市 5町 4本寸
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文化プログラム 会場地 会場地数

天領佐渡両津薪能

春日神社能舞台公演

湊いっき

うまさぎっしり旬の佐渡 食の陣
トキの森公園

佐渡西三川ゴール ドパーク

佐渡博物館

佐渡歴史伝説館

史跡 佐渡金山
両津郷土博物館

史跡 佐渡奉行所
佐渡国小木民俗博物館

海運資料館・幸丸展示館

佐渡考古資料館

佐渡植物園

赤泊郷土資料館

2009国際水彩画大会 IN NIIGATA

第15回宮柊二記念館全国短歌大会

宮柊二記念館

国重要文化財 目黒邸
スポーツ文化展示室 常設展
胎内市チューリップフェスティバル2009

日本画家「穂刈春雄」50年のあゆみ

マイタウンコンサート

第30回護摩堂山あじさいまつり

越後豪農の館 「椿寿荘」

つがわ狐の嫁入り行列

良寛記念館

佐渡市

魚沼市

南魚沼市

胎内市

弥彦村

田上町

阿賀町

出雲崎町

19市 5町 4村

第 14回越後湯沢全国童画作品展

「雪国館」湯沢町歴史民俗資料館

マイタウンコンサート

刈羽村文化祭

渡辺家宝物展

おおいしダム湖畔まつり

えちごせきかわ大したもん蛇まつり

関川村農林業まつり～アグリ フェスタ イン せきかわ～

えちごせきかわ堀と柳の秋まつり

マイタウンコンサー ト

湯沢町

津南町

メリ羽本寸

関川村

粟島浦村
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デモンストレーションとしてのスポーッ行事 会 場 地 会場地数

武術太極拳

インディアカ

ターゲット・バードゴルフ

ビリヤー ド

スポーツチャンバラ

ユニバーサルホッケー

ゲートボール

スケートボード

リズム体操

3B体操

スポレック

パワーリフティング

オリエンテーリング

ファミリー綱引き

ビーチフットボール

トランポビクス

パラ・ハンググライダー

BMX(バ イシクルモトクロス)

ミニテニス

ソフトパレーボール

グラウンド・ゴルフ

バウンドテニス

新潟市

新潟市

新潟市

新潟市

長岡市

長岡市、十日町市

1-日 町市

村上市

村上市

村上市

糸魚川市

五泉市

五泉市

上越市

上越市

上越市

上越市

L越市

阿賀野市

佐渡市

佐渡市、胎内市

聖籠町

10市 1町

18 デモンストレーションとしてのスポーツ行事
デモンストレーションとしてのスポーッ行事は、次表のとおりとし、実施については、デ
モンストレーションとしてのスポーッ行事実施基準に基づく実施要項による。

19 その他
(1)参加申込み及び宿泊申込みが、定められた締切日までに行われない場合、又は、参加負
担金が定められた締切日までに納入されない場合は、本大会への参加を認めない。

(2)その他の事項については、国民体育大会開催基準要項及び同細則による。
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1 期   日   平成21年 10月 2日 (金)か ら10月 5日 (月 )まで (4日 間〉

2 会   場   五泉市  五泉市総合会館

3 種別及び参加人員

4 競技上の規程及び方法
(1)平成21年度の働日本バドミントン協会競技規則 。公認審判員規程並びに大会運営規程に

よる。

(2)各種別とも 1複 2単による都道府県対抗 トーナメント方式とし、うち 2試合を得た方を

勝ちとし、勝敗決定後の試合は打ち切る。また、 3位決定戦を行う。

5 予選方法
ブロック大会を通過したチームが本大会に出場する。 (少年男子は全都道府県が参加)

ブロック大会区分及び選出チーム数は、下表のとおりとする。

種 別 10月 2日 (金 ) 10月 3日 ∈L) 10月 4日 (日 ) 10月 5日 (月 )

成年男子 1 回 戦 準々決勝・準決勝 3位決定戦・決勝

成年女子 1回 戦 2 回 戦 準々決勝 。準決勝 3位決定戦・決勝

少年男子 1回 戦 2回戦・ 3回戦 準々決勝・準決勝 3位決定戦・決勝

少年女子 1回 戦 準々決勝・準決勝

種 別 監  督 選  手 参加都道府県 小  計 ′ヽ
ロ

二L
ii l

成年男子 1 3 16 64

444
成年女子 3 32 128

少年男子 1 3 47 188

少年女子 1 3 16 64

プロック名 都 道 府 県 名
成年

男子

成年
女子
少年
女子

北海道 北海道

易に| 」ヒ 青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島
，

¨ 4 ，

一

関 東 茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨 ，

一

´
０

，

Ｌ

北信越 長野、富山、石川、福井
，

一

つ

¨

東 海 静岡、愛知、二重、岐阜 ，

一

千
エ
■

＾ 滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山
，

一 4
，

＾

中 国 鳥取、島根、岡山、広島、山口 つ

４
う
０

つ

一

四 国 香川、徳島、愛媛、高知 ，

Ｌ

九 州 福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 ，

一

′
０

，

一

開催地 新潟

計 16 32 16
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6 参加資格、所属都道府県及び選手の年齢基準
総則 5に定めるところによる。

7 総合成績決定方法
男女総合成績 (天皇杯得点)及び女子総合成績 (皇后杯得点)は、競技得点と参加得点の
合計とし、その得点の多い都道府県順に順位を決定する。

ただし、同点の場合は、その順位を共有し、次の順位を欠位とする。

(1)競技得点

(2)参加得点
大会 (ブロック大会を含む)に参加した都道府県に10点を与える。ただし、ブロック大
会で本大会の出場権を獲得しながら、本大会に参加しなかった場合は与えない。

8 表 彰

男女総合成績及び女子総合成績第 1位から第 8位までの都道府県に、表彰状を授与する。
男女総合成績第 1位の都道府県に、大会会長 トロフィーを授与する。

各種別の第 1位から第 8位までに賞状を授与する。

(1)

(2)

(3)

9 参加申込方法
総則 8に定めるもののほか、次による。

(1)所定の参加申込ファイルヘ必要項目を入力のうえ、所属都道府県体育協会を通じて、平
成21年 9月 1日 (火)までに回日本体育協会へ提出 (ア ップロー ド)すること。
(2)締切期限以降は参加申込ファイルの提出が受け付けられなくなるので、締切期限を厳守
すること。

13)参加申込み締切後の選手変更は、特別な事情がない限り認めない。特別な事情で選手を
交代する場合は、下記のア、イ、ウの事務局あてに文書で届け出なければならない。ただし、

監督会議開催前までとする。

ア 〒150-8050 東京都渋谷区神南 1丁目 1番 1号 岸記念体育会館内
側 日本バ ドミントン協会

TEL 03-3481-2382  FAX 03-3481-2456

新潟県新潟市中央区新光町 4番地 1

トキめき新潟国体・ トキめき新潟大会実行委員会事務局

TEL 025-280-5625  FAX 025-280-5276

新潟県五泉市旭町 7番 11号 五泉市総合会館内
トキめき新潟国体五泉市実行委員会事務局

TEL 0250-43-8400  FAX 0250-43-4190

イ 〒950-8570

なお、団日本体育協会に対しては、大会終了後、別途、所定のファイルにより提出

(ア ップロー ド)すること。

ウ
つ

一́

´
０
０
０一

０

υ
ｂ̈
Ｏ

υ
一Ｔ
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天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 競 技 得 点

子

子

子

子

男

女

男

女

年

年

年

年

成

成

少

少

子

子

女

女

年

年

成

少
各種別とも 1位24点 、 2位 21点 、 3位 18点、 4位 15点、
5位 (4チーム)各 7.5点の競技得点を与える。



10 参加上の注意
競技に際しては、上衣背面中央に縦 15cm、 横30cmの範囲内に都道府県名を明示すること。

文字は、上衣背面の都道府県名明示部分の色と明確に区別できる文字色の漢字とする。

【仰」】

30cm

新 潟 15cm

11 その他
(1)組合せ抽選会
日 時  平成21年 9月 4日 (金) 午後 1時
場 所  岸記念体育会館 会議室

〒150-8050 東京都渋谷区神南 1丁 目 1番 1号

TEL 03-3481-2382

(2)

平成21年 10月 1日 (木) 午後 3時
ガーデンホテル マリエール
〒959-1821 新潟県五泉市赤海1074番地 1

TEL 0250-42-1212  FAX 0250-43-2400

(3)

平成21年 10月 1日 (木) 午後 4時
ガーデンホテル マリエール
〒959-1821 新潟県五泉市赤海1074番地 1

TEL 0250-42-1212  FAX 0250-43-2400

(4)

平成21年 10月 5日 (月 ) 午後 1時
五泉市総合会館

〒959-1862 新潟県五泉市旭町 7番 11号

TEL 0250-42-5194   FAX 0250-43-4190

議会

時

所

判審

日

場

議会

時

所

督監

日

場

式

時

所

彰表

日

場
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表 彰 式 次 第

1 日 時  平成21年 10月 5日 (月 ) 午後 1時

2 場  所  五泉市総合会館 大ホール

3 式 次 第

順序 わヽ
うへ 第

予定
時刻

内 容

競技 (決勝戦)終了 12:00

表彰式会場ヘレイアウト変更 12:10

選手団集合・関係役員整列完 了 12:50 ※選手団招集放送 12:40

1 開式通告 13:00

2 選手団入場 13:01 ,7ヽ

「
.  

ヽ

_‐ _ヽ L

3 成績発

4 表彰 か

0 競技会会長あいさつ 13:29 競技会会長

6 歓送のことば トキめき 五泉 行委員会会長

7 国旗儀礼 ヽ
ヽ
13:35

8 大会旗・協会旗・県旗・市旗儀礼 13:38
―

´

嘔A_
9 競技会終了宣言

――――――――-7[[r――――
¬

/Z 13:40 ゝ`
1:ヽ

ヽ
10 閉式通告 ▼ 13:41 放送により通告

11 選手団退場 13:42

関係役員解散 13:47
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方
′
《送により通告

13:06 総合成績計算委員長

13:09

13:32

競技会委員長
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競 技 日 程

審 判 会 議  平成21年 10月 1日 (木) 15時 00分  ガーデンホテル マリエール
平成21年 10月 1日 (木) 16時 00分  ガーデンホテル マリエール監 督 会 議

10月 2日 (金 ) 10月 3日 ∈土) 10月 4日 (日 〉 10月 5日 (月 )

五

泉

市

総

/ヽ
ロ

Z、
7ヽ

館

少年男子 (B)
1回戦 (1～ 7)

10:00～ [7試合 ]

少年男子 (B)
2回戦 (16～ 25〉

9:00～ [10試合 ]

少年女子 (G)
準々決勝 (9～ 12)

成年男子 (M)
成年女子 (W)
少年男子 (B)

少年女子 (G〉

3位決定戦

9:30～ [4試合 ]

少年男子 (B)
1回戦 (8～ 15)

12:00～ [8試合 ]

少年男子 (B)
2回戦 (26～ 31)

少年女子 (G)
1回戦 (1～ 4)

11:00～ [10試合 ]

少年男子 (B)

準々決勝 (40～ 43)

成年女子 (W)
準々決勝 (25～ 28)

11:30～ [8試合 ]

成年女子 (W)
1回戦 (1～ 8)

14:00～ [8試合 ]

少年女子 (G)
1回戦 (5～ 8)

成年男子 (M)
1回戦 (1～ 6)

13:00～ [10試合 ]

少年女子 (G)
準決勝 (13～ 14)

成年男子 (M)
準決勝 (13～ 14)

13:30～ [4試合 ]

成年女子 (W)
1回戦 (9～ 16)

16:00～ [8試合]

成年男子 (M)
1回戦 (7～ 8)

成年女子 (W)
2回戦 (17～ 24)

15:00～ [10試合 ]

少年男子 (B)

準決勝 (44～ 45)

成年女子 (W)

準決勝 (29～ 30)

15:30～ [4試合 ]

少年男子 (B)
3回戦 (32～ 39)

17:00～ [8試合 ]

表  彰  式  平成21年 10月 5日 (月 ) 13時00分   五泉市総合会館
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＼

＼

成年男子 (M)
準々決勝 (9～ 12)

9130～ [8試合 ]

成年男子 (M)
成年女子 (W)
少年男子 (B)

少年女子 (G)
決 勝 戦

10:00～ [4試合 ]



タ イ ム テ ー ブ ル

※ Mは成年男子、Wは成年女子、 Bは少年男子、 Gは少年女子
※ 10月 2日 (金 )、 第 1試合 (少年男子・試合番号 Bl～ B7)の公式練習は、若番より
9時 50分から10分間ずつ行う。

は 3位決定戦

-42-

月  日

コート

開始時間

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

10 : 00 Bl B2 B3 B4 B5 B6 B7

12 : 00 B8 B9 B10 Bll B12 B13 B14 B15

14:00 Wl W4 VV 5 W6 W7 W8

16 : 00 W9 W10 W12 W13 W14 W15 W16

第 2日 目

10月 3日

(土 )

9 : 00 B16 B17 B18 B19 B20 B21 B22 B23 824 B25

11 : 00 B26 B28 B29 B30 B31 Gl G2 G3 G4

13 : 00 G5 G6 G7 G8 Ml M2 M3 M4 M5

15 : 00 M7 M8 VV1 7 W18 VV1 9 W20 W21 W22 W23 W24

17 : 00 B32 B33 B34 B35 B86 B37 B38 B39

9 : 30 G9 G10 Gll G12 M9 M10 Mll M12

11 : 30 B40 B42 B43 W25 VV 26 W27 W28

13 : 30 G13 G14 M13 M14

15 : 30 B44 B45 W29 W30

第 4日 目

10月 5日

(月 )

9 : 30 M15 W31 B46 G15

10 : 00 M16 W32 B47 G16

13 1 00 表  彰  式

※ は決勝戦、

番号

第 1日 目

10月 2日

〈金) W2 W3

Wll

B27

M6

第 3日 目

10月 4日

(日 )

B41



組 合 せ 表

【少年男子(B)】

都道府県名

2日 3日 4日 5日 4日 3日 2日
都道府県名

1回戦 2回戦 3回戦 準
々
決勝
準決勝 決勝 準決勝 準

々
決勝
3回戦 2回戦 1回戦

福 岡 県 1

栃 木 県 2

長 崎 県 3

二 重 県 4

鳥 取 県 5

新 潟 県 6

岐 阜 県 7

秋 田 県 8

茨 城 県 9

和歌山県 10

大 分 県 11

福 井 県 12

神奈川県 13

徳 島 県 14

佐 賀 県 15

山 梨 県 16

熊 本 県 17

愛 媛 県 18

京 都 府 19

群 馬 県 20

長 野 県 21

千 葉 県 22

福 島 県 23

24

24青 森 県

25鹿児島県

26岡 山 県

27静 岡 県

28高 知 県

29埼 玉 県

30北 海 道

31香 川 県

32岩 手 県

33沖 縄 県

34兵 庫 県

35富 山 県

36愛 知 県

37宮 崎 県

38山 形 県

39奈 良 県

40島 根 県

41大 阪 府

42東 京 都

43広 島 県

を1石 川 県

45山 口 県

46宮 城 県

47滋 賀 県

16

9:00

,‐) 00

1

8
12:00

1 0 00 32
17:00

36
17:00

17

9:00

9

12100
25

9 00

40 42
1130 30

18

9:00 26
2

l 0 00
1 1 00

33
17:00

10

12:00

3

10:00

37
17:00

47
10:00

11

12:00
27
11 00

Zレ:

15:30

45
15:30

20
9:00 28

4

10100
l 1 ()()

34
17:00

12

12:00

5

10:00

38
17:00

21

9:00

13

12:00

41

1:30

43
1 〕 30

22
9:00 30
6

10:00
1 1 00

35
17:00

14

12:00

7

10:00 3位決定戦
[

口嗣

19301

31

11 00

9

23

00

15

12:00

-43-

19

9:00

29  1
11:00

39
17:00



組 合 せ 表

【成年女子(W)】

都道府県名

2日 3日 4日 5日 4日 3日 2日
都道府県名

1[」戦 2回戦 準々
決勝
準決勝 準決勝 準

々
決勝
2回戦 1回戦

熊 本 県 1

1 9

16:001 1 ()0

北 海 道 2 18滋 賀 県
17

15:00

21

15:00

香 川 県 3 19青 森 県
2

00

大 阪 府 4 20福 岡 県
25 27

1 1 30 11:30

長 崎 県 5 21佐 賀 県
3

14;00

11

16:00

石 川 県 6 22新 潟 県
18

15:00

22

15:00

群 馬 県 7 23長 野 県
4
14:00 32

10:00

12

16:00

広 島 県 8 24大 分 県
29
15130

30
15:30

兵 庫 県 9 25鳥 取 県

1 4

5

00

13

16:00

茨 城 県 10 26山 形 県
19

15:00

23

15 ()0

富 山 県 11 27徳 島 県

1 4

6

00

14

16:00

宮 城 県 12 28千 葉 県
26
11:30

28

1 1 30

埼 玉 県 13 29栃 木 県

1 4

7

00

15

16:00

愛 知 県 14 30島 根 県
20
15:00

24
15:00

鹿児島県 15 31京 都 府
8
00

16

16:00
3位決定戦

1

同¬

19:301

岐 阜 県 16 32秋 田 県

-44-

17東 京 都

・1

10

16:00



【少年女子 (G)】

都道府県名

3日 4日 5日 4日 3日
都道府県名

1回戦 準々決勝 準決勝 決勝 準決勝 準々決勝 1回戦

富 山 県 1 9埼 玉 県
1

13:00

5

13:00
愛 知 県 2 10滋 賀 県

9

9:30
11

9:30
京 都 府 3

4

11宮 城 県
2

13:00
16

10:00

6

13:00
福 島 県 12石 川 県

13

13:30

14

13:30
岡 山 県 5 13大 分 県

3

13:00
7

15:00
北 海 道 6 14新 潟 県

10

9:30
3位決定戦 12

,‐,:3()

山 口 県 7 15香 川 県
4

13:00
15

9:30

8
15:00

熊 本 県 8 16東 京 都

都道府県名

3日 4日 511 4日 3日
都道府県名

1回戦 準々決勝 準決勝 決 l′ ) 準決勝 準々決勝 1回戦

宮 城 県 1 9大 阪 府
1

11:00
5

13:00
岡 山 県 2 10北 海 道

9

9:30

11

9:30
島 根 県 3 11徳 島 県

2

11:00
16

10:00

6

13:00
石 川 県 4 12熊 本 県

13

13:30

14

13:30
富 山 県 5 13千 葉 県

3

11:00
7

13:00
愛 知 県 6 14新 潟 県

10

9:30
3位決定戦 12

9:30
長 崎 県 7 15京 都 府

埼 玉 県 8

15

9:30

4
11:00

8
13100
16青 森 県
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組 合 せ 表

【成年男子(M)】



―バ ドミントンQ&A―

A バドミントンの誕生のもとになった羽根つき遊びは、古くから世界中で楽しまれていまし
た。近世になって、こうした遊びはバ トル ドアー・アンド・シャトルコックと呼ばれるよう

になりました。 (バ トル ドアーとはラケットのことです。)バ ドミントンの名の由来となった
ボーフォー ト公爵の居城バ ドミントン・ハウスにおいてもバ トル ドアー・アンド・シャトル

コックが盛んに行われていました。

1860年頃になって、ある玩具業者が、ラケットとシャトル、それにネットを加えてワンセッ

トにし、バ ドミントン・ハウスの名を借りて、「バ ドミントン・バ トル ドアー」と名付けて

売り出しました。この遊びの名前が省略されて「バドミントン」と呼ばれるようになったと

考えられます。

その後、イギリスの植民地などにさまざまなルールで普及していきました。そこで、ルー

ルを統一しようという動きが生まれて、1893年 にバドミントン協会が設立され、アソシエー

ション・バ ドミントンが誕生したのです。

これが今日、私たちがバ ドミントンと呼ぶところのものです。

(日 本教職員バ ドミントン連盟100問集より抜粋)

■■■■

A①

②

③

ネットを挟んでラケットで羽根 (シャトル)を打ち合うものです。コートの外に落ちた

り、コートの内や外であっても床に落ちる前に身体にシャトルがタッチすれば失点 (フォ

ルト)になります。
試合には、相対する1人が行うシングルスと2人がペアを組んで行うダブルスがあります。

ダブルスには、男性同士、女性同士でペアを組むものと、男女でペアを組むもの (ミ ッ

クスダブルス)があります。

A コルクの台に、ガチョウまたはアヒルの羽根を16枚取り付けます。重さは 5g程 しかあり
ません。

A 規定ではフレームの全長が68cm以内、幅23cm以内と決められています。重さは80～ 86gが
主流となっています。 (カーボン、チタン製など)

A 下向きに強く打つスマッシュのとき、世界の一流選手の初速は300bを超えます。その速
度は瞬間的には新幹線より速いのです。

A ラケットから離れる時の速度は速いのですが、ネットを越えてある距離になると
す。初速と終速の差が一番大きいスポーツです。

また、慣れてくると飛んでくるシャトルのコースを予測できるようになります。

-46-

減速しま

バドミントンを楽しく見るために



Q どうすれば、得点 (ポイント)になりますか ?
A 2006年 に開催されました兵庫国体までは、サービス権をもっているサイドがラリーに勝っ

た時だけ得点になりましたが、2007年の秋田国体からはサービス権の有無にかかわらず、ラ

リーに勝った時にポイントになるラ lリ ーボイント制に変わりました。

Q 試合の得点は何点で勝敗が決まるのですか ?
A 全ての種目で、 1ゲ ームは21点で行います。試合は、 3ゲームで行い、 2ゲ ームを先取し
た方が勝ちです。

しかし、スコアが20点オールになった時は、その後最初に 2点 リー ドした方が勝ちとなり

ます。ただし、スコアが29点 オールになった時は、30点 日を得た方が、そのゲームの勝者と

なります。

≪国体バ ドミントン競技について≫

Q 種別はどのようなものがありますか ?
A 成年りj14.成年女 14.少年男子・少年女子の 4種別があります。

Q 試合はどのようにして行いますか。
A 10コ ートを使って、すべて都道府県対抗の団体戦 トーナメント方式で行います。
試合は、■ダブルス

`シ
ングルス3ン ングルスの順で行い、先に 2勝 したチームが勝ちと

なります。なお、勝敗決定後のゲームは行いません。

Q 天皇杯得点・皇后杯得点は、どのようにして決まるのですか ?
A 得点には、競技得点と参加得点があります。競技得点は、各種別ともに 1位24点、2位 21点、
3位 18点、4位 15点、5位 (4チ ーム)75点です。参加得点は、大会 (ブロック大会を含む)
に参加した都道府県に10点を与えるものです。ただし、ブロック大会で本大会の出場権を獲

得しながら、本大会に参加しなかった場合には与えられません。この競技得点と参加得点の

合計が総合得点になります。

天皇杯の対象種別は、成年男子・成年女子・少年男子・少年女子で、皇后杯の対象種別は、

成年女子と少年女子です。

多
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Q 参加都道府県はどのように決めるのですか ?
A 「2009年 トキめき新潟同体」では、少年男子は47都道府県が、 |・ 年ヽ男子、成年女 予、少年女
子は全国を 9ブロックに分けて、各ブロック大会を勝ち抜いた都道府県が参加します。成年

男子と少年女子は開催県 (新潟県)を含む16チ ーム、成年女子は開催県 (新潟県)を含む32
チームの参加となります。

1チ ームは、監督 1人・選手 3人の 4人で編成します。
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都
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監

督
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子

成
年
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子

少
年
男
子

少
年
女
子

言十

|́ヒ

海
道
北 海 道 4 3 3 3 3 16

近

畿

滋 賀 県 3 3 3 3 12

京 都 府 4 3 3 3 3 16

東

」ヒ

青 森 県 3 3 3 3 12 3 3 3 3 12

岩 手 県 l

4

2

2

,

2

2

2

4

3

3 4

16

兵 庫 県 3 3 8

宮 城 県 3 3 3 3 奈 良 県 1 3 4

4

8

12

12

8

8

12

12

4

4

8

秋 田 県 3 3 8 和歌山県 1 3

山 形 県 3 3 8

中

国

鳥 取 県 2 3 3

福 島 県 3 3 8 島 根 県 3 3 3

関

東

茨 城 県 3 3 8 岡 山 県 3 3 3 3

栃 木 県 3 3 8 広 島 県 `, 3 3

群 馬 県 3 3 8 山 口 県 2 3 3

埼 玉 県 3 3 3 3 16

四

国

ノt

州

香 川 県 3 3 3 3

千 葉 県 3 3 3 12 徳 島 県 3

1

l

|,

2

3

4

3

1

||,

l

3 3 3

東 京 都 3 3 3 12 愛 媛 県 3

神奈川県 l 3 4 高 知 県 3

山 梨 県 1 3 4 福 岡 県 3 3

」ヒ

信

越

新 潟 県 4 3 3 3 3 16 佐 賀 県 3 3 8

2 3 3 長 崎 県 3 3 3 12

富 山 県 4 3 3 3 3 16 熊 本 県 3 3 3 3 16

4 3 3 3 3 16 大 分 県 3 3 3 12

福 井 県 1 4 宮 崎 県 3 4

東

海

静 岡 県 1 4 鹿児島県 3 3 8

3 4

96 141 48 444

愛 知 県 4 3 3 3 3 16 沖 縄 県

二 重 県 l 3 4

111 48

岐 阜 県 2 3 3 8
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大 阪 府

2

3

3

長 野 県 8

石 川 県

3

3

総    計

都道府県別参加人員一覧表



都道府県別出場監督・選手一覧表

成年男子

都道府県名 監督 。選手名 勤務先・学校名 備 考

北 海 道

監督  4ヽ 倉 隆 司 北海道旅客鉄道株式会社

選手  竹 村   純

選手  早 坂 幸 平

北海道旅客鉄道株式会社

北海道旅客鉄道株式会社

選手  高 島 雅 彦 日本体育大学

宮 城 県

監督  草 井   篤

選手  菊 田 健 NTT東 日本一宮城

選手  佐 藤   黎 日本体育大学

選手  木 戸 道 治

監督  橋 本 遊 二 帝京安積高等学校

選手  二 瓶   良 帝京安積高等学校

選手  橋 本 和 哉

選手  菅 澤 伸 哉 日本大学

埼 玉 県

監督  中 西 洋 介 日本ユニシス株式会社

日本ユニシス株式会社

選手  上 田 拓 馬 早稲田大学

選手  禾日 田   周 日本体育大学

東 京 都

監督  笹 林 義 春 足立区役所

選手 廣 部 好 輝 日本ユニシス株式会社

選手  岩 脇 峰 生

選手  山 田 和 司 日本ユニシス株式会社

新 潟 県

監督  大 月   実

選手  堀 りII 善 生 東日本電信電話株式会社

選手  朱   偉 倫 有限会社アイ・プランニング

選手  武 下 利 敬和学園大学

富 山 県

監督  荒 木   純 トナミ運輸株式会社

選手 平 田 典 靖 トナミ運輸株式会社

選手  橋 本 博 且 トナミ運輸株式会社

選手  古 財 和 輝 トナミ運輸株式会社

石 川 県

監督  長谷川   進 有限会社ハセガワスポーツ

選手  青 山 天 将 金沢学院大学
選手 伊 東 克 範 金沢学院大学

選手  坂 井 1子 株式会社スポーツプランニング
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株式会社NTTフ ァシリティーズ東北支店

日本体育大学

福 島 県

選手  井 上 知 也

日本ユニシス株式会社



都道府県別出場監督 。選手一覧表

成年男子

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名 備 考

岡」監督  り|1 島 株式会社ジェイテクト

選手 酒 井 宏 治

選手  有 田 裕 佑 東海興業株式会社

選手 三 浦 時 央

愛 知 県

株式会社近江兄弟社監督  酒 井 良 之

日本大学選手  早 崎 修 平

選手  西 澤   潤 早稲田大学

選手 逢 澤 宏 亮 中央大学

滋 賀 県

監督  佐々木 正 司 株式会社三菱自動車京都

選手 喜 多 勝 人 株式会社三菱自動車京都

選手 安 田 敬 之 立命館大学
京 都 府

選手  り|1 下 岡」 士 立命館大学

JFEス チール株式会社監督  藤 原 道 弘

選手 佐 イ自 浩 東日本電信電話株式会社

選手 佐 イ自 祐 行 日本大学

磨選手 渡 邊 日本大学

岡 山 県

山口県立下関南高等学校監督  河 野 強 志

選手 大 束 真 也 宇部市立常盤中学校

宇部興産株式会社選手  山 平 直 輝

宇部興産株式会社

山 口 県

選手 松 尾 光 平

株式会社タダノ監督  中 村   亨

選手 竹 り|1 慶 二 株式会社タダノ

選手  山 下 貴 士 関西学院大学

選手 三 好 耕 二 中央大学

香 川 県

監督  村 中 陽 介 YKKAP株 式会社九州事業所

YKKAP株 式会社九州事業所選手 武 山 修 三

選手  園 田 啓 悟 YKKAP株 式会社九州事業所

早稲田大学選手 嘉 村 健 士

熊 本 県

由布市役所監督  ′lヽ 俣   功

別府市消防署選手 井 上 大 輔

日田市役所選手 左 村 正 和

日本体育大学

大 分 県

選手 衛 藤 翔 平
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株式会社ジェイテクト

日本体育大学



都道府県別出場監督 。選手一覧表

成年女子

都道府県名 監督 。選手名 勤務先・学校名 備 考

北 海 道

監督  松 村 徳 市 北海道旅客鉄道株式会社

選手  工 藤 亜 紀 北海道旅客鉄道株式会社

選手  永 野 陽 子 北海道旅客鉄道株式会社

選手 幡 谷 若 奈 北翔大学

青 森 県

監督  工 藤 峰 靖 藤崎町教育委員会

選手 原   麻衣子 法政大学

選手 穴 井 友 喜 専修大学

選手  笹 間 なつき 帝京大学

宮 城 県

監督  山 並 正 人 ラケットショップ広瀬

選手  高 橋 美 紀 株式会社七十七銀行

選手  平 山   愛 株式会社七十七銀行

選手  服 部 麻 衣 株式会社七十七銀行

秋 田 県

監督  原 田 利 雄 株式会社北都銀行

選手  金 上 路 子 株式会社北都銀行

選手  三 好 奈 緒 株式会社北都銀行

選手  楠 瀬 由 佳 株式会社北都銀行

山 形 県

監督  青 柳 壮 彦 有限会社ラケットショップ

選手  鈴 木   希 明治大学

選手  鈴 木   碧 日本体育大学

選手  鈴 木 花 織 株式会社でん六

茨 城 県

監督  大 山 宏 司 日立化成工業株式会社

選手  柴 村 美 帆 株式会社常陽銀行

日立化成工業株式会社

選手  名 田 瑞 希 日立化成工業株式会社

栃 木 県

監督  笠 井 孝 之 日産自動車株式会社栃木工場

選手  石 井 那 実 青山学院大学

選手  矢 野 智恵美 法政大学

選手  小 崎 沙 織 日本女子体育大学

群 馬 県

監督  六本木   歩 県立新田暁高等学校

選手  中 原 唯 衣 青山学院大学

選手 石 り|1 育 実 明治大学

選手  宮   美紗貴 明治大学
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選手  大 飼 菜 月



都道府県別出場監督 。選手一覧表

成年女子

都道府県名 監督 。選手名 勤務先・学校名 備  考

埼 玉 県

監督  大 熊 倫 子

選手 岩 脇   史 NTT東 日本株式会社

選手  広 岡 まり香 NTT東 日本株式会社

選手 柏 原 未 久 ヨネックス株式会社

千 葉 県

監督  浜 野 男 千葉市役所

選手  皆 り|1 友 依 法政大学

選手  大日方 美弥子 NTT東 日本

選手  橋 本 由 衣 NTT東 日本

東 京 都

監督  兒 嶋   昇 株式会社エルムンド

選手 金 森 裕 子 日本ユニシス株式会社

選手 本 間 ちさと 青山学院大学

選手  北   はるな 法政大学

新 潟 県

監督  神 保 幸 夫 新潟県立長岡工業高等学校

選手 黒 り|1 真 緒 株式会社福田組

選手  小 柳 知 子 株式会社福田組

選手  音 田 亜 子 法政大学

長 野 県

監督  岩 垂   潤 塩尻西小学校

選手 谷 坂 優 花 昭和電機産業

選手 柳 澤 真 理 立命館大学

選手 ニッ柳 彩 耶 上田情報ビジネス専門学校

富 山 県

監督  安 村 康 介 トナミ運輸株式会社

選手 江 淵 愛 美 早稲田大学

選手  金 山 友 萌 筑波大学

選手 奥 井 智菜美 筑波大学

石 川 県

監督  和 田   修 医王山スポーツセンター

選手  田 井 美 幸 NTT東 日本

選手 樽 野   恵 NTT東 日本

選手 伊 東 可 奈

愛 知 県

監督  瀧 田   智 トヨタ自動車株式会社

選手 木 村 咲 絵 株式会社豊田自動織機

選手 高 井 亜季代 トヨタ自動車株式会社

選手 藤 田 理恵子 早稲田大学
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都道府県別出場監督 。選手一覧表

成年女子

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名 備 考

岐 阜 県

監督  山 田 青 子 有限会社 トリッキーバンダース

選手 後 藤   愛 NTT東 日本
選手  脇 田   侑 株式会社文漢堂

選手  江 藤 理 恵 東海学院大学

滋 賀 県

監督  羽 野 健 郎 有限会社ラケットショップイチムラ

選手 福 森 絵里菜 関西大学

選手 大 條 小真姫 早稲田大学

選手 野 田 郁 恵 関西学院大学

京 都 府

監督  橋 本 敏 信 立命館大学

選手  安 念 幸 恵 龍谷大学

選手 北 吉 穂 香 立命館大学

選手  西   友 理

大 阪 府

監督  谷 内 貴 昭 三洋電機株式会社

三洋電機株式会社

選手  今別府 香 里 三洋電機株式会社

選手  関 谷 真 由 三洋電機株式会社

兵 庫 県

監督  酒 井 将 之 三菱電機株式会社

選手  木 村 早 紀 三菱電機株式会社

選手  藤 澤 美佑紀 三菱電機株式会社

選手  中 ホ寸 紋 子 三菱電機株式会社

鳥 取 県

監督  山 本 明 良 三洋電機コンンユ~マエレクトロニクス株式会社

選手  藤 原 由 衣 三洋電機コンシューマエレクトロニクス株式会社
選手 宮 崎 優 花 三洋電機コンンユ~マエレクトロニクス株式会社
選手  地 神 加奈子 三洋電機コンシューマエレクトロニクス株式会社

島 根 県

監督  田 部 実智代 株式会社山陰合同銀行

選手  吉 岡 久美子 株式会社山陰合同銀行

選手  丸 岡 智 子 嶋本医院

選手 藤 原   綾 株式会社山陰合同銀行

広 島 県

監督  宮 本 幸 弘 広島ガス株式会社

選手  4ヽ 池 温 子 広島ガス株式会社

選手 後 藤   舞 広島ガス株式会社

選手  井 上 ま り 広島ガス株式会社
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龍谷大学

選手  森   かおり



都道府県別出場監督・選手一覧表

成年女子

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名 備 考

香 川 県

監督  谷 口 省 二 株式会社百十四銀行

選手  安 藤 朋 恵 株式会社百十四銀行

選手 松 村 咲 希 高松市立三渓小学校

選手  平 野 加奈子 筑波大学

徳 島 県

監督  吉 岡   努 大塚化学株式会社

選手  小 り|1 静 香 立命館大学

選手  大 阪 あ や 関西学院大学

選手 久次米 佐和子 神戸学院大学

福 岡 県

監督  有 田 仁 志 北九州市役所

選手  高 原 里 衣 株式会社西日本シティ銀行

選手  山 田 紘 実

選手  古 賀 さやみ 福岡大学

佐 賀 県

監督  山 下 大 介 Y・ B・ S

選手  山 田 雅 子 株式会社ベス ト電器

選手  深 ホ寸 扶美子 佐賀大学

選手 吉 田 琴 美 佐賀女子短期大学

長 崎 県

監督  西 山 勝 也 諫早商業高等学校

選手 松 尾 美穂子 長崎東高等学校

選手  白 山 愛 子 諫早市立高来西小学校

選手 古 木 春 香 日本体育大学

熊 本 県

監督  吉 富 桂 子

選手  岡   ひとみ NECセ ミコンダクターズ九州・山口株式会社

選手  横 山 めぐみ NECセ ミコンダクターズ九州・山口株式会社

選手 久 後 あすみ NECセ ミコンダクターズ九州・山口株式会社

大 分 県

監督  吉 田 信 之 昭和学園高等学校

選手  赤 尾 美 代 ヨ不ックス株式会社

選手  赤 尾 亜 希 ヨ不ックス株式会社

選手  田 本寸 千 秋 専修大学

鹿児 島県

監督  内木場   裕 財団法人かごしま産業支援センター

選手  草ノ瀬 郁 美 グッドウエーブ

選手  り|1 原 裕美子 鹿児島大学

選手 米 森 友 美 同志社大学
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NECセ ミコンダクターズ九州・山口株式会社



都道府県別出場監督・選手一覧表

少年男子

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名 備 考

北 海 道

監督  井 口 司 札幌第一高等学校

選手  尾 野 拓 郎 札幌第一高等学校

選手  佐久間 浩 平 札幌第一高等学校

選手  島 谷 航 平 旭川実業高等学校

青 森 県

監督  戸 祭   潤 青森山田高等学校

選手 櫻 庭 弘 貴 青森山田高等学校

青森山田高等学校

選 手 三 上 昂 紀 青森山田高等学校

岩 手 県

監督  菊 地   亨 前沢高等学校

選手  外 り|1 真 樹 前沢高等学校

選手  玉 山   駿 前沢高等学校

選手 藤 谷 誠 仁 前沢高等学校

宮 城 県

監督  佐 藤 道 明 宮城県工業高等学校

選手  宍 戸 亮 太 宮城県工業高等学校

選手  平 山 泰 揮 宮城県工業高等学校

選手  佐久間 紀 良 宮城県角田高等学校

秋 田 県

監督  松 田 清 孝 秋田県立秋田工業高等学校

選手  千 葉 隆 太 秋田県立秋田工業高等学校

選手  信 太 智 裕 秋田県立秋田工業高等学校

選手  甲 谷   望 秋田県立秋田高等学校

山 形 県

監督  遠 藤 保 樹 鶴岡シルバー人材センター

選手  三 浦 貴 大 山形県立鶴岡工業高等学校

山形県立山形南高等学校

選手  菊 地 瞭 良 山形県立長井工業高等学校

福 島 県

監督  本 多 裕 樹 富岡高等学校

選手 大 森 康 平 富岡高等学校

選手  吉 田 佑 平 富岡高等学校

選手  小 森 洋 佑 富岡高等学校

茨 城 県

監督  小野満   哲 著漢学園高等学校

選手  児 島 雄二郎 者漢学園高等学校

選手  岡 部 祐 太 右深学園高等学校

選手  永 原 稔 之 右漢学園高等学校
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選手 常 陰 愁 平

選手  大 山 琢 也



都道府県別出場監督・選手一覧表

少年男子

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名 備 考

栃 木 県

監督  福 田 啓 作新学院高等学校

選手  小 林   拓 作新学院高等学校

選手 飯 村 優詞郎 作新学院高等学校

選手 佐 藤 尚 紀 作新学院高等学校

群 馬 県

監督  今 井 勇 司 群馬県立伊勢崎清明高等学校

選手 丸 尾 亮太郎 群馬県立伊勢崎清明高等学校

選手  中 村 太 郎 群馬県立伊勢崎清明高等学校

選手  小 林 和 樹 太田市立商業高等学校

埼 玉 県

監督  大 屋 貴 司

選手  星 野 翔 平 埼玉栄高等学校

選手  小 林   晃 埼玉栄高等学校

選手  長谷川 達 也 埼 l(栄高等学校

千 葉 県

監督  堀   大 孝 中央学院高等学校

選手 浦 井 唯 行 西武台千葉高等学校

選手 高 島 祥 太 中央学院高等学校

選手 村 井 里 樹 中央学院高等学校

東 京 都

監督  小 林 重 徳 関東第一高等学校

選手  間 瀬 俊 介 関東第一高等学校

選手  高 岡 透 平 関東第一高等学校

関東第一高等学校

神奈 川県

監督  杉 本 和 也 法政大学第二高等学校

選手 西 村 有 貴 法政大学第二高等学校

選手  谷 澤 巧 也 法政大学第二高等学校

選手  山 本 翔 太 川崎市立川崎総合科学高等学校

山 梨 県

監督  柿 崎 孝 央 甲府湯田高等学校

選手 丸 山   修 甲府湯田高等学校

選手  カロ 藤 夕 弥 甲府湯田高等学校

選手  山 村 宗 汰 甲府湯田高等学校

新 潟 県

監督  山 縣 泰 弘 北越高等学校

選手  米 田 健 司 北越高等学校

選手 伊 藤 朋 大 北越高等学校

選手 本 田 尚 人 新潟第一高等学校
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埼玉栄高等学校

選手  鄭   圭 介



都道府県別出場監督 。選手一覧表

少年男子

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名 備 考

長 野 県

監督  藤 巻   克 大町北高等学校

選手  奥 原 大 生 大町高等学校

選手  .藤 巻 嵩 寛 大町北高等学校

選手 遠 山 貴 士 大町高等学校

富 山 県

監督  中 田 真 琴 高岡第一高等学校

選手 谷 村   学 高岡第一高等学校

高岡第一高等学校

選手  村 上 慎 道 高岡第一高等学校

石 力1 県

金沢市立工業高等学校

選手 吉 森   司 金沢市立工業高等学校

選手  南   淳 也 金沢市立工業高等学校

選手 荒 木 隆 宏 金沢市立工業高等学校

福 井 県

監督  木戸口 7E 福井県立勝山高等学校

選 手 橋 言吉 将 英 福井県立金津高等学校

選手  島 田   賢 福井県立勝山高等学校

選手  鈴 木 大 貴 福井県立勝山高等学校

静 岡 県

監督  岩 沢   猛 静岡県立伊東高等学校

選 手 米 山 修 平 静岡県立富士高等学校

選手  中 野 裕 太 学校法人静岡理工科大学星陵高等学校

選手 岩 城   潤 静岡県立伊東高等学校

愛 知 県

監督  野 瀬 泰 弘

選手 藤 田 康 史 岡崎城西高等学校

選手 浅 井 豪 太 岡崎城西高等学校

選手  林   昂 宏 岡崎城西高等学校

三 重 県

監督  柘 植 也 二重県立伊勢工業高等学校

選手 池 山 功

選手 松 本 憲 人 二重県立伊勢工業高等学校
選手 東   優 貴 二重県立伊勢工業高等学校

岐 阜 県

監督  三 浦 公 雄 JAぎふ

選 手 荒 り|1 勇 太 県立岐阜工業高等学校

選手  田 口 正 英 県立斐太高等学校

月選 手 lll苛 徹 県立岐阜商業高等学校

-57-

選手  山 口 容 正

監督  水 内   浩

岡崎城西高等学校

二重県立久居高等学校



都道府県別出場監督・選手一覧表

少年男子

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名 備 考

滋 賀 県

監督  藤 上 良 信 比叡山高等学校

選手  平 井 優 也 比叡山高等学校

選手  中 村 亮 太 比叡山高等学校

選手 三 浦   昂 比叡山高等学校

京 都 府

監督  高 宮 明 福 京都両洋高等学校

選手 松 下 昇 平 京都両洋高等学校

選手  矢 持   涼 京都府立桂高等学校

選手  山 本 翔 太 京都両洋高等学校

大 阪 府

監督  有 田 圭 東大阪大学柏原高等学校

選手 東 野 圭 悟 東大阪大学柏原高等学校

東大阪大学柏原高等学校選手  大 滝 直 人

選手 佐 藤 康 志 東大阪大学柏原高等学校

兵 庫 県

監督  友 金 幸 雄 神戸村野工業高等学校

選手  鈴 木 雄一朗 神戸村野工業高等学校

選手 井 将 人 神戸村野工業高等学校

選手 植 田 将 成 神戸村野工業高等学校

奈 良 県

監督 久 本 拓 哉 添上高等学校

選手 河 野   豊 添上高等学校

選手  土 井 1[,
′ン
｀ 添上高等学校

監督  山 本 慎 二 和歌山県立伊都高等学校

選手  山 東 俊 介 和歌山県立那賀高等学校

選 手 尾 方 裕 樹 和歌山県立那賀高等学校

選手 神 平 憲 司 和歌山県立向陽高等学校

鳥 取 県

監督  辻 中 孝 彦 鳥取県立鳥取工業高等学校

選手  磯 江   周 鳥取県立鳥取工業高等学校

選手 清 水 優 貴 鳥取県立鳥取工業高等学校

選手  青 木   洋 鳥取県立鳥取工業高等学校

島 根 県

監督  古 賀 圭 二 ラケットショップ・けいすぼ

選手 福 原 忠 宣 島根県立松江北高等学校

選手  山 崎 大 嗣

選手  山 本 健 二 島根県立大東高等学校
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選手 松 岡 弘 樹 添上高等学校

和 歌 山県

島根県立大東高等学校



都道府県別出場監督・選手一覧表

少年男子

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名 備 考

監督  松 り|1 大 記 岡山県立水島工業高等学校

選手  逢 澤 良 亮 岡山県立水島工業高等学校

選手  奥 本 大 吾
岡 山 県

選手  渡 邊 尊 之 岡山県立水島工業高等学校

監督  相 良 展 広 広島城北高等学校

選手  大 馬 貴 明 広島城北高等学校

選手 植 田 真 生 福山市立福山高等学校
広 島 県

選手  白 り|1   誠 広島城北高等学校

監督  松 原 康 則 山口県立柳井商工高等学校

選手  青 見   領 山口県立柳井商工高等学校

選手  田 村   翼 山口県立柳井商工高等学校
山 口 県

選手 保 木 紳 吾 山口県立柳井商工高等学校

監督  林   義 隆 高松第一高等学校

選手  北 谷 祐 太 英明高等学校

選手  木 村 健太朗 高松第一高等学校
香 り|1 県

浩選手  口1 中 高松第一高等学校

監督  福 家 秋 男 株式会社アスティス

選手  東 田 直 樹 徳島県立徳島科学技術高等学校
選手 庄 野 正 博 徳島県立徳島商業高等学校

徳 島 県

選手  齋 藤 裕 進 徳島県立徳島商業高等学校
監督  徳 永   督 新田高等学校
選手  金 森 優 太 新田高等学校

選手  新 居 克 哉 新田高等学校
愛 媛 県

選手  渡 部 克 栄 新田高等学校
監督 小 賀 元 裕 高知県立高知海洋高等学校

選手  柿 本 純 平 土佐塾高等学校
選手  岡 本 貴 文 土佐塾高等学校

高 知 県

選手  山 下 皓 之 高知県立岡豊高等学校
監督  成 富 勝 彦 自由ヶ丘高等学校

選手 松 本   岡1 九州国際大学付属高等学校 男子部
選手  北 原 光次郎 自由ヶ丘高等学校

福 岡 県

選手  り|1 上   甚 自由ヶ丘高等学校
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岡山県立水島工業高等学校



都道府県別出場監督・選手一覧表

少年男子

都道府県名 監督・選手名 勤務先・学校名 備 考

佐 賀 県

監督  森 田 広 貴 B.S.M

選手  諸 熊 円」 明 佐賀県立唐津南高等学校

選手  有 冨 直 人 佐賀県立唐津南高等学校

選手  大 槻 政 貴 佐賀県立唐津南高等学校

長 崎 県

監督  林   貴 昭 西陵高等学校

選手  山 田   斉 瑣浦高等学校

選手 丸 山 海 斗 瑣浦高等学校

選手  山 口 凌 司 西陵高等学校

熊 本 県

監督  権 藤 浩 二 県立八代東高等学校

選手  嘉 村 昌 俊 県立八代東高等学校

選手 坂 中 賢 太 県立八代東高等学校

選手  平 山 涼 介 県立八代東高等学校

大 分 県

監督  升 巴 正 博 大分西高等学校

選手  甲 斐   光 大分西高等学校

選手  関   智 裕 大分西高等学校

選手  今 泉 裕 仁 大分西高等学校

宮 崎 県

監督  山 内   勉 西都商業高等学校

選手  渡 邊 達 哉 日章学園高等学校

選手 定 宗 隆一郎 日章学園高等学校

選手  橋 口 浩 典 日章学園高等学校

鹿 児島県

監督  草 道 拓 郎 鹿児島商業高等学校

選手  下 田 祥 平 鹿児島商業高等学校

選手 満 園 智 彬 鹿児島商業高等学校

選手  高 山   皓 鹿児島高等学校

沖 縄 県

監督  赤 嶺   靖 沖縄県立沖縄水産高等学校

選手 奥 本 克 真 沖縄県立沖縄水産高等学校

選手  金 城 智 大 沖縄県立沖縄水産高等学校

選手 新 垣 秀 治 沖縄県立沖縄水産高等学校
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都道府県別出場監督・選手一覧表

少年女子

監督・選手名 勤務先・学校名 備 考

北 海 道

監督  横 山   匠 札幌静修高等学校

選手  坂 本 唯 香 札幌静修高等学校

選手  堀 田 彩 美 旭川実業高等学校

選手 佐々木 希 笑 札幌静修高等学校

青 森 県

監督  藤 田 真 人 青森山田高等学校

選手  佐 藤   楓 青森山田高等学校

選手  田 中 志 穂 青森山田高等学校

選手  市 丸 美 里 青森山田高等学校

宮 城 県

監督  田 所 光 男 聖ウルスラ学院英智高等学校

選手  松 友 美佐紀 聖ウルスラ学院英智高等学校

選手  亀 田   楓 聖ウルスラ学院英智高等学校

選手  伊 藤 美 沙 聖ウルスラ学院英智高等学校

埼 玉 県

監督  カロ 藤   勝 埼玉栄高等学校

選手  藤 井 珠 生 埼玉栄高等学校

選手  山 田 真 央 埼玉栄高等学校

選手  中 村 梨 沙 埼玉栄高等学校

千 葉 県

監督  高 瀬 秀 雄 西武台千葉高等学校

選手 柳   麻 美 西武台千葉高等学校

選手  栗 原 明日香 西武台千葉高等学校

選手  高 瀬 秀 穂 西武台千葉高等学校

新 潟 県

監督  吉 田 亜土夢 新潟青陵高等学校
選手  関 り|1 容 子 力7,月 1午 |;た 1中i γi:・子1交

選手  大 湊   望 新法11:「 ||を 1曹iヽ 1・ :′ :1交

選手 本寸 山 果 帆 新潟青陵高等学校

富 山 県

監督  麦 谷 正 二 高岡西高等学校
選手  古 西 佳那子 高岡西高等学校
選手  高 橋 沙也加 高岡西高等学校
選手  中 尾 佳 淑 富山商業高等学校

石 り|1県

監督  車   浩 明 金沢向陽高等学校
選手  三 谷 美菜津 金沢向陽高等学校
選手  平 野 華 梨 金沢向陽高等学校
選手 三 納 英莉佳 金沢向陽高等学校
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都道府県名



都道府県別出場監督 。選手一覧表

少年女子

都道府県名 監督 。選手名 勤務先・学校名 備 考

愛 知 県

監督  下 込 貞 司 岡崎城西高等学校

選手 新 玉 美 郷 名古屋経済大学市郵高等学校

選手  峰   歩 美 岡崎城西高等学校

選手  興 猶 くるみ 岡崎城西高等学校

京 都 府

監督  山 本 裕 幸 京都府立乙訓高等学校

選手  高 橋 真 理 京都西山高等学校

選手 松 本   茜 京都西山高等学校

選手  中 り|1 穂 波 京都府立西乙訓高等学校

大 阪 府

監督  木 村   寛 樟蔭東高等学校

選手 福 万 尚 子 樟蔭東高等学校

選手  阪 口 智 郁 樟蔭東高等学校

選手 牧 野 美 咲 四天王寺高等学校

島 根 県

監督  足 立 弘 健 島根県立松江商業高等学校

松徳学院高等学校

選手 奥 村 綾 香 松徳学院高等学校

選手  濱 崎 真 衣 松徳学院高等学校

岡 山 県

監督  尾 崎 勝 久

選手 伊 丹 美佐子 岡山県立倉敷中央高等学校

選手  角 田 佳 穂 岡山私立山陽女子高等学校

選手  小宮山   和 岡山県立倉敷中央高等学校

徳 島 県

監督  杉 内 邦 弘 NTT西 日本

選手 水 口 愛 梨 徳島県立城東高等学校

選手 若 田 美 沙 徳島県立城東高等学校

選手 宮 崎 友 望 徳島県立城東高等学校

長 崎 県

監督  渕 上 竹 見 長崎市教育委員会

選手  吉 村 裕 那 長崎女子高等学校

選手  4ヽ 森 愛 美 長崎女子高等学校

選手  田 上 菜美子 長崎女子高等学校

熊 本 県

監督  井 オ寸 勝 英 八代白百合学園高等学校

選手  青 柳 佐 紀 八代白百合学園高等学校

選手  山 下 杏 利

選手  永 田 奈智加
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選手  山 本 ゆかり

岡山県立倉敷中央高等学校

熊本中央高等学校

八代白百合学園高等学校



天皇杯対象種別 皇后杯対象種別 競 技 得 点

子

子

子

子

男

女

男

女

年

年

年

年

成

成

少

少

子

子

女

女

年

年

成

少

各種別とも 1位 24点 、 2位 21点 、 3位 18点、 4位 15点、
5位 (4チーム)各 7.5点の競技得点を与える。

競 技 成 績 決 定 方 法

男女総合成績 (天皇杯得点)及び女子総合成績 (皇后杯得点)は、競技得点と参加得点の合
計とし、その得点の多い都道府県順に順位を決定する。

ただし、同点の場合は、その順位を共有し、次の順位を欠位とする。

1 競技得点

2 参加得点
大会 (ブロック大会を含む。)に参加した都道府県に10点を与える。
ただし、プロック大会で本大会の出場権を獲得しながら、本大会に参加しなかった場合は

与えない。
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総合成績 (天皇杯・皇后杯)一覧表

少年男子 少年女子 男女総合成績 (天皇杯 ) 女子総合成績 (皇后杯 )成年男 F 成年女子

競

技

得

点

参

加

得

点

合

　

　

計

総

合

順

位

競

技

得

点

参

加

得

点

合

　

　

計

総

合

順

位

備
　
　
考

都道府県名

競

技

得

点

順

　

　

位

競

技

得

点

順

　

　

位

競

技

得

点

順

　

　

位

競
技

得
点

順

　

　

位

北海道

青 森
岩 手
宮 城
秋 田
I11 り形

福 島
茨 城
栃 木

10 群 馬
11 埼  玉
12 千 葉
13 東 京
神奈川14

山 梨
16 新 潟
17 長 野
富 山18

19 石  川
福 井20

21 静 岡
22 愛 知
23 「

「

24 岐 阜
25 滋 賀
京 都26

27 大 阪
28 兵 庫
29 奈 良
30 和歌山

31 鳥 取
32 島 根
33 岡  山
34 広 島
山 口35

36 香 川
徳 島37

38 愛 媛
39 高 知
福 岡

41 佐 賀
長 崎42

43 熊  本
大 分44

45 宮 崎
鹿児島

47 沖 縄

■■■■
|■‖■ l

■■■■■■
■■■■■■

一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
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過 去 の 成 績 一 覧 表

第 4回 昭和24年 東京都 YMCA(個 人戦オープン)

第 5回 昭和25年 愛知県 白鴎小学校・東桜小学校 (総合優勝 神奈川県)

第 6回 昭和26年 広島県 広大東雲分校・同大附属小学校 (総合優勝 愛知県)

順  位
千1「 号lj

1位 2位 3 位

一般男子 単 東 京 広 田 敏 秀 北海道  佐 藤   保 東 京  藤 井 光 男

一般男子 複 東 只

岡

相

浮

万

神奈川

馬
」 =

佐 藤   保
北海道

村 上 三 郎

一般女子 単 神奈川  吉 田 とよ子 愛 知  吉 沢 千 里 神奈川  遠 藤 文 子

一般女子 複
」ビ

遠

田 とよ子
神奈川

藤 文 子

小 林 歌 子
神奈川

中 村 多 喜

吉 沢

後 藤

千 里

範 子
愛 知

種  別
l位 2 位 3 位

一般男子 東  京

広
藤
4ヽ

山

田 敏 秀
井 光 男
宮 淳 宏
田 康 久

神奈川

岡   淳 一
相 馬 万 吉
大 谷 直 次
松 本 武 道

北海道

佐 藤   保
村 上 二 郎
葛 西 英 俊
若 林   守

‐般女子 神奈川

」r

返

小
‐
夕
~L

l‖

藤
林
川

とよ子
文 子
歌 子
とみ子

愛 知
水 谷 鈴 子
堀 江 綾 子
保 田 久 子
伊与田 照 子

北海道

伊 藤 絹 代
安 藤   栄
佐 賀 信 子
片 岡 京 子

高校男子 北海道

石 田   裕
神 山 周 二

大 塚 健 一
島 中 貞 夫

愛 知
石 り|1 光 男
渡 辺 成 雄
大 竹 健 司
野 口   勇

神奈川

岡   道 明
村 松 弘 喬
江 井   実
藤 井 昂 一

順  位
千1[ 別

1位 2位 3 位

一般男子 束 只

広 田 敏 秀

岡   道 明
山 田 康 久

岐  阜
玉 越 忠 治

大 竹 健 司

下 野 和 彦

愛  知
藤 井 光 男

渡 辺 成 雄

蟹   和 男

一般女子 愛 知
堀 江 綾 子

保 田 久 子

伊与田 照 子
石  川

登

貝 原
高 田

悦 子
まさえ

八重子

北海道

伊 藤 絹 代

片 岡 京 子

栗 原 澄 子

高校男子

服 部 興 治

野 口   勇
立 松 健 市

愛  知 石  川
東   正 直
西   貞 夫
諸 江 秀 一
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広 田 敏 秀

藤 井 光 男

位

後 藤 裕八郎
岐 阜  林   金太郎

田 中 正 則



第 7回  昭和27年  宮城県 東北大学体育館 (総合優勝 神奈川県)

第 8回 昭和28年 香川県 善通寺体育館 (総合優勝 神奈川県)

第 9回 昭和29年 北海道 札幌市(総合優勝 愛知県)

順  位 1位 2 位 3 位

一般男子 神奈川

格 分~田
聡
明岡

‐
昂
率重

震 秀 雄

北海道

石 田   裕
神 山 周 二

葛 西 英 俊
野 坂 豊三郎

東  京

江 井   実
小 宮 章 敬
山 崎   茂
佐 藤 芳 朗

一般女子 石  川

貝 原
登
高 田
岩 倉

まさえ
悦 子
八重子
衣 絵

東 京

田 中
中 谷
佐之瀬
小野寺

知江子
成 子
教 子
京 子

愛  知

堀 江
保 田
伊与田
水 野

綾 子
久 子
照 子
美根子

|:ヽ 1交ソj∫ 4 東  京

望 月 文 雄
倉 田 一 彦
力 石   潔
鈴 木 隆 治

神奈川

新 倉 利 男
関 根 秀 司
内 藤 広 明
伏 島 光 則

石  川

諸 江 秀 一

井 上 晴 夫
山 本 圭 三
上 田   稔

高校女子 兵 庫

広 瀬
西 尾
小笠原

関

延 子
貞 子
美津子
一 子

山  形

佐 藤
五十嵐
斎 藤
佐 藤

照 子
弘 子
久美子
明

神奈川

大 り|1 良 子
竜 野 美代子
藤 田 光 子
中 島   緑

順  位
種 りll

1位 2 位 3位

一般男子 神奈川

広

佐
川

杉

田 敏 秀
治   豊
崎 順 久
田   博

東 京

藤
諸
本日

萩

井
江
川

原

光 男
秀 一
十一郎
誠

岐 阜

大 竹 健 司
松 岡 龍 三
丹 波 哲 昭
林   金太郎

一般女子 神奈川

,塁

′
Jヽ

■二
カL

小

藤
林
川
野

文 子
歌 子
とみ子
智 子

北海道

岡 元 弘 子
梅 津 貴久江
阿 部 悦 子
荒 井 重 子

石  川

貝 原
i望
■ど

島 谷
町 駒

まさえ
悦 子
須磨子
ヤス子

高校男子 北海道

片 石
加 藤
長谷川
井 桁

兼 敏
正 則
龍 男
啓 充

石  川

江 尻
辻
半田外
岡 崎

桂 三
貞 三
喜 男
健 一

神奈川

越 川
花 岡
折 井
内 藤

1文

禾Il

弘

ll“

り、
r,

IIサ
|

宮  城

西 堀 富美子
谷 津 京 子
佐 藤 範 子
松 本 幸 子

香  川
大 西 誉 子

秋 山 武 子

真 鍋 寿 子

神奈川

大 川
藤 田
竜 野
波多野

良 子
光 子
美代子
澄 子

順  位 1位 2位 3位

一般男子

治

司

三

忠

健

龍

越

竹

岡

玉

大

松

岐 阜

勇

治

夫

興

貞

口

部

熊

野

服

稲

愛  知

正

一　
男久

友

亥

水

谷

木

清

釣

荒

富  山

一般女子

西

佐

谷

宮 城
子

子

子

美富

範

京

堀

藤

津

原

谷

登

貝

澁

石  川

悦 子
まさえ

信

子

子

子

久

照

綾

田

田

江

与

保

伊

堀

愛  知

高校男子

建

正

昭

砿

雅

場

友

藤

豊

御

伊

愛  知

彦

三

昇

嘉

桂

村

尻

谷

西

江

島

石  川

沢

内

辺

一豆

宮

伊

渡

神奈川

一
宏

潔

健

高校女子

子

子

子

信

桂

亨

田

藤

形

武

伊

尾

福 島

美

子

子

嘉

文

基

森

野

宅

大

友

三

岡  山

沢

室

竹

大

大

大

節 子
久美子

泰 子
愛  知
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第10回 昭和30年 神奈川県 神奈川県体育館・鶴見女高校体育館(総合優勝 神奈川県)

第11回  昭和31年 兵庫県 神戸YMCA・ 生田中学校 (総合優勝 岡山県)

第12回  昭和32年 静岡県 富士市体育館・富士高講堂 (総合優勝 神奈川県)

順  位 1位 2位 3位

一般男子 神奈川

広 田 敏 秀

杉 田   博
岡   道 明

大 竹 健 司

松 岡 龍 三

酒 井   弘
富  山

釣 谷
‐  +
方L 4｀

高 木

友 一
亥久男

満

一般女子 福  島
武 田 信 子

伊 藤 桂 子
神奈川

■」刀■

4ヽ

大

川

林

川

とみ子

歌 子
良 子

北海道

梅 津 貴久江
阿 部 悦 子

下 山 重 子

東 京
永 井
北 島
小野岡

栄 一
克 英
順 一

石  川
」ヒ :方

関

米 谷

匡

功

外喜彦

山  形

生 田 仁 紀

板 垣 隆 房

羽 角   至

高校女子 lEl tlt
友 野 文 子

権 田 節 子
三 宅 基 子

宮  城
佐々木

三 津
菅 井

功 子
節

静 子
香 川

永 田 豊 子

藤 田 純 代

藤 村 怜 子

川貢 位
「11 別

1位 2 位 3 位

一般男子 神奈川

杉 田   博
佐 藤 芳 朗

佐 藤 昌 久

大  阪
上 田 益 弘

増 木 節 男

武 村 俊 平
岡  山

毛 利 清 志
前 田 俊 一

石 原 利 道

一般女子 官 城
西 堀
小野寺

佐 藤

冨美子

静 江
範 子

岡  山
友 野 文 子

権 田 節 子

光 本 政 子

兵 庫
西 尾 貞 子

加 藤 洋 子

金 森 奎 子

高校男子 神奈川

小 宮 好 雄

中 村   智
齊 藤 裕 之

北海道

四ツ柳

小田桐

岩 本

邦 夫
正 徳
=嘔  ~

山 形
板 垣 隆 房

山 岸 重 孝

鑓 水 勝 志

高校女子 香  川
横 井 キヌエ
井 上 桂 子

山 下 衣 子

岡  山
小 林 桂 子

戸 田 寿 子

根 岸   純
宮 城

三 浦
沼 倉
三 浦

節

英 子
与志子

種  別 1位 2 位 3位

一般男子 神奈川

佐 藤 芳 朗

杉 田   博
新 倉 和 男

東 泉

望 月 文 雄

力 石   潔
鈴 木 峻 三

北海道

島 中 貞 夫

星 野 嘉 雄

神 山 周 二

一般女子

横 井 キヌエ
井 上 桂 子

山 下 衣 子

岡  山
権

光

小

田 節 子
本 政 子
林 桂 子

神奈川

■_
ノヽ

イヽ

石

川

林

川

良 子
歌 子
英 子

高校男子 神奈川

小 宮 好 雄

中 村   智
鈴 木 敏 勝

石  川
酒 井 明 夫

村 田 和 男

堀   知 章
島 根

平 野   隆
森 脇 英 裕

富 田   豊

高校女子

田

山

宮

島

下

川

外茂子

久 子
ツヤ子

香  川 静  岡
掛 橋 良 子

西 村 弘 子

佐 野 禎 子

石  川
有 田
長 田
松 田

順 子
悠喜子

富美子
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香  川



種  別
1位 2位 3 位

一般男子 東  京

昨
河

越

花

石

川

岡

兼 敏
啓

牧 夫
神奈川

杉 田   博
佐 藤 芳 朗

佐 藤 昌 久

大  阪
高 谷 芳 弘

上 田 益 弘

松 王 清 志

一般女子 香 川
横 井
山 下
田 島

キヌエ

久 子
外茂子

神奈川

′j、

大

林

川

見

歌 子
良 子
文 子

岡  山
権

光

小

田 節 子
本 政 子
林 桂 子

|lli l交 リリ∫
‐́
山  形

金

板

4ヽ

森 義 弘
垣 義 憲
林   賢

東 只

鈴 木 幸 春

宮 永 武 司

貝 戸   肇
奈  良

森   晃 一
榎   高 嗣
中 り|1 安 正

高校女子 香 川
藤 本
有 木
,百  ―キ
,コ  え,

文 子
とみ子

和 子
富  山

高 島 洋 子

中 島 玲 子

栂野尾 桂 子
石  川

山

川

竹

崎

多

紀久子

節 子
光 子

第13回 昭和33年 富山県 高岡女子高校体育館・南星中学校体育館(総合優勝 東京都)

第14回 昭和34年 東京都 足立区体育館 (総合優勝 神奈川県)

第15回  昭和35年 熊本県 菊池市体育館 (総合優勝 富山県)

位

種 別
1位 2 位 3位

神奈川
佐 藤 芳 朗
佐 藤 昌 久
関 日   潔

石  川
新
酒

本寸

田 正 治
井 明 夫
田 和 男

大  阪
松
′j、
′」ヽ

王 清 志
松 康 博
松   貢

一般女子 神奈川
大 り|1 良 子
二 見 文 子
椎 野 みや子

香  川
横 井
山 下
宮 川

キヌエ
久 子
ツヤ子

富  山
大 坪 愛 子
高 島 洋 子
中 島 玲 子

数tlリサ1・
杉 田   博
山 本   剛
石 塚 義 治

大  阪
佐 藤 茂 雄
宝 来 敏 夫
北 野 敬四郎

東 京
平
市
柳

田

川

田

登志郎
和 司
直 規

高校男子 宮 城
渡 部 紘 一

後 藤 忠 広
甲 斐 昭 宏

北海道 神奈川
山

岡
′
Jヽ

本 洋 彦
崎 恵 三
坂 拓 充

高校女子 香 川
藤 本
有 木
福 本

文 子
とみ子
和 子

静  岡
伊 沢 利 子
志 ホ寸 セツ子
石 原 待 子

富  山
栂野尾

橘
酒 井

桂 子
美智子
美智子

種  別
1 イ11 2位 3位

一般男子 東 京
永 井 栄 一

北 島 克 英
貝 戸   肇

神奈川
佐 藤 芳 朗
遠 藤 啓 治
砥 石   勤

富  山
荒 木 亥久男
扇 沢 三 徳

大 野 幸 雄

一般女子 富  山
高 島 洋 子
中 島 玲 子
栂野尾 桂 子

秋  田 里
堺 手
~

翁II落 孝静  岡
野 村
伊 沢
志 村

志津江
利 子
セツ子

教 itソリ14 石  川
」ヒ 1方
河原山
茂 藤

匡
晴 夫
寛
神奈川

杉 田
山 本
石 塚 義

博
岡」
シヽ
{「1

秋 田
宮 越 竜 三

脇 坂 安 隆
鈴 木 裕 司

高校男子 神奈川
岡 崎
小 坂
長谷川

恵 三
拓 充
敏 彦

山  形
佐 藤 勝 彦
出 沢 勇 男
高 橋 清 一

新  潟
阿 部   字
笠 原   淳
伊 藤 洋 祐

高校女子
橘
酒 井
平 田

美智子
美智子
敦 子

富 山 香 川
横 井 文 子

林   信 子
森   久 子

高 橋 奉 子
石 沢 七 子
長 崎 文 子

秋 田
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一般男子

神奈川

彦

晃
聡

康

将
瀬
中
木

龍
竹

梅



第16回 昭和36年 秋田県 象潟町中学校体育館 (総合優勝 秋田県)

第17回 昭和37年 岡山県 県立倉敷青陵高校体育館 (総合優勝 東京都、富山県)

第18回 昭和38年 山口県 下関市体育館 (総合優勝 新潟県)

順  位
fiI: 別

1位 2 位 3位

一般男子 東 京
片 石 兼 敏
永 井 栄 一

星 野 忠 男
神奈川

佐 藤 芳 朗
岡 崎 恵 三

遠 藤 啓 治

山  形
板 垣 隆 房
出 沢 勇 男
北 村   任

一般女子 富  山
栂野尾
橘
酒 井

桂 子
美智子
美智子

秋  田
木 村 政 子
横 山 満 子
高 橋 奉 子

香 川
宮 り|| ツヤ子
福 本 和 子
横 井 文 子

教員男子 石  川
」ヒ 方
河原山
江 尻

匡
晴 夫
桂 三

神奈川
杉 田
岡 田
秋 山

博
敬二郎
捷 彦

秋  田
脇 坂 安 隆
鈴 木 裕 司
高 橋 弘 喜

高校男子 新  潟
大 竹 紘 一

安 沢 武 司
星 野 義 昭

北海道
中 村 富 光
松 浦   潔
松 本 直 治

山 梨
平
秋
早

田
山

川

勲
真 男
博

高校女子 山 形
佐 藤
小笠原
矢 口

弘 子
詔 子
淳 子

静 岡
高 木 紀 子
天 野 博 江
影 山 昭 子

秋  田
伊 藤
横 山
大 門

美津子
綾 子
モモ子

種  別
1位 2 位 3 位

一般男子 東  京
星
乍
=
井

野
田

Fヨ

忠 男
豊

鎮 雄
神奈川

遠 藤 啓 治
鈴 木 敏 勝
岡 崎 恵 三

愛 知
」ヒ 島
小 宮
長谷川

克 英
好 雄
陽 一

一般女子 香 川
福 本 和 子
横 井 文 子
森   久 子

富 山
橘
酒 井
栂野尾

美智子
美智子
桂 子

秋  田
木 村 政 子
横 山 満 子
高 橋 奉 子

教員男子 石  川
ゴヒ :方
河原山
江 尻

匡
晴 夫
桂 三

神奈川
杉 田   博
秋 山 捷 彦
岡 田 敬二郎

秋  田
脇 坂 安 隆
鈴 木 裕 司
真 崎 俊 光

高校男子 新  潟
本
■生
刀■

阿

田

川

野

務
治 男
善 紀

束 ふ

西 野 一 征
須 田 孝 夫
関   一 誠

青 森
奥 谷 国 昭
長谷力I   勇
三 上 義 明

高校女子 富  山
橘   妙 子
室 崎 光 子
河 村 和 子

秋  田
大 塚 ト シ
大 門 サヨ子
間 瀬 幸 子

高 塚 淳 子
重 政 百 代
七 村 泰 子

種  別 1位 2 位 3位

一般男子 愛 知
小 宮 好 雄
板 垣 善 憲
稲 熊 文 隆

東 只

井 門 鎮 雄
宮 永 武 司
堺   栄 一

島 根
星 野 忠 男
富 田   豊
山 崎 春 茂

一般女子 秋  田
横 山 満 子
高 橋 奉 子
長 崎 文 子

香  川
田 島 外茂子
横 井 文 子
森   久 子

富  山
栂野尾
酒 井
室 崎

桂 子
美智子
光 子

教員男子 石  川
」ヒ 方
河原山
江 尻

匡
晴 夫
桂 三

神奈川
杉 田   博
岡 田 敬二郎
秋 山 捷 彦

大  阪
大世古
北 野
片 岡

吉 弘
敬四郎
輝 明

高校男子 新 潟
星 野 義 夫
裏 田 光 男
樋 ロ ー 春

東 只

関   一 誠
中 村   安
古 屋 和 正

北海道
福 島 智 徳
林     守
久保田 和 男

高校女子
沢 和 子
本 昭 子
出 千代子

栃  木
日1
松
小

新  潟
後 藤 和 子
茂 沢 純 子
竹 内 泰 子

高 森 幸 子
高 田 裕 子
村 田 泰 子

北海道
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岡  山



第19回 昭和39年 新潟県 県立三条高校体育館 (総合優勝 新潟県 )

第20回  昭和40年 岐阜県 富田学園体育館 (総合優勝 岐阜県)

第21回  昭和41年 大分県 日田林工高校体育館 (総合優勝 新潟県)

位

りll
1 位 3 位

一般男子

雄
憲
昭

好
善
隆

宮
垣
后

小
板
岩

愛  知
一
司

一

栄
武
栄

井
永

永
宮
堺

東 京
治
男
力

正
和

田
田
下

新
村
松

石  川

一般女子

横

田
森

香 川
井

島
子
子
子

茂
文
外
久

子
子
子

満
奉
文

山
橋
崎

横
高

長
秋  田

子
江
子

紀
博

蛍

木
野
后

高

天
岩

岐 阜

教 :tソjr
一
司
夫

紘
　
俊

部
井
藤

渡
永
佐

新  潟
1ヒ  :方
河原山
江 尻

石  川
匡
夫

三

晴
桂

田

田

山

杉
岡
秋

神奈川

博
郎
彦
三敬
捷

高校男子

浩
夫
毅

正
和

木

田
山

鈴
神
片

新  潟
夫
修

一

芳
　
年

本
壁

森
橋
真

′
４ 良

正
博
弘

野
野
林

立
盛
高

富 山
昭
之

則

高校女子

植

大
武

栃 木
木

島

田

子

ヨ
枝

カタ

コ
初

内
本

野

竹

石
高

新 潟
泰 子
恵美子
八重子

佐々木

中 川
加賀谷

秋  田
ミ
子

子

枝

ミ

フ
美

ユ

順  位
fl「 別

1位 2 位

一般男子 愛  知
小 宮
板 垣
長谷川

好 雄
善 憲
敏 彦

東 京
堺   栄 一
宮 永 武 司
田 上 十 六

香  川
東 条 義 昭
山 日 立 朗
牟 ネL   顕

一般女子 岐  阜
高 木 紀 子
天 野 博 江
高 田 康 子

香  川
横

森
カロ

井 文 子
久 子

藤 和 子
新  潟

後 藤 和 子
石 崎 妙 子
竹 内 泰 子

教員男子 石  川
河原山
北 方
村 西

晴 夫
匡 北海道

杉 田 茂
笹 森
中 嶋 弘

良
岡」
志
岡  山

毛 利 清 志
~ 

歩・     畦
二  七    曖

柳 本 尭 敏

11,,卜交りjr 富  山
栂野尾 昌 一
寺 前 信 之
中 坪 邦 雄

岐 阜
堀
杉 山
尾 関

幸 矩
修

美智則
奈 良

真 壁 年 一

河 村 憲 一
滝 野 公 一

高校女子 大  阪
近 藤 光 枝
才 脇 妙 子
池 田 栄 子

岐  阜
F■
手
■̀日

川

橋 葉 子
葉 良 子
本 美代子

栃  木
上 野
石 崎
吉 田

明 美
喜代子
サ ト子

順  位
不|「 別

1位 2位 3位

一般男子 愛  知
長谷川 敏 彦
板 垣 善 憲
安 沢 武 司

山 梨
岡 崎 恵 三

秋 山 真 男
三 上   勇

大  分
宮 永 武 司
田 中 大 也

春 武 俊 一

一般女子 岐 阜
高 木 紀 子
天 野 博 江
高 田 康 子

新 潟
後 藤 和 子
石 崎 妙 子
加 藤   操

秋  田
横 山
高 橋
加賀谷

満 子
奉 子
ユミ子

教員男子 北海道
杉 田 茂 良
安 達 憔 彦
上 山 功 夫

石  川
河原山 晴 夫
北 方   匡
原   栄 一

岡  山
三 宅   勝
毛 利 清 志
柳 本 尭 敏

高校男子

本 間 順 次
向 憫   旦

奥 田 良 秋
新  潟

我 妻
市 川
寒河江

虫|`

イ1 1

千11
官 城

西
西
4ヽ

辻 和 一
崎 健 弘
田 忠 庸

香  川

高校女子
小 山
遠 藤
伊 藤

登茂子
幹 子
シゲ子

山 形 新 潟
本 間 恵美子
日 下 悦 子
高 坂   薫

湯 木 博 江
浦 口 恵 子
佐 藤 民 子

岡  山
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2 位

位ら
、）



第22回  昭和42年 埼玉県 越ヶ谷市立体育館 (総合優勝 香川県)

第23回  昭和43年 福井県 県立勝山合同体育館 (総合優勝 岐阜県)

第24回  昭和44年 長崎県 諫早市体育館、県立諌早高校体育館 (総合優勝 新潟県)

種  別
1位 2 位

一般男子 愛  知
板
安
′」ヽ

垣 善 憲
沢 武 司
林 一 宏

神奈川
小 島 一 平
山 本 洋 彦
遠 藤 啓 治

東  京
堺   栄 一
田 上 十 六

本 橋 平 八

一般女子
有 木 とみ子
横 井 文 子
山 本 真 江

新  潟
五十嵐 明 美
後 藤 和 子
加 藤   操

岐 阜
高 木 紀 子
天 野 博 江
虫 賀 雅 子

教員男子 富  山
清 水 芳 隆
正 木 史 郎
松 山 信 之

北海道
杉 田 茂 良
安 達 憔 彦
上 山 功 夫

官 城
加 茂 和 夫
渡 部 紘 一

菊 地   功

高校男子 富  山
米
松
谷

田

島

口

滝
小

葛

野 公 一
林 正 昭
輸 博 一

宮  城
門 間 幹 夫
山 田 哲 夫
木 戸 純 一

高校女子 新 潟
本目  沢
金 子
高 坂

香 川
4ヽ 片 千恵子
竹 森 経 子
山 下 清 美

栃 木
田 仲
枝
印 波

美津江
加代子
和 子

順  位
種 り|」

1位 2 位 3位

一般男子

三
男
登

恵
真

崎
山
中

岡
秋

田
山 梨

平

一
人

一
悠
直

島

良

辺

小
吉
渡

神奈川
一
征
誠

栄

一
一

野
堺
西
関

一泉東

一般女子

高

天
安

岐 阜
木

野
藤

子

江
子美

紀
博
久

橋

野
仲

高

水

田
東  京

とも子
小夜子
美津江

嵐

藤
林

十五
後

小

美

子
子

明

和

邦
新 潟

教員男子

治
参
身

直

勇
健

藤
原

南

工
芦

匡

一
一栄

方

西

北
村
原

石  川
志
勝
敏

清
　
尭

利
宅
本

毛
三
柳

岡  山

高校男子

博

治
茂

敏

正

上
島

目

二
草

布
富 山

男

男

臣

好

光
政

藤
所

藤

遠

田
伊

山  形
昇
宏
男

路
守

田
藤
立

岩
後
足

岐 阜

高校女子
山
山
崎

平
柴
高

大  阪
泰 子
きよ子
弘 子

宮
福
赤

香  川
子

子

子ろ

泰

幸

ひ

武
本

沢

川
中
竹

堀
竹
大

栄美子
礼 子
由里子

新 潟

1位 2 位 3位

一般男子 山 梨
窪 田 恵 三
秋 山 真 男
野 田 秀 応

神奈川
小 島 一 平
渡 辺 直 人
坂 本 聖 二

堺   栄 一
西 野 一 征
関   一 誠

一般女子 岐 阜
高 木 紀 子
天 野 博 江
高 橋 千代美

東  京
高 橋
田 仲
水 野

とも子
美津江
小夜子

京  都
永 井 かおり
山 下 三枝子
岡 崎 繁 子

教員男子 熊  本
西 田 壽 明
工 藤 勇 参
芦 原 健 身

岡  山
毛 利 清 志
三 宅   勝
柳 本 尭 敏

石  川
北 方   匡
原   栄 一
村 西   一

高校男子 新  潟
本
′j、

九

間   享
泉   司
原 正 敏

群  馬
内 田
桐 生
渡 辺

通 夫
台次郎
稔
奈  良

菅 原 弘 貴
岡 田 昇 久
山 本 繁 幸

高校女子
柴 山 きよ子
高 崎 弘 子
大 場 照 美

大  阪 岐 阜
及 り|1 恵 子
脇 田 和 子
紅 谷 島 子

望 月
石 崎
阿久津

しずか
茂 子
まさ子

栃 木

-71-

位 3 位

香  川

実
保
寛
奈  良

子

子
薫

チ
和
マ
美

本ヒ
じ
い

台
ボ

立

ヽ

ィ

　

ヽ
母ヽ別ヽ

ヽ＼
種

東  京



第25回  昭和45年 岩手県 釜石製鉄所健康保険組合体育館 (総合優勝 岩手県)

第26回  昭和46年 和歌山県 湯浅中学校、耐久高校体育館 (総合優勝 新潟県 )

第27回  昭和47年 太陽国体 鹿児島県 南高校体育館 (総合優勝 東京都)

順  位
号ll

，
Ｌ

1 位`, 3位

一般男子

三
男
応

恵
真
秀

田
山

田

窪
秋

野
山 梨

池 田
栂野尾
鈴 木

孝

一
二

信
昌
健

東 京
平
人

二

一
直
聖

島

辺
本

小
渡
坂

神奈川

一般女子

中

沢
藤

竹

相

後
新  潟

子

子

子
チ

悦

マ
和

木

野
原

∴
，，，
Ｉ
ｒ
栞

子
江
子士

紀
博
富

岐  阜
本
崎

月

松

石
望

栃  木
昭 子
喜代子
しずか

教員男子

木
木

沢

々

々

佐
佐
永

岩  手
彦
邦
和

士
夫
彦

匡

一
之

栄
忠

方
　
本

北
原
松

石  川
明
参
身

壽
勇
健

田
藤
原

西

工
芦

高校男子 1勾

川

巽

竹
西

奈 良
司
真

美

康
　
繁

治
治
吾

欽

勇
信

谷
村
山

銭
竹

青
石  川

夫

壮
雄

信
　
士
口

橋
藤

藤

高
佐

佐
岩 手

高校女子

尾
本
本

西
秋
秋

大  阪
真理子
八代美
幸 子

枝

子
江

敏
幸
静

林
井

田

小
藤
池

栃  木
美
美

子

秀
清
静

東
　
所

川
森

田
香 川

順  位
種

"|」

l イ|こ `, 位 3位

一般男子 神奈川
渡 辺
小 島
宮 川

直 人
一 平
秀 樹

山 梨
窪 田 恵 三

秋 山 真 男
事 ~て _ 構
‐  l   `唯

岐 阜
森   芳 夫
河 田   満
安 藤 義 治

一般女子 新  潟

0△   +

"口

  4｀

後 藤
本 間

明 美
和 子
恵美子

神奈川
杉 田 良 子
味 蓼 とも子
秋 山 陽 子

北海道
田

品
′ヽ
7

オ寸
野
川

静 子
美千子
喜佐子

教員男子 滋  賀
久保田 良 昌
藤 原 健 二

藤 上 良 信
和歌山

森     隆
中 西 詳 味
佐 藤 光 伸

熊 本
本 郷 節 生
南   直 治
工 藤 勇 参

高校男子 新  潟
土 田 征 雄
鈴 木   裕
佐 野 直 行

和歌山
山 本 茂 樹
倉 内   徹
岡   忠 成

奈  良
西 り|1 繁 美
佐 野   弘
中 井 基 夫

高校女子 大  阪
西 尾
秋 本
秋 本

真理子
八代美
幸 子

福  島
千 葉 陽 子
宮 内 すみ子
木 村 瑞 江

岡  山
林
平 田
三 宅

寿美子
喜久江
一 美

順  位
種  別

1位 2位 3 位

一般男子 神奈川

′」ヽ
渡
官

島
辺
川

‐ 平
直 人
秀 樹

東  京
鈴 木
池 田
栂野尾

健 二
′   ■レ
l F1 2子
口   _
F

山 梨
窪 田 恵 三

秋 山 真 男

岩 下 一 雄

一般女子 東 京
湯 木 博 江
竹 中 悦 子
石 崎 茂 子

愛 知
橋 本 香 代
池 田 静 江
富 居 康 子

香 川
′j、
′」ヽ
森

片 千恵子
西 幸 代
清 美

教員男子 和歌山
森
中
Fヨ

隆
西 詳 味
間 幹 夫

栃 木
別 井
斉 藤
森 田

晃
倍
昇
石  川

1ヒ  :方

原
長谷川

匡
栄 一
進

高校男子 奈  良
中 井 基 夫

南 田 義 正

辻   敏 弘
石  川

原   敏 夫
||1 下 敏 行
谷 島 助 男

古 西   悟
角 田   勝
後 藤 純 一

高校女子

秋 本 幸 子
高 田 幹 子
徳 田 敦 子

大 阪 山  形
矢 口 洋 子
本 間 浩 子
今 田 真知子

山 田
平 野
,頼 野

尚 子
美千代
清 美

千 葉
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本“
く
ム
日
＾

岐 阜



百
只

種
1位 位

つ

¨ 3 位

一般男子

島

川
井

小
官
笠

神奈川

誠

一
孝

一
昌
信

尾

田

子
―
ｍ
，

関
栂
池

一示東

次
保
寛

頃間
島

口

本

松

谷
愛  知

一般女子

江
子
子
チ

博

マ
悦

木

沢
中

湯
相

竹
東 京

美
美
生

清
秀
弥

東

尾

森

川
長

香 川
江
子
子

博
功
悦

野
沢
野レしＬル

天
広

日
岐  阜

教員男子

英
信

二

良
良
健

上
上
原

藤
藤
藤

滋  賀
一
進
修

栄
川

田

谷

原

長

和

一
コ７
●

司
三
夫

昌
和

井
山
藤

永
高
斉

山 形

高校男子

美
之
雄

正
博
治

―
コ

”
Ч

西
梶

上
富  山

繁
光

之

芳
弘

田
部
嵐４
‐

寺
矢

五

,7,
■■

昭
三
夫

文
恵
利

田
重
内

池
松

坪
良奈

高校女子

子

子

子美

幹

敦
恵

田
田
野

高

徳
植

大 阪
子
代

美
千

尚
美

清

田
野
野

山

平
瀬

千 葉
子

子
子

工
礼
友

田
水
原

堀
清

福
山 形

第28回  昭和48年 若潮国体 千葉県 県立茂原高校体育館 (総合優勝 東京都)

第29回  昭和491年1 水と緑のまごころ国体 茨城県 石岡小学校体育館、石岡三高校体育館 (総合優勝 東京都)

第30回  日召和50年  たくましくあすをひらこう みえ国体 二重県 県立松阪高校体育館(総合優勝 石川県)

順 イ14
種 りll

1位 2 位 3位

一般男子 東 京
池 田 信 孝
栂野尾 昌 一
今 井 茂 満

神奈川
小

官
を生

巨

“川

井

一 平
秀 樹
教 行

愛 知
松 島   保
本 間 順 次
谷 口  寛

一般女子 東 京
石 崎
今 田
柴 山

茂 子
員知子
きよ子

香  川
田
山

川

所 静 子
口 豊 子
東 秀 美

北海道
日日  本寸
高 野
藤 島

静 子
美千子
百 子

教員男子 和歌山
Fヨ

武
森

||||

サ1泰

幹 夫
略  士
にli  ′O.ヽ

隆

石  川
原
長谷川
高 来

栄 一
進

秀 夫
茨  城

佐 藤
関 本
大 川

禾」 日召
昌 和
健太郎

高校男子 山 形
米 山 孝 二

中 島 俊 彦
加 藤 信 之

奈 良

塚
′」ヽ

本寸

本 良 一
倉 久 和
田 信 博

,・,‐

ヽ■ 井

長谷川 博 幸
諏 訪 芳 博
中 本寸 幸 平

高校女子 新  潟
関 根
大 塚
佐 藤

和  子
ソノエ

由喜子

香  川
牛 田
片 山
渡 辺

真由美
千英子
幸 子

大  阪
植 野
石 川
ヨヒ  ホ寸

恵美子
好 子
寿弥子

位
百

ｘ

口
″種

1位 位
つ

¨

一
■

０
０

成
年
男
子

ル
又

平
樹
行

一
秀
教

島
川
井

小
宮
笠

神奈川
孝

一
治

信

昌
欽

田
尾
谷
野

池

栂
銭

一示東

之
勉

男

博
　
和

村
泉

沢

河
今
米

富  山

教  員
一
進
修

栄
川

田

谷

原

長

和

一
コ７
●

司
夫
郎次

勇
俊
台

井
　
生

今

関
桐

群
一
一
治

紘
純
良

部

戸
岩

渡
木

白
宮  城

成年女子

恵

加

子よ

博

美

き

本

田
山

湯
池
柴

一示

美

子

子

秀

静
豊

東
所

口

川

田
山

香 川
子
美
子

雅
明
敦

田
田
原

石
三
藤

岡  山

少年男子

浩
夫

司

伸
章

裕

岡

田
島

吉

冨

田
良奈

吉

人
志

庄
直
宏

森

井
本

宮

酒
坂

石  川
孝
隆
夫

光
　
隆

川
沢
戸

橘
沼
宍

城宮

少年女子
子
子
子

美
弥
恵
寿
好

野
村

川

★
日
一
レ
し

一
コ

エ
引
¨
■
“
〓
／
●

大  阪
美
子
花

′
ヽ

ユ
し

ヽ
　
ｎ
ロ

一マン
Ｌｖ
を
バ

ロ
野
崎

谷
槙

野

■

μ

子
子
保

代加
茂

美

川
谷
崎

前
渋

金
香  川
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平
樹
行

一
秀
教



第31回  昭和51年  若楠国体 佐賀県 県立牛津高校体育館、町立牛津中学校体育館 (総合優勝 石川県)

第32回  昭和52年  あすなろ国体 青森県 浪岡町民体育館 (総合優勝 青森県 )

第33回  昭和53年 やまびこ国体 長野県 塩尻市立体育館 (総合優勝 熊本県)

種  別
1位 2 位

成
年
男
子

11 神奈川
イヽ
宮
ん■
二五

島
川

井

一 平
秀 樹
教 行

富  山
今 泉   勉
河 村 博 之
米 沢 和 男

石  川
相 川
米
堂谷内

進
正 隆
均

教  員 石  川
原
長谷川

和 田

栄 一
進
修
群  馬

関   俊 夫
今 井 勇 司
桐 生 台次郎

和歌山
門 間 幹 夫
武 藤 隆 志
山 本 茂 樹

成年女子 東 京
湯 木 博 恵
石 崎 茂 子
今 田 員知子

香 川
石 原 英 子
田 所 静 子
牛 田 真由美

大  阪
西 尾
´ト
T

秋 本

真理子
美津代
幸 子

少年男子 石  川
重 山 成 生
森 田   均
坂 本 昌 嗣

滋  賀
北 橋   進
西 山 博 司
西 堀   武

香 川
平 野 勝 彦
上 原   明
本 田 敬 二

少年女子 大  阪
石 川
平
河 村

好 子
久美子
茂 美

新  潟
青 木 恵 子
藤 井 良 子
佐 藤 友 子

東 京
徳 永 順 子
松 枝 睦 子
永 野 ふみ子

位
り
″

1位 ，
“

，

¨ 3位

成
年
男
子

般

雄
孝
雄

幹
佳
証

崎
野
田

尾
飯
土

埼 玉
田
尾
谷
野

池

栂
銭

―
‐
‥

――

飲

孝

一
治

東 工示

平
行
弘

一
教
敏

島

井
小
笠
辻

神奈川

教  員 川

田

谷

原

長

舛

一
コ７
■

一
進
光

栄
　
吉

司
夫
郎次

勇
恒
台

井
原
生

今

栗
桐

群  馬
夫
樹
和

幹
茂

正

間
本
山

門
山
米

和歌山

成年女子

恵
加

子

博

美
茂

木

田
田

湯
池

池
東 京

子
代

子

理
津
真
美
幸

尾
　
本

西
谷
秋

大  阪
原
所

田
香 川

子

子
美由

英
静
真

石

田
牛

少年男子

司
司
樹

博

忠
和

山
部

田

西
矢

山
滋  賀

永
明
忠

光
俊

田
郷
根

角
久

関
栃  木

一
悦

二

勇
誠
俊

藤
美
内

丹
楠
島

青 森

少年女子

平

河
原

大  阪
子
美

子

美久
茂
恵

村

ロ

理
香
枝

由
圭
史

田
村

田

浜

田
寺

高  知
西
下

沼
青 森

子
子
代

々

明
奈
端

葛

山

柳

順  位
村! 別

1位 2位 3 位

成
年
田
フフ

子

般 千 葉
田 所 光 男
大 場 和 博
西 村 龍 夫

新  潟
棒     勇
鈴 木   裕
丸 山 法 男

石  川
相 川
米
堂谷内

進
正 隆
均

教 員 石  川
長谷川

舛 田
和 田

進
吉 光
修
群  馬

今 井 勇 司
栗 原 恒 夫
岩 崎 盛 和

熊 本
工 藤 勇 参
稲 津   悟
田 中 芳 文

成年女子 大  阪
谷
秋 本
東海林

美津代
幸 子
文 子

福  岡
桶 本 百合子
丸 山 富 江
山 口 峰 子

栃 木
沼 能
日 山
日向野

久 子
裕 子
藤 枝

少年男子 熊  本
本 石 俊 憲
権 藤 浩 二

井 上 哲 章
山 形

桜 井
五十嵐

須 貝

雅 人
正 弘
英 徳

滋  賀
保 科 正 浩
横 田 悟 司
川 嶋 栄 司

少年女子

月 岡 広 美
中 沢 一 枝
斎 藤 優 子

新 潟 栃 木
上 野 加代子
高 田 康 子

海 賀 里 美

′ヽ
ロ

原
」ヒ

川 裕 子
口 恵 子
田 スミ子

大  阪

-74-

3 位



種  別
1位 2 位 位０

、υ

成
年
男
子

般

男
博

之

光
和
富

所
場
本

田
大
織

千  葉
平
清

明

一
　

敏

島
橋

小
高
菅

男
男
敏

好
敏

正

藤
村
原

遠
木
久

北海道

教  員
川

田

田

谷長

和

舛

一
コ
７

●

進
修

光士
ロ

司
夫
博

勇
恒
智

井
原
木

今

栗
鏑

群 馬

二
信

之

健
良
重

原
上
坂

藤
藤
脇

滋  賀

成年女子

山
野
蔦
向
日
日
大

栃  木
裕
藤
和

子
枝
代

林
西

日

海東
葛
原

大  阪
文
明
恵

子
子
子

井

田
川

香 川
子
子
子

代
　
代

佐
高

加

平
山
前

少年男子
二
介
章

浩
英
哲

藤
上
上

権

村
井

本●く育
ハ

浩
太
史

佳
　
佳

野
西

田

岡
小
竹

香 川
浩

正
志

良

　
正

場

口
島
野

馬

小
大

栃  木

少年女子

田

田

田

北
植

冨

阪大
子
子
代

ミ
出

千

ス
ロ
美

雌̈

“産
膏
田

子

子
子

り

直

え
栄

井

藤

岡

添
峯

内

本しく台尺

代

子
子美

安

和
貴

川
高

陣

第34回  昭和54年 日本のふるさと宮崎国体 宮崎西都市民体育館 (総合優勝 熊本県)

第35回  昭和55年 栃の葉国体 栃木県 真岡市総合体育館 (総合優勝 富山県)

第36回  昭和56年 びわこ国体 滋賀県 大津市皇子が丘公園体育館(総合優勝 滋賀県)

順  位
種 別

1位 2 位 3位

成年男子 富  山
今 泉   勉
米   正 隆
二 上 敏 博

石  川
長谷川   進
舛 田 吉 光

堂谷内   均
神奈川

小 島 一 平

池 田 隆 治

菅   敏 明

成年女子 東 ふ

黎瞥

"m
渡 辺
高 岸

洋 護
多喜子

陽 子
滋 賀

谷   美津代
若 村 弥 生
阪 口 典 子

愛 知
小 松
渡 辺
柳 田

澄 子
喜 美
智佳子

少年男子 滋  賀
山 本 裕 幸

竹 端 英 夫

松 浦 進 二

栃 木
大 島 正 志

大 堀   円
戸 村 正 樹

熊 本
井 上 哲 章

伊 東 幸 男

福 田 和 幸

少年女子 熊  本
高 峯
陣 内
森 山

和 子
貴美子

弘 美
大  阪

松 田 全 代

新 木 千 織

尾 崎 升 美

新 潟
野 上
山 内
山 田

満 子
美 子
登美子

1位 2位 3位

成年男子

今 泉   勉
米   正 隆
林   カロ 永

青 森
佐 藤 光 仲

須 藤   茂
村 元 英 美

群 馬
今 井 勇 司

秋 庭 克 行

鏑 木 智 博

成年女子 東 只

湯 木 博 恵

高 岸 陽 子

月 岡 広 美

滋 賀
谷

西 村
磯 野

美津代

美千代

恵理子

大  阪
河 村
¶フ
¬
~

葛 西

茂 美
久美子

明 子

少年男子 滋  賀
松 浦 進 二

片 岡   泰
辻 田 泰 昌

山 梨 石  川

少年女子

陣 内 貴美子
高 峯 尚 子

森 山 弘 美

熊 本 香 川
山 内 佳 子

佃   貴 子
永 井 明 美

山 内
石 崎
本 田

美 子
咲知子

佳代子

新 潟
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神奈川

新 潟

」
と

　

ヽ

″
に

　

ヽ

貢

＼

川

‐ヽ
ヽ
別
ヽ
ヽヽ

種

富  山

二

次

二

修

健

康

野松

宮

宮

仁

博

啓

義

　

照

田

松

本

羽

村

宮



第37回  昭和57年  くにびき国体 島根県 大東町立体育館 (総合優勝 滋賀県)

第38回  昭和58年 あかぎ国体 群馬県 桐生市民体育館 (総合優勝 群馬県)

第39回 昭和59年 わかくさ国体 奈良県 田原本町中央体育館 (総合優勝 大阪府)

順  位
種 別

1位 2 位 3 位

成年男子 群  馬
今 井 勇 司

鏑 木 智 博

秋 庭 克 行

富  山
今 泉   勉
米 沢 和 男

米   正 隆
北海道

遠 藤 好 男

米 山 孝 二

千 葉 昌 弘

成年女子 '可高
′j、

本 小 織
田 幹 子
寺 裕 美

大  阪 '可

 ホ寸

平

国 奥

茂 美
久美子

美智子

静 岡
山

川

原

本 美津子
島 直 子
田 純 子

少年男子 滋 賀
西 り|1   勉
辻 田 泰 昌
レ ‐ 士 国
彩 ′ 4｀  口  :″

石  川
山 尾 克 則

岡 島 浩 一

羽 田 憲 治

埼 玉
長 内
新 井
大 割

征 美
利 幸
誠一郎

少年女子

松 田 太嘉子
石 井 香 澄

鴻 原 春 美

大  阪
森 山 弘 美

高 峯 尚 子

青 木 きよみ
熊  本

沢 真奈美
崎 仁 子
貫 早 苗

栃 木 岡

小

順  位
種 別

1位 3 位

成年男子 群  馬
今 井 勇 司

栗 原 恒 夫

鏑 木 智 博

新  潟
鈴 木   裕
山 下 圭 一

飯 塚 芳 英

静  岡
後 藤 和 之

飯 野 佳 孝

井 出 裕 雄

成年女子 岡  山
河 本
高 田
中 原

小

幹

裕

織

子
ヨ生
ブく

静 岡
川 島
白 松
原 田

直 子
千加子

純 子
東  京

枝   美代子
月 岡 広 美

高 峯 尚 子

少年男子 熊  本
川 本 英 明
林   謙 一
二 次 英 昭

兵  庫
佐 藤   浩
松 本 泰 典

村 山 喜 洋

奈 良

見 市
小野満

村 山

昌 弘
哲

友 二

少年女子 大  阪
鴻 原 春 美

新 木 貴 子

宮 崎 正 美

熊  本

_L ホ寸

平 井
青 木

美 香
真由美

きよみ

新 潟
原 田
本 田
川野名

真理恵

みどり

智 美

順  位
種 号|」

1位 2 位 3 位

成年男子 熊 本
工 士 恭 司

江 藤 正 治

権 藤 浩 二

群  馬
今 井 勇 司

栗 原 恒 夫

鏑 木 智 博

奈 良

辻   敏 弘
中 井 基 夫

吉 岡 伸 浩

成年女子 大 阪
葛 西
星

平 山

明 子
和 枝
美恵子

石  川
伊
′」ヽ

′jヽ

東 ひとみ
野 順 子
路 和 代

東 京
枝

森 山
三 田

美代子

弘 美
知佳子

少年男子 滋 賀
江 藤 裕 樹

中 り|1   健
中 り|1   康

富 山
平 井 保 光

中 嶋 正 男
室 田 繁 行

埼 玉
松 元 功 一

生井沢 勝 美
石 橋   隆

少年女子

新 木 貴 子

今 村   薫
山 田 陽 子

大  阪 新  潟

井 郁 子
池 由扶子
戸 香 織

若

小

青

徳 光
谷 地
西 田

由美子

春 子
美知子

青 森

-76-

岡  山

2 位



種  別
1位 3 位

成年男子 熊 本
工 士 恭 司

権 藤 浩 二

堺   圭 一
群  馬

今 井 勇 司

栗 原 恒 夫

竹 内 康 夫

愛  知
坂 本 宏 志

古 賀 勝 志

坂 井 外喜男

成年女子 新  潟
月 岡 広 美

野 上 満 子

山 内 美 子

大  阪
高 峯
星

平 山

和  子

和 枝
美恵子

山  形

東海林

佐 藤
田 口

文 子
栄美子

真由美

少年男子 埼  玉
生井沢

菊 地
石 橋

勝 美
修

隆

石  川
気 谷 篤 人

山 本 明 彦

中 り|1   守
熊 本

少年女子

田 島
田 代
松 尾

新 潟
小 池 由扶子
青 戸 香 織

棒   匡 子
青 森

横 手 智江美
平 間 由 紀
乳 井 智 秋

第40回 昭和60年 わかとり国体 鳥取県 県立由良育英高校体育館(総合優勝 熊本県)

第41回 昭和61年 かいじ国体 山梨県 勝沼町民体育館 (総合優勝 山梨県)

第42回 昭和62年 海邦国体 沖縄県 糸満市西崎総合体育館 (総合優勝 熊本県)

種  別
1位 2 位 位０

、υ

成年男子

幸

二

次

裕

修

健

本

野

山

松

宮

山 梨

夫

嗣

浩

一
尚

正

下

田

科

森

谷

保

大  阪

司

二

一

恭

浩

圭

士

藤

工

権

堺

本し
ヽ
台
バ

成年女子

美

子

子

広

満

美

岡

上

内

月

野

山

新  潟

今

大

田

富  山
子

美

子

理真

鶴

和

川

谷

向

子

代

和

幹

英

田

口

藤

高

野

清

山 梨

少年男子

猛

幸

昭

宏

秀

住

野

山

久

畑

本

能
ヽ
本

史

努

寿

高

　

延

田

石

佐

内

輿

岩

山  梨

樹

成

高

直

芳

夢

田

田

木

吉

越

城

富 山

少年女子

村

島

庭

,F
■」 岡

美

美

美

士富

由

由

田

田

間

松

毛

渡

＾
Ｈ
〔

尾

利

辺

美

秋

子美

知

千

喜

本

元

田

水

秋

太

清

埼 玉
緒

子

子

佐

　

紀

美

悦

由

種  別
1位 2位 3位

成年男子 岐 阜
蘭   禾日 真
木 内 広 史

横 尾 宣 幸

群  馬
栗 原 恒 夫

竹 内 康 夫

片 桐 哲 也

熊 本
工 士 恭 司

権 藤 浩 二

堺   圭 一

成年女子 富  山
今 川
大 谷
伏 喜

真理子

鶴 美
由美子

愛  知
宮 本 美津子
大 屋 幸 恵

松 本 清 美

石  川
彼

′
1ヽ

水

島 佳 子
路 和 代
本 幸 代

少年男子 滋  賀
鈴 木
平 井
小河原

草麻生

肇
着手

熊 本
本 山 秀 昭

高 本寸 誠 也
廣 龍 宗 美

埼 玉
関 根 英 勝

石 井   隆
鈴 木 秀 二

少年女子

中 原 敬 子

甲 斐 美 和

宮 村 愛 子
熊 本 大  阪

南 里
岩 田
水 井

高 子
良 子
妃佐子

棒   匡 子
高 橋 朱 美

加 賀 ゆかり
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2位

彦

祐

久

和

徳

義

ヒ
】
工可
トト

「
「
大
■　
‐２

浜

中

小

乃

世

美

智

志

美

知

本ム
ロ
＾

位

位

新 潟



||III 位

別
1位 2位 3 位

成年男子 神奈川

長谷川 博 幸
石 場 隆 雄

細 谷   昇
京  都

村 尾   勉
山 本 裕 幸

杉 本 吉 男

群  馬
鏑 木 智 博

竹 内 康 夫

片 桐 哲 也

成年女子 富 山
今 川
大 谷
伏 喜

真理子

鶴 美
由美子

大  阪

Z〉  本寸

田 代
磯 崎

薫

美智世

照 枝
愛  知

大 屋 幸 恵

丑 田 明 子

佐 々 恵 理

少年男子 埼 玉
大 谷 知 昌

内 オ寸   剛
須 賀 隆 弘

北海道

工 藤 忠 和

藤 本 謙 治

村 井 秀 樹

滋 賀
平 井
小河原

中 橋

'`

′:1

晃

少年女子 大  阪
岩 田
水 井
新 木

良 子
妃佐子

美志子

熊  本
中 原 敬 子

甲 斐 美 和

宮 村 愛 子
宮  城

立 花 久 枝

矢 野 直 子

伏 見 亜 古

第43回 昭和63年 京都国体 京都府 長岡京市西山公園体育館 (総合優勝 大阪府 )

第44回 平成元年 はまなす国体 北海道 日本工学院北海道専門体育館 (総合優勝 熊本県)

第45回  :平成 2年  とびうめ国体 福岡県 筑紫野市農業者トレーニングセンター(総合優勝 大阪府)

種  別
1位 2位 3位

成年男子 神奈川

長谷川 博 幸
石 場 隆 雄

細 谷   昇
北海道

伊 藤 雅
山 尾 克
角 谷 淳

弘

貝ll 京  都
村 尾   勉
山 本 裕 幸

杉 本 吉 男

成年女子 群  馬
野 口 英 代
中 島 真 美

藤 岡 美智子
大  阪

Z〉  ホ寸

奥 山
秋 元

薫

保 子
美佐緒

束 只

都 木 弘 美

毛 利 千 秋
星 野 実智代

少年男子 北海道

佐 藤 嘉 伸

郷 路 一 郎

古 り|1 英 樹
埼 玉

片 山 卓 哉

久保田 雄 三
関 根 靖 則

熊  本
田 上 厚 志

本 田 和 裕
霜 上 和 宏

少年女子 熊 本
宮 村 愛 子
松 田 治 子

阪 本 雅 子

大 阪
水

千lj

坂

井

川

田

妃佐子
一  虫 _

二  貝

美 佐
佐  賀

庄 島 由美子
寺 尾 美 紀

篠 原 久 子

順 イ(4
種 別

1位 2位 3 位

成年男子 ti

福

中

常

田

川

山

実

健
辛 | 一

不  一

大  阪
辻 田 泰 昌

奥 野   勉
早 戸 敬 雄

福 岡
荒 木 秀 文

中 村 正 巳
石 井 正 行

成年女子
,`i
ヽ11 ||」

清 水
田 村
田 頭

尚 美
富士美

美奈子

静  岡 大  阪

Z〉  ホ寸

奥 山
三ツ川

薫

保 子
貴 子

少年男子 大 阪
岸 田 明 宏

上 瀧 賢 二

片 岡 詔市郎

本 田 和 裕

熊 本  岡 部 英 朗
前 田 尚 文

埼  玉
関 根 靖 則

高 橋   真
増 田 直 樹

少年女子

井 田
= +r1  4ヽ

浜 崎

貴 子
由美子

忍

埼 玉 大  阪
松 田 洋 子

杉 田 暢 子

大 田 貴 子

寺 尾 美 紀

篠 原 久 子

鬼 塚 知 美

佐 賀
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工

∵

子

美

紀

江

陽

智

美

丸

手

田

金

横

山



順  位
種 別

1位 2 位 3 位

成年男子

健

二

志

兼

一

川

山

内

中

常

山

重

昌

勉

雄

泰

　

敬

田

野

戸

辻

奥

早

大  阪

彦

仁

一

達

義

健

利

田

田

毛

羽

崎

石  川

成年女子

児

木

花

東  京

子

美

枝

しよ

弘

久

田

部

立

戸

　

賀

青

森

加

神奈川

香 織
真由美

ゆかり

子

子

美

陽

陽

仁

泉

浜

尾

小

上

中

石  川

少年男子

二

法

二

慎

秀

裕

田

橋

藤

太

石

佐

千 葉
増 田 直 樹

高 橋   真
加賀谷   洋

埼 玉

康

也

男

ｒ
ロ

ロ
●

■″●
日
′

木

鼻

本

青

竹

石

石  川

少年女子

子

美

泉

淳

裕

本

田

田

橋

山

貴

宮  城

野

野

井部

高

丹

田

群

重

子

奈

八

恭

美

馬

津

安

丸

石  川

子

奈

子支

藍

香

実

田

田

山

第46回 平成 3年 石川国体 石川県 美川町総合スポーツセンター (総合優勝 石川県)

第47回 平成 4年 べにばな国体 山形県 新庄市体育館 (総合優勝 熊本県)

第48回 平成 5年 東四国国体 香川県 坂出市立体育館 (総合優勝 大阪府)

順  位
種 別

1位 3位

成年男子 大  阪
辻 田
今 井
鈴 木

泰 昌
彰 宏
草麻生

山 形
西 山
渡 辺
寺 島

博

`目

岡1

司

志

北海道

角 谷
工 藤
古 川

淳 一
忠 和
英 樹

成年女子 富  山
大 堀 麻 紀

佐々木   忍
野々村 美 春

熊  本
林   美 希
田 畑 美 香

上 田 純 子

東 京
田 児
岡 山
立 花

よし子

登紀子

久 枝

少年男子 群 馬

高 橋 幸 治

横 山 秀 之

坂 入 秀 貴

茨 城
成 島 瑞 穂

樋 渡 順 也

矢 部 正 博

熊 本
片 岡 直 茂

花 田 政 文

野 田 亮 介

少年女子 大  阪

■―ノヽ

水

川

田 貴 子
井 泰 子
口 桐 香

埼 玉
小 室
伊 藤
浅 井

恭 子
さおり

康 代
熊 本

宮 本寸 亜貴子
村 上 直 美

伊 藤 真由美

種  別 1位 2位 3 位

成年男子 束 思

高 橋 英 治

峯 岸 康 史

須 賀 隆 弘

大  阪
谷 田 尚 嗣
植 村 昭 彦
常 山 兼 二

li

中 川
磯 部 昌
吉 田 義

健

弘

禾|」

成年女子 大  阪
西 田 美由紀
村 上 直 美

大 田 貴 子

熊 本
林   美 希
田 畑 美 香

上 田 純 子

香 川
中

川

磯

尾 仁 美
本 光佐子
崎 照 枝

少年男子

樋 渡 順 也
矢 部 正 博

大 橋 雅 道

千 葉
田

池

小

中 肇 一
田 哲 徳
倉 伸 彦

北海道

井 野 嘉 久

一 宮 孝 一

馬 木 智 一

少年女子

水

川

鬼

井 泰 子
口 桐 香
池 めぐみ

大  阪 北海道

増 茂 孝 枝

中 山 智香子
田 村 裕 美

山 田 潤 子

進 藤 範 子

山 田 青 子

富 山
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2 位

■
ス
ｈ
〃

茨



第50回  平成 7年 ふくしま国体 福島県 白河市中央体育館 (総合優勝 福島県)

第51回  平成 8年 ひろしま国体 広島県 三原リージョンプラザ (総合優勝 熊本県)

1位 2位 3 位

成年男子 東 只

須 賀 隆 弘

片 山 卓 哉

久保田 雄 三
大  阪

辻 田 泰 昌

今 井 彰 宏

植 村 昭 彦
富  山

気 谷
岩 渕
本 山

篤

公

秀

人

昭

成年女子

松 尾 知 美

東 京 道 上 彰 子

阪 本 雅 子

富  山
佐々木

渡 辺
高 野

忍

真由美

八 重
新 潟

竹 野
遠 藤
亀 田

景 子
みゆき

幸 恵

少年男子 滋 賀
酒 井 将 之

諏 訪 良 人

松 本   徹

一 宮 孝 一

馬 木 智 一

今 西 隆 浩

石  川
津 田 光一郎
奥 森 正 志

舛 田 圭 太

少年女子 大  阪
福 島
鬼 池
市 橋

由 佳
めぐみ

美 紀

,[,
ヽコ 岡

長谷部

吉 富
吉 武

裕 子
明 子
由加里

群  馬
中   麻依子
岡 田 真 紀

亀 山 貴 代

順  位
仲 りll

1位 2位 3 位

成年男子
,o  ■]_
ヽl F可

柳 谷 辰 哉

大 堀   均
平 野 泰 宏

富  山
気 谷 篤 人

本 山 秀 昭

本 田 和 裕
大  阪

常 山 兼 二

渡 辺 哲 義

岸 田 明 宏

成年女子
,, 自 .
■口 ●コ

棒   匡 子
大 堀 麻 紀

寺 尾 美 紀

大  阪
中 山 智香子
増 茂 孝 枝

田 中 美 保

富  山
佐々木   忍
松 田 治 子

高 野 八 重

少年男子 滋  賀
松

向

川

本   徹
裕 樹
口 馨 士

ウロ
ヽヨ 島

渡 部 訓 生
沈   逸 文
竹 俣 洋 平

石  川
徳 坂   渉
栄 代 正 男

舛 田 圭 太

少年女子 石  川

中 島
片 糸
堀

珠 美
由希子

哲 子
富  山

山 田
石 橋
加 藤

青 子
陽 子
真知子

福  岡
吉 富 明 子

大 石   瞳
稗 田 華 子

種  別
1位 2位 3 位

成年男子 富  山 熊 本
霜 上 和 宏
花 田 政 文

福 田   茂
北海道

村 井 秀 樹

佐 藤 嘉 仲

水 澤 直 哉

成年女子 富  山
河 口 奈緒美
明 石 由 美

市 橋 理 恵

新  潟
竹 野
斎 藤
住 矢

景 子
かおり

直 美
広  島

福
」ビ

渡

井

川

辺

奈 美
愛

夕 子

少年男子 石  川
舛 田 圭 太

車   浩 明
酒 井 忠 相

埼 玉
小 吹 公 彦

中 西 洋 介

長 嶺   宙
熊 本

大 束 忠 司

木 下 伸 介

二 瓶   良

少年女子 埼  玉
井

岩

李

里 美
史

蕩

川

月務 熊  本
杉 浦 美 幸

永 峰 弘 子

橋 本 純 子

吉 岡 知 香

鄭   有 旋
安 城 美 華

大  阪
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北海道

第49回  平成 6年 わかしゃち国体 愛知県 大府市民体育館 (総合優勝 大阪府 )

宏

昭

裕

彰

貴

和

井

内

田

今

谷

本



種  別
1位 2 位 3 位

成年男子

嶋

田
賀

田保

兒
町
須
久

昇
彦
弘

三

文
隆

雄

東 工只

生

二
彦
宏

峰
兼

昭
明

井
山
村

田

松
常
植
岸

〓
Ｘ
ｍ
膨

大 水
居
嵐

森
清
棟

五

裁
文
秀

一

美
武
行
智

福  岡

成年女子

崎

田
山
茂

宮
井
中
増

巳
子
子
枝
香

克
貴
智
孝

大  阪

谷
水
水
渡

奈  良

章

子
子
子

佐
　
奈

妃
泰
未

日
井
井

辺

河
高

河
市

博
重
美
紀
緒

昭
八
奈
美

富  山

合

野

口
橋

少年男子

寛

一
也
也

泰
修

和
和

田
尾
谷

川

和
仲
永
福

大  阪

二
良
也
史

浩
　
真
寿

藤
瓶
束
村

権

二
大
中

本ヒ
ヒ
ヽ

台
Ｒ

範

明
相
靖

重
浩

忠
徳

島

　
井

谷

彼
車

酒
茶

石  川

少年女子

野
　
内
好

樽
森
中
三

子

り
子
緒

お

智

か
景
奈

福  岡

修
幸
恵
理

美
　
恵

田
井

田
村

和

田
舛

田

一
コ
７

●

一
美
華
子

工
麻
美
永

上
永
城
水

西
福
安
速

一
又
ｍ
レ

大

第52回  平成 9年 なみはや国体 大阪府 大東市立体育館 (総合優勝 大阪府 )

第53回  平成10年 かながわ・ゆめ国体 神奈川県 大和市スポーツセンター体育会館(総合優勝 大阪府)

第54回  平成11年 くまもと未来国体 熊本県 八代市総合体育館 (総合優勝 熊本県)

種  別
1位 2 位 3 位

成年男子 富  山

今 泉   勉
鈴 木 草麻生
今 井 紀 夫
大 山 宏 司

東  京

兒 嶋   昇
町 田 文 彦
須 賀 隆 弘
渡 辺 清 一

大  阪

松
井
=
松
川

井 峰 生
田 明 宏
井   充
口 馨 士

成年女子 奈 良

谷 口   章
水 井 泰 子
松 田 治 子
市 橋 理 恵

茨  城

磯 部
米 倉
大 坂
岩 松

和 弘
加奈子
千 尋
絵理子

富  山

河 合 昭 博
高 野 八 重
河 口 奈緒美
明 石 由 美

少年男子 熊  本

権 藤 浩 二
大 東 真 也
中 オ寸 寿 史
茂 見 祥 平

埼  玉

関

橋
平
川

根   務
村 竜 彦
山 政 史
崎 和 宗

石  川

彼 島 重 範
酒 井 忠 相
茶 谷 徳 靖
山 下   淳

少年女子 ケ‐
■■ 岡

樽 野 智 子
中 内 景 子
藤 本 乃 恵
松 尾 美穂子

大  分

吉 田 信 之
末 綱 聡 子
赤 尾 美 代
赤 尾 亜 希

埼  玉

加 藤   勝
大 熊 倫 子
山 口 絵 美
謝   嬉 嬉

種  別 1 イ立 2 位 3位

成年男子 熊  本

石 黒 之武久
霜 上 和 宏
花 田 政 文
大 束 忠 司

富  山

今 泉   勉
今 井 紀 夫
大 山 宏 司
吉 り|1 大 助

神奈川

石

舛
こli
イロ
ー +―

ロ

場
田

水
川

隆 雄
圭 太
隆 志
裕 輔

成年女子 大  阪

宮 崎
鬼 池
森
関 本

克 巳
めぐみ
かおり
祥 子

茨  城

大 塚 三 佳
米 倉 加奈子
中 島 暁 子
大 坂 千 尋

富 山

河 合 昭 博
山 本 静 香
山 田 潤 子
山 田 青 子

少年男子 東  京

渋 谷   実
安 オ寸 康 介
佐 藤 翔 治
佐々木   翔

熊 本

権 藤
茂 見
池 田
土 田

浩 二
祥 平
礼緒奈
真 義

香 川

岡 野 佳 浩
二 宮 和 敬
前 田 丈 博
木 場   喬

少年女子

1 言 景穂言_   郁福 岡 熊 本

伊 東 幸
田 上 千
松 本 舞
野 口 理

雄

晴
子
カロ

中 島 正 敏
陳   暁 郷
大 下 詩 織
広 岡 まり香

埼 玉
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順  位
種 別

1位 2位 3 位

成年男子 富  山

今 泉   勉
今 井 紀 夫
谷 内 貴 昭
大 山 宏 司

熊  本

村 中 陽 介
花 田 政 文
田 上 良 治
古 井 博 高

神奈川

イ「
′
′||―

● 1
f・

I¬

場
田

水
川

隆 雄
圭 太
R夕  =Lに■  ′しヽ
裕 輔

成年女子 茨  城

下 鳥
米 倉
長 縄
岩 松

洋 樹
加奈子
美佳子
絵理子

大  阪

喜 多   努
関 本 祥 子
田 上 千 晴
西   宏 予

富 山

河 合 昭 博
山 本 静 香
山 田 潤 子
山 田 青 子

少年男子 束
'ス

渋 谷
佐 藤
佐々木
池 田

翔

雄

…ブヽ

シヽ
fr

翔
富  山

山 形 英 明
川 □ 佳 介
米   隆 夫
劉   志 遠

」ヒ,毎 ,こ

井 ロ ー 司
早 坂 幸 平
石 田 圭 大
竹 村   純

少年女子 青 森

高 屋
廣 瀬
今別府
楊

仁
栄理子
靖 代
調 琳

富  山

麦 谷 正 二

田 村 美 幸
今 井 幸 代
劉     晶

長  崎

春 野
松 田
西 山
宇 津

良 三
友 美
真鯉子

早也香

第55回  平成12年  2000年 とやま国体 富山県 高岡市民体育館 (総合優勝 富山県)

第56回  平成13年 新世界・みやぎ国体 宮城県 塩寵市体育館 (総合優勝 富山県 )

第57回 平成14年 よさこい高知国体 高知県 南国市立スポーツセンター(総合優勝 東京都)

種  別
1位 2位 3位

成年男子

勉
助
太

司

大
圭
忠

泉

川

田
束

今
吉
舛
大

富  山

介
高
文

治

陽
博
政
良

中
井

田
上

村
古
花

田

本熊

彪
尚
士
洋

憲

剛

條
村
井
谷賀

中
中
福
加

埼  玉

成年女子

一
子
美
希

新
悦
友
亜

村
本
田
尾

中
寺
松
赤

千 葉

夫
子
澄
恵

一
裕
真
知

島
浦
木
津

小
松
正
梅

城茨

博
子
幸
佳

昭
潤
美
知

合

田
村
伯

河
山
田
佐

富 山

少年男子 東 京

実
仁

一
士

尚
雄
慎

谷
浦
田
開

渋
山
池
新

司
伸
史
也

貴
元
敦
知

屋
藤

　
上

大
斉
堤
井

埼  玉

潤
生
博
平

峰
克
佳

祭
脇
原

戸
岩
長
鉦

青 森

少年女子 青 森

仁

琳

子
代
理

謁

栄
靖

屋
　
瀬
府口″

高
楊
廣
今

二
都

晶
代

沙
庄
美

　
幸

田
伯
　
井

中

佐
劉
今

富  山

之
衣

美
子衣

信
麻

一
麻

田
部
満
本

占

服

倉

橋

ヽ
リ
４
′

大

順  位
種  別

1位 2位 3位

成年男子 富  山

今 泉   勉
今 井 紀 夫
舛 田 圭 太
大 東 忠 司

北海道

古 り|1 英 樹
水 澤 直 哉
三 上 裕 司
長 原 正 博

大  阪

成年女子 千 葉

中 本寸 新 一
山 本 静 香
松 田 友 美
赤 尾 亜 希

宮 城

山 並
′jヽ  り||

長 縄
徳 永

正 人
尚 子
美佳子

幸 子
束 思

士  ′、
こ}ロ

岩 田
米 倉
田 井

久 夫
良 子
加奈子
美 幸

少年男子 東 只

渋 谷   実
池 田 雄 一
新 開 慎 士

高 木 洋 平

埼 玉

大 屋 貴 司
井 上 知 也
秋 山 駿 祐
新 井 克 巳

滋 賀

藤
山

数
早

上

回

野
川

良
公
健
賢

信
洋
太

少年女子

高 屋
廣 瀬
今別府
4ヽ 柳

仁

栄理子

靖 代
知 子

青 森 岐 阜

常 田 貴 裕
田 鳴 朝 美
平 山   優
松 村 咲 希

官  城
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〓
，

義
士

一
昭

哲
馨
孝
貴

辺

口
宮
内

渡

川

一
谷

治
侑
舞
佳

伸
　
　
裕

藤
田
藤

尾
脇
後
林



種  別
1位 2 位 3位

成年男子 ,1( 只

見 嶋   昇
久保田 雄 三
片 山 卓 哉
清 水   裕

岡  山

藤
松
尾
佐

原
川

崎
イ白

道 弘
大 記
勝 久
浩 一

宮 城

原 田 利 雄
草 井   篤
山 下 洋 平
鈴 木 知 道

成年女子 千  葉

中 村 新 一
寺 本 悦 子
松 田 友 美
赤 尾 亜 希

宮  城

山 並 正 人
小 りII 尚 子
長 縄 美佳子
徳 永 幸 子

熊  本

今 井 彰 宏
末 綱 聡 子
中 内 景 子
今 井 幸 代

少年男子 滋 サ t

藤
数

早
早

上

野
川
崎

良 信
健 太
賢 一
修 平

東 京

′j、

昌

堀

林

林

木
川

重 徳
洋 平
善 生
森

埼 玉

大 屋 貴 司
中 尾 祐 介
黒 田 俊 明
宗 形 俊 克

少年女子 宮 城

常 田 貴 裕
平 山   優
松 村 咲 希
麻 植 まさよ

青 森

高 屋
小 柳
藤 澤
今別府

仁
知 子
美佑紀
香 里

熊  本

工 藤 勇 参
吉 村 征 美
前 田 美 順
岡   ひとみ

第58回  平成15年  NEW!!わかふじ国体 静岡県 富士宮市民体育館 (総合優勝 東京都)

第59回  平成16年 彩の国まごころ国体 埼玉県 久喜市総合体育館(総合優勝 埼玉県)

第60回  平成17年  晴れの国おかやま国体 岡山県 岡山市総合文化体育館 (総合優勝 埼玉県)

lll貢  イ14
種 別

1位 2位 3位

成年男子 富  山

今 泉   勉
舛 田 圭 太
大 束 忠 司
大 束 真 也

埼  玉

中 條
山 田
福 井
中 西

英
岡1
洋

彪
→た7
士

介

北海道

小 倉 隆 司
松 本   章
竹 村   純
長 原 正 博

成年女子 熊 本

今 井 彰 宏
末 綱 I:念 子
幡 谷 好 美
前 田 美 順

宮 城

山 並 正 人

小 りII 尚 子
長 縄 美佳子
平 山   優

東 京

岩 田
田 井
媚 山
今別府

良 子
美 幸
映 里
靖 代

少年男子 東 京

uL
f,く

藤

堀

昌

谷

田
川

階

実
真 生
善 生
知 也

埼  玉

帰 山
遠 藤
山 田
小松谷

好 和
大 由
和 司
輝

滋 賀

藤 上 良 信
早 り|1 賢 一
早 崎 修 平
川 下 円1 士

少年女子
|.     1、
ll   l本

高 屋   仁
今別府 香 里
本 間 ちさと
藤 井 瑞 希

埼  玉

名 倉 康 弘
高 橋 沙 織
井 上 春 奈
李   舒 静

宮 城

常 田 貴 裕
松 村 咲 希
麻 植 まさよ
大 阪 あ や

順  位
種 別

1位 2位 3位

成年男子

純
太

司
也

圭
忠
真

木

田
束

束

荒

舛
大
大

富 山

彪
孝

士
介

英

剛
洋

條

田
井

西

中
山
福
中

埼 玉
町

松
川

清

彦
徹

士
裕

文
　

馨

田
本

国
水

東 工泉

成年女子

治
愛
侑
美

伸
　
　
征

藤
藤

田
村

尾
後
脇
吉

岐 阜

宏

子
代
順

彰

聡
幸

美

井
綱
井

田

今
末
今
前

熊  本

谷 内
脇 坂
多 谷
今別府

昭
郁

恵

里

貴

　
郁
香

大  阪

少年男子
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司
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樹
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順  位 1位 2 位

成年男子

勉
太
司
遠

圭
忠
志

泉

田
束

今
舛
大
劉

富  山

彪

一
也

司

修
知
和

條
尾
上

田

中
仲
井
山

埼  玉

之
翔
広
平

理
　
和
佳

木
木
浦
々

鈴
佐
西
鉦

秋  田

成年女子

子
史

子
香スリ

恭
　
倫

ま

室
脇
熊

岡

小
岩
大
広

埼 玉

宏
美
代

みと

彰
好
幸

ひ

井
谷
井

今
幡
今

岡

本しく育バ

治
愛
侑
美

伸
　
　
征

藤
藤

田
村

尾
後
脇
吉

岐 阜

少年男子

司
馬

一
啓

屋

田
児
木々

大
上
田
佐

埼  玉

元
弘

司
平

ｒ

Ч

膨

口
川
木

村

一月木

松

笹

川

井
,■,
Tt[

二
三
士
悟

浩
修
健
啓

藤
山
村
田

権
武
嘉
園

熊  本

少年女子

明
恵
菜
き

浩
　
唯
さ

野
村
出

車
樽
木
南

石  川

人
希
恵
佳

真
瑞

理
令

田
井

木
岩

々

藤
藤
佐
垣

青 森

郎
舞

子
紗
里

秀
　
佑

理

井
森

木
森

部田
大

三
中

埼 玉

第61回  平成18年 のじぎく兵庫国体 兵庫県 宝塚市立総合体育館 (総合優勝 埼玉県 )

第62回  平成19年 秋田わか杉国体 秋田県 美郷総合体育館 (総合優勝 秋田県)

第63回  平成20年 チャレンジ !おおいた国体 大分県 日田市総合体育館
(総合優勝 東京都・熊本県・富山県・青森県)

順  位 1位 2 位 位3
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勉
靖
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典

志
健

泉

田
　

田

今
平

留」
菊

富 山

之
太

一
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健
賢
修

井

野
川
崎

酒
数

早

早

滋 賀

成年女子

修

幸
恵
恵

美
知

田
井
津

野

和

田
梅
樽

石  川

修
緒
子
彩

康
奈
路

木
好
上
崎

鈴
三
金
下

秋  田

彦
美
奈
実

和
雅
可
真

見
田
東
藤

鶴
坂
伊
内

神奈川

少年男子

司
輝

一
周

貴

一
賢

屋
丸

児

田

大
松

田
和

埼  玉

二
士
悟
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―

―

，
■

ｋ
ｌ

マ
■

）
ん
い
″
К
●
Ｐ
ｒ

ｌ

藤
村

田
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権
嘉

園
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熊  本

元
輝
将
也

正
尚
哲

口
浦

京

井

一月木

松

千
坂

井
,こ
■コ

少年女子

人
佳
枝
衣

真

令
快
由

田
岩
井
本

藤

垣
内
橋

青 森

浩 明
みどり
彩

美菜津

井

上
谷

車
桜

村

三

石  川

憲  一
文 音
悠

さやみ

神
原

田
賀

明
栗
植
古

岡
ウ言

'1日

lll貞  位
］
″

1位 2 位

成年男子

純
靖
遠
輝

典
志
和

木

田
　
財

荒
平
劉
古

富  山

春
平
輝
生

義
幸
好
峰

林
坂
部
脇

笹
早
廣
岩

東 京

介
也
馬
輝

洋
知
拓

一

西
上
田
丸

中
井
上
松

埼  玉

成年女子

宏
美
希
佳

彰
好
瑞
令

井
谷
井
岩

今
幡
藤
垣

本しく台沢

雄
緒

子
佳

利
奈
路

由

田
好
上
瀬

原

三
金
楠

秋  田

一
代
奈

世

昌
靖

可
匡

尾
府
東

野

子
１

１１
り
　
　

戸
ｔ

疇
，

口
″
　

　

Ｆ
″

栂
今
伊

野

東 京

少年男子

浩

純

二
憲

義

　
拓
和

島

松

野

田

北
末

北
原

福 岡

信
也
俊
人

良
拓
　
賢

上
部
上
野

藤
矢
村
宇

滋 賀

潤
翼
弘
貴

尚
弘

祭
島

田
庭

戸
北
吉
櫻

青 森

少年女子

男
華
香
紀佐

光
礼

冴
美

所

橋
藤
友

田
高

佐

松

宮 城

人
衣
春
楓

真

由

小

田
本

元
藤

藤
橋
米
佐

森青

嗣

理

み
子
す

尚
友

あ
尚

田
　
後
万

谷
西
久
福

大  阪
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位
種 号」

1位 2 位 3 位

成年男子

成年女子

少年男子

少年女子

第64回  平成21年  トキめき新潟国体 新潟県 五泉市総合会館 (総合優勝

-85-



種   別
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D

試合番号 (

(
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種   別 D
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S

力重1   号1 一　
　
　
　
一

一
　

一

Ｄ

　

　

　

Ｓ

試合番号

( )

(
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競技会場 。練習会場等案内図

N

至 新潟   至 新潟
(新津)(新津 |.C方 面)

至 阿賀野市
(安田)

oセーフオン

セプン フ ン

0
至 新潟
(新津)

0
ン
フ

フ

レ

セ

イ

0五泉中学校

p-1zro

阿賀野川

ロ 太川橋

磐
越
西
緑 ●

早
出
川

●

至 新潟
(小須戸)

,―ク′

O

8五蒙愴日鮨8

磐越西線

JR五泉駅 シャトルバス
JR五泉駅 徒歩
磐越自動車道 安田 LC
磐越自動車道 新津 LC

至 咲花

8分
15分
12分
15分

-87-

凡  例
0病 院
8銀 行
0コンピニエンスストア
ロガソリンスタント
ロ コインラントリー

マリエール
=●
・

五泉北中学校体育館
セフンイレフン

0

五泉高校体育館

五泉市総合会館
ン

ド ,-r)wo

五泉小学校体育館

市役所ロ

蜃●

8
●

日  ‐

五泉東小学校体育館

ロ

● □

8
」ι越銀●8
男四銀行8

五泉駅

】【
●5饉●全燿

"3●
日会10

"4糠
口含場

●2●
=含
爆

●6●3,■

麟機会場
● ,コロ会●

三本木大橘

Q交通案内6

至 本」松



ノ

ヽ
ヽ
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競技会場屋内配置図 1(五泉市総合会館全体 )
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競技会場屋内配置図 2(五泉市総合会館 大ホール 2階 )
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競技会場屋内配置図 3(五泉市総合会館 大ホール 3階 )

番号 施設等の名称
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競技会場屋外配置図 (五泉市総合会館周辺)
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練習会場の使用について

1 練習会場

会場番号 練習会場名 コー ト数

第 1練習会場 五泉市総合会館中ホール ｂ́

第 2練習会場 新潟県立五泉高等学校体育館
´
０

第 3練習会場 五泉市立五泉小学校体育館 Ａ

）

第 4練習会場 五泉市立五泉北中学校体育館 Ａ

）

第 5練習会場 五泉市立五泉東小学校体育館 ＾
０

第 6練習会場 五泉市立巣本小学校体育館 う
０

練習会場の使用方法

各練習会場には受付を設けております。受付で使用申し込みをしてから、係員の指示に

従い練習を行ってください。なお、電話等による練習会場使用の事前予約は受け付けてい

ません。必ず、練習会場に行き受付をしてください。
1 各都道府県代表チームであることが判別できる服装でご来場ください。
1 貴重品ほか個人及びチームの所有物は、各自及びチームで責任を持つて保管してくださ

い。また、下足も各自で保管するようにお願いします。
| ごみは各自でお持ち帰りください。

，

一

②

③

④

3 練習会場開設期間における各日の使用について
① 割り当て練習を除き、練習時間は原則として 1チーム 1コー ト1時間とします。ただし、
空きコー ト待ちのチームがない場合は、練習終了後、再受付により引き続き使用できます。

② 練習会場の開設日時、割り当て練習、ブロック指定等の詳細は、「練習会場使用日程表」
でご確認ください。

③ 10月 1日 のブロック練習は、チーム割り当てをしている時間があります。それ以外のブ

ロック指定の練習では、各ブロック内で調整しながら練習してください。

4 各練習会場の使用上の注意点について

(¬ )第 1練習会場 (五泉市総合会館中ホール)
① 館内は全面禁煙です。喫煙は、中ホール入日付近の喫煙所でお願いします。なお、喫
煙の際、吸殻等の投げ捨てなどはなさらないようにご注意ください。

② 第 1練習会場に車両で移動する場合は、競技会場内の選手・監督駐車場に駐車してください。
③ 中ホールではトイレ以外の各部屋は立ち入り禁止です。立入禁止の張り紙があるとこ
ろには立ち入らないでください。なお、着替えにつきましては、総合会館内の更衣室を

ご利用ください。

④ 館内で食事はできますが、後始末をして、ごみ等は必ず持ち帰るか、競技会場内に備
え付けのごみ箱に捨ててください。なお、斡旋弁当の空き箱は午後 3時までに弁当引換

所まで返却してください。

(2)第 2練習会場 (新潟県立五泉高等学校体育館)

① 学校敷地内は全面禁煙です。喫煙は、敷地外でお願いします。なお、敷地外での喫煙
の際も吸殻等の投げ捨てなどはなさらないようにご注意ください。
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② 第 2練習会場は車両の乗り入れができません。車両で移動される場合は、競技会場内
の選手・監督駐車場に駐車してください。練習会場へ移動される場合は、第 2練習会場

概要図・配置図に記載の競技会場 (五泉市総合会館)と校舎入日間の順路 (徒歩)を確
認のうえで移動してください。

③ 体育館及び体育館への連絡通路以外の建物への出入りは禁止です。あらかじめ第 2練
習会場概要図・配置図を確認し、進入禁止区域には、絶対進入しないでください。また、

体育館内のトイレ、更衣室以外の各部屋は立ち入り禁止です。立入禁上の張り紙がある

ところには立ち入らないでください。

④ 平日は授業を行なっていますので、授業の妨げにならないようにご協力ください。
⑤ 体育館内での食事は禁上です。

(3)第 3練習会場 (五泉市立五泉小学校体育館)
① 学校敷地内は全面禁煙です。喫煙は、敷地外でお願いします。なお、敷地外での喫煙
の際も吸殻等の投げ捨てなどはなさらないようにご注意ください。

② 車両で移動する場合、指定された駐車スペースに駐車するようにし、進入及び駐車禁
止区域には、絶対に進入・駐車しないでください。進入経路及び駐車スペースは第 3練

習会場概要図・配置図でご確認ください。また、第 3練習会場は、バス等の大型車両の

乗 り入れはできません。普通自動車以外の大型車両で移動される場合、公式練習期間

(9/30～ 10/1)は タクシーを、また、競技会開催期間中 (10/2～ 10/5)は競技会場 (五

泉市総合会館)に車両を駐車し、競技会場発着のシャトルバスをご利用ください。
③ 体育館以外の建物への出入りは禁止です。あらかじめ第 3練習会場概要図・配置図を
確認し、進入禁止区域には、絶対進入しないでください。また、体育館内のトイレ、更

衣室以外の各部屋は立ち入り禁止です。立入禁止の張り紙があるところには立ち入らな

いでください。

④ 平日、学校 (通学路)には多数の児童がいます。車の移動には十分気をつけてくださ
い。また、授業を行っていますので、授業の妨げにならないようにご協力ください。

⑤ 体育館内での食事は禁上です。

(4)第 4練習会場 (五泉市立五泉北中学校体育館)
① 学校敷地内は全面禁煙です。また、車両入口付近は民家に面しているため、禁煙区域
とします。喫煙は、敷地外の車両入口付近以外でお願いします。なお、敷地外での喫煙

の際も吸殻等の投げ捨てなどはなさらないようにご注意ください。

② 車両で移動する場合、指定された駐車スペースに駐車するようにし、進入及び駐車禁
止区域には、絶対に進入・駐車しないでください。進入経路及び駐車スペースは第 4練
習会場概要図・配置図でご確認ください。また、第 4練習会場は、バス等の大型車両の
乗 り入れはできません。普通自動車以外の大型車両で移動される場合、公式練習期間

(9/30～ 10/1)はタクシーを、また、競技会開催期間中 (10/2～ 10/3)は競技会場 (五
泉市総合会館)に車両を駐車し、競技会場発着のシャトルバスをご利用ください。
③ 体育館以外の建物への出入りは禁止です。あらかじめ第 4練習会場概要図・配置図を
確認し、進入禁止区域には、絶対進入しないでください。また、体育館内のトイレ、更
衣室以外の各部屋は立ち入り禁止です。立入禁止の張り紙があるところには立ち入らな
いでください。

④ 平日、学校 (通学路)には多数の生徒がいます。車の移動には十分気をつけてくださ
い。また、授業を行つていますので、授業の妨げにならないようにご協力ください。
⑤ 体育館内で食事はできますが、後始末をして、ごみ等は必ずお持ち帰りください。

-93-



(5)第 5練習会場 (五泉市立五泉東小学校体育館)
① 学校敷地内は全面禁煙です。喫煙は、敷地外でお願いします。なお、敷地外での喫煙
の際も吸殻等の投げ捨てなどはなさらないようにご注意ください。

② 車両で移動する場合、指定された駐車スペースに駐車するようにし、駐車禁止区域ヘ
の駐車及び進入禁止区域には進入しないでください。進入経路及び駐車スペースは第 5

練習会場概要図・配置図でご確認ください。また、第 5練習会場は、ノヽ丞豊の大型車両

の乗り入れはできません。普通自動車以外の大型車両で移動される場合、公式練習期間

(9/30～ 10/1)はタクシーを、また、競技会開催期間中 (10/2～ 10/3)は競技会場
(五泉市総合会館)に車両を駐車し、競技会場発着のシャトルバスをご利用ください。
③ 体育館以外の建物への出入りは禁止です。あらかじめ第 5練習会場概要図・配置図を
確認し、進入禁止区域には、絶対進入しないでください。また、体育館内のトイレ、更

衣室以外の各部屋は立ち入り禁止です。立入禁止の張り紙があるところには立ち入らな

いでください。

④ 平日、学校 (通学路)には多数の児童がいます。車の移動には十分気をつけてくださ
い。また、授業を行っていますので、授業の妨げにならないようにご協力ください。

⑤ 体育館内での食事は禁止です。

(6)第 6練習会場 (五泉市立巣本小学校体育館)
① 学校敷地内は全面禁煙です。喫煙は、敷地外でお願いします。なお、敷地外での喫煙
の際も吸殻等の投げ捨てなどはなさらないようにご注意ください。

② 車両で移動する場合、指定された駐車スペースに駐車するようにし、車両乗入及び進
入禁止区域には、絶対に進入しないでください。進入経路及び駐車スペースは第 6練習

会場概要図・配置図でご確認ください。また、第 6練習会場は、バス等の大型車両の乗

り入れはできません。普通 自動車以外の大型車両で移動される場合、公式練習期間

(9/30～ 10/1)はタクシーを、また、競技会開催期間中 (10/2)は競技会場 (五泉
市総合会館)に車両を駐車し、競技会場発着のシャトルバスをご利用ください。

③ 体育館以外の建物への出入りは禁止です。あらかじめ第6練習会場概要図・配置図を
確認し、進入禁止区域には、絶対進入しないでください。また、体育館内のトイレ、更

衣室以外の各部屋は立ち入り禁止です。立入禁止の張り紙があるところには立ち入らな

いでください。

④ 平日、学校 (通学路)には多数の児童がいます。車の移動には十分気をつけてくださ
い。また、授業を行っていますので、授業の妨げにならないようにご協力ください。

⑤ 体育館内で食事はできますが、後始末をして、ごみ等は必ずお持ち帰りください。
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第 1練習会場 (五泉市総合会館)概要図・配置図
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第 2練習会場 (新潟県立五泉高等学校)概要図・配置図
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第 3練習会場 (五泉市立五泉小学校)概要図・配置図
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第 4練習会場 (五泉市立五泉北中学校)概要図・配置図
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第 5練習会場 (五泉市立五泉東小学校)概要図・配置図
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第 6練習会場 (五泉市立巣本小学校)概要図・配置図
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競 技 上 の 注 意

1 本競技会は、財団法人日本バ ドミントン協会平成21年度競技規則、大会運営規程及び公認

審判員規程により行います。

2 オーダー用紙は、当該試合開始時刻45分前までに、監督がオーダー交換所へ提出してくだ
さい。しかし、45分前の時点で現に試合が継続している場合は、試合終了後すみやかに提出

してください。指定時刻までに提出されない場合は「棄権」とみなします。

なお、10月 2日 (金〉第一試合 (少年男子〉のオーダー提出についてのみ、 8時00分まで

とします。

(1)オーダー交換は、オーダー交換所で競技審判副部長立ち合いのもと行います。

※予備のオーダー用紙は、オーダー交換所に用意してあります。

(2)オーダー用紙は、初回試合用を監督会議時に配布します。

(3)試合終了後、勝利者チームに次のオーダー用紙を主審から配布します。

3 勝敗は、 2点先取方式とし、勝敗決定後の残りの試合は行いません。

4 監督 。選手は、試合開始予定時刻20分前に選手招集所に集合して、招集委員の確認を受け、
指示に従ってください。

ただし、現に試合を継続している監督 。選手は、試合が終了しだい選手招集所に集合して、

招集委員の確認を受け指示に従つてください。この場合、前の試合が終了して15分後に次の

試合を開始します。

5 コー トヘの入退場については、主審の指示に従ってください。

6 コー ト入場後の公式練習は、当該試合の組み合わせ若番号のチームからとし、時間は 3分
間とします。ただし、オープニングプログラム後の第一試合 (少年男子)の公式練習は、当

該試合の組み合わせ若番号のチームから10分間ずつ行ってください。

7 シャトルは試打してありますので、選択は認めません。
※シャトルの交換については、主審の許可を得てください。

インターバルは、競技規則第 16条第 2項によります。

インターバル中、コー トに入れるのは当該選手の外ベンチ入りしている 2人 までとします
が、「20秒」のコールがなされたら、当該選手以外の方は速やかにコー トから離れてください。

なお、第 1ゲームと第 2ゲームの間及び第 2ゲームと第 3ゲームの間並びに第 3ゲームの

インターバルでは、選手がエンドを替えた後に入るようにしてください。

０
０
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9 同一選手による連続試合の場合は、ウエアの着替えのみ認めますが、その場合は必ず主審
に申し出てください。

10 試合が遅れている場合は、コー トを並行して試合を行うことがあります。

※第 2シ ングルス戦に同一選手が連続して試合を行う場合は、ダブルス戦の試合が終了し

た10分後に開始します。

11 試合進行の都合により、コー トを変更する場合があります。

12 試合中にコー ト内で事故が生じた場合、コー トに入ることを許されるのは、競技役員長が

必要と認める医療役員やその他の方に限られています。

13 競技に際しては、上衣の背面中央に必ず都道府県名のみを明示 (文字は、上衣の色と明確

に区別できる文字色の漢字)してください。

また、試合前の練習を含め、ベンチに控えている際にも都道府県名の分かるジャージまた

は、ウエアを着用してください。

14 水分の補給について、主審の指示に従ってください。

(1)蓋付のボ トルのみ使用を許可します。

(2)ベ ンチ内の給水ボトルは、必ずバック等に保管してください。

※クーラーボックスの持ち込みはご遠慮ください。また、氷のうの使用はインターバル

中のみ認めます。使用後は、必ずバック等に保管してください。

15 各試合 (ダブルス又は、シングルス)の開始前および終了時には、勝敗に関係なく、主審

及びサービスジヤッジと握手することを心がけてください。

16 競技場内では、携帯電話の電源を切るか、マナーモー ドにしてください。

17 その他、競技実施要項を遵守してください。
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審 判 上 の 注 意

審判員は、財団法人日本バ ドミントン協会平成21年度競技規則、大会運営規程及び公認審

判員規程に則り、厳正に競技を運営する。

1

2 競技規則の第 9条 (サービス)、 第13条 (フ ォル ト)、 第16条 (プレーの継続、不品行な振
舞い、罰則〉については、厳正に判定する。

3 すべてのゲーム中に、一方のサイ ドのスコアが11点になったとき、60秒 を超えないインター
バルを認める。また、第 1ゲームと第 2ゲームの間、第 2ゲームと第 3ゲームの間に120秒

を超えないインターバルを認める。 [競技規則第 16条第 2項 ]

4 プレーヤーは、どんな事があっても、体力や息切れを回復できるように、または、アドバ
イスを受けるためにプレーを遅らせてはならない。 [競技規則第16条第 4項 ]
ラケットの破損、ストリングスの切断等のためラケットを交換する場合、あるいは、靴の

紐を締め直す場合などは、主審の許可を得て指示に従わなければならない。 (イ ンプレー中

は除く。)

5 プレーヤーがマッチ (試合)中 にア ドバイスを受けることができるのは、シャトルがイン
プレーでない場合に限る。 [競技規則第16条第 5項 (1)]

監督・プレーヤーなどが、インプレー中に当該プレーヤーに対して、助言・指導すること

は認められない。

6 プレーヤーは、競技規則第16条第 2項のインターバルを除き、マッチ (試合)が終了する
まで、主審の許可なしにコー トを離れてはならない。

[競技規則第16条第 5項 (2)]
マッチ (試合)中、プレーヤーが汗拭きやそれに伴う水分補給などのため、プレーが中断
しない範囲内でコートを離れる場合でも、主審の許可を得なければならない。

7 プレーヤーが競技規則第16条第 4項 (プレーの遅延)。 5項 (ア ドバイスとコー トを離れ
ることに関して)・ 6項 (プレーヤーの禁止行為〉に違反した場合、主審は違反したサイ ド
のプレーヤーに警告し、一度警告を受けた後、再び違反した場合は、そのサイ ドにフォル ト

を宣言する。一つのサイドによる三度目のフォル トは執拗な違反と見なす。目に余る不品行

な振舞い、執拗な違反、第16条第 2項 (イ ンターバル〉の違反には、その違反したサイドを
フォル トとし、直ちに競技役員長 (レ フェリー〉を呼び、指示を仰ぐ。

8 主審は、もし線審が明らかに間違ったコールをしたと確信する場合には、線審の判定を変
更することができる。 [競技規則第17条第 5項 ]

競技の品位を保つため、色付着衣を使用する場合は、財団法人日本バ ドミントン協会の審
査合格品とする。 [大会運営規程第22条 ]

審判員の判定に対して疑間がある場合は、当該プレーヤーと監督に限り、主審に対して「質
問」することができる。ただし、「抗議」あるいは「異議」であつてはならない。
[大会運営規程第34条 ]
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昼食弁当斡旋のご案内

「第64回国民体育大会バ ドミントン競技会」に参加される選手・監督、視察員・報道員の皆

様の昼食弁当を斡旋しますので、ご希望の際は指定の期日までにお申込み願います。

1 斡旋期間

平成21年 10月 2日 (金)～ 10月 5日 (月 )まで

2 弁当料金

1個 945円 (お茶付、消費税込み)

3 申込方法

《競技 2日以降 (10月 3日 ～10月 5日 分)の弁当申込みをされる場合》

競技会場弁当引換所で、所定の申込書に必要事項を記入の上、代金を添え弁当必要旦_の

前日の午前11時～午後 3時までにお申込みください。

なお、競技初日 (10月 2日分)の弁当の申込みは別途斡旋済みです。

4 弁当の引換方法

① 競技会場の弁当引換所にて、弁当引換券と引き換えに弁当を受け取つてください。

なお、申込みをされた引換日・引換所以外での引き換えはできません。

② 弁当引換時間は、午前11時～午後 1時までです。

5 お願い

① お弁当は引換後お早目にお召し上がりください。

② 弁当の持ち帰りはしないでください。

③ 弁当容器は必ず午後 3時までに弁当引換所へご返却ください。

④ 弁当引換券及び弁当代金領収書の再発行はいたしません。

⑤ 宿舎でのお弁当の申込みは取り扱っておりませんのでご注意ください。
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医 療 救 護 の ご 案 内

1 傷病者が発生したとき

(1)競技会場で傷病又は発病したとき

ア 競技会場には、『救護所』を設置し、医師、看護師、係員が対応いたします。

イ 救護所は、「看板」等により、所在を示してあります。

(2)練習会場で傷病又は発病したとき

練習会場には、簡易な救護薬品を備えておりますので、傷病者が発生した場合には、練

習会場係員に申し出てください。

(3)宿舎で傷病又は発病したとき

直接宿舎に申し出て、医療機関の紹介をしてもらうか、緊急な場合は、救急車の手配を

依頼してください。なお、医療機関に移送する場合、チーム関係者が必ず同行してくださ

い 。

2 治療の受け方

(1)救護所では、応急処置及び簡易な手当てを行います。また、傷病者を医療機関に移送す

る必要がある場合は救急車等の手配を行います。移送の場合は、チーム関係者が必ず同行

してください。なお、受診の際は、救護所で交付する「診療依頼書兼処置記録」及び「健

康保険証」を医療機関に提示してください。

(2)宿舎において傷病又は発病をし、医療機関で治療を受ける場合は、チーム関係者が同行

のうえ「健康保険証」を提示してください。

13)診療が終了しましたら、処置結果等その後の状況を速やかに、競技会場内実施本部にご

連絡ください。なお、夜間は実施本部との連絡が取れない場合がありますので、その場合

は翌日にご連絡ください。

3 医療費の負担

(1)救護所で行う応急処置及び簡易な手当て並びに救急車の利用に要する費用は無料です。

(2)医療機関で治療を受けた費用は受診者の負担となりますので、必ず「健康保険証」を持

参してください。「健康保険証」を提示しないで受診した場合は、医療費の全額が受診者

負担となります。

また、医療機関までタクシー等を利用した場合の費用も、自己負担となります。
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輸 送 の ご 案 内

大会期間中の選手、監督等の輸送計画については、タクシー、シャトルバス、徒歩等による

方法となっています。日によって輸送方法が異なりますのでご注意ください。

C)タ クシー
9月 30日 (水 )～ 10月 5日 (月 )に各宿舎⇔ 競技会場または練習会場 (日 によって指定)
の区間で利用できます。乗車には「タクシー乗車券」が必要です。「タクシー乗車券」は都

道府県又はチームに対して配布します。

○ シャトルバス
10月 2日 (金)～ 10月 5日 (月 )に競技会場、練習会場、 JR五泉駅を巡回します。乗車
は無料です。運行時間等につきましては、シャトルバス待合所等に掲示している時刻表をご

覧ください。

輸送方法

各チームで直接タクシー会社に予約してください。

・̈ 輸送交通本部にお申し込みください。

・̈ 練習会場係員にお申し込みください。

輸送交通に関するお問い合わせ

○大会期間中のお問い合わせは、競技会場輸送交通本部にお問い合わせくださ
い。
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対象者 行き先 輸送方法

9月 30日

10月 1日

(水 )
′―■‐ヽ
4ヽ｀ ′
選手、監督 宿舎 ⇔ 練習会場 タクシー

10月 2日 (金 )

選手、監督
|

宿舎 E=〉 競技会場
|

送迎バス

※オープニングプログラムの時間に合わせて送迎します。

※6:45か らの練習割当てチームについては宿舎 C=〉 練習会場間はタクシーでの移
動、練習会場 匡)競技会場間は送迎バス又は徒歩での移動となります。
選手、監督

|

競技会場 E=〉 宿舎
|

タクン~

※翌日試合があるチームに、競技会場と宿舎間の往復のタクシー乗車券を発行します。

(輸送交通本部で発行します。)

選手、監督

競技関係者、一般観覧者等

競技会場 ⇔ 練習会場
r・く

ゝ ´
JR五泉駅

ンャトルバス

10月 3日 (土 )

2

10月 5日 (月 )

選手、監督
|

宿舎 ⇔ 競技会場
|

タクシー

※翌日試合があるチームに、競技会場と宿合間の往復のタクシー乗車券を発行します。

(前 日に輸送交通本部で発行します。)

選手、監督

競技関係者、一般観覧者等

競技会場 ⇔ 練習会場
「
く

詢 ´
JR五泉駅

シャトルバス

日にち

タクシーの予約方法

○ 宿舎から申し込むとき …
○ 競技会場から中し込むとき
○ 練習会場から申し込むとき



競技会関係電話番号一覧

※ 五泉市総合会館のホームページは、五泉市のホームページからアクセスしてください。

【競技会場及び現地実施本部】

【トキめき新潟国体五泉市実行委員会】

【監督会議・審判会議会場】

【練習会場】

※ 実行委員会のホームページは、五泉市のホームベージからアクセスしてください。

市総合会館)のホームページは、五泉市のホームページからアクセスしてください。

名   称 所 在 地 電話番号・ FAX HP

五泉市総合会館 五泉市旭町 7番 11号
TEL 0250-42-5194

○
FAX 0250-43-4190

競技会場実施本部
(五泉市現地本部)

五泉市旭町 7番 11号

´

「
EL 0250-42-5980

FAX 0250-42-5984

競技本部・記録本部
(新潟県バドミントン協会現地本部)

五泉市旭町 7番 11号
TEL 0250-42-6026

FAX 0250-42-6048

名   称 所 在 地 電話番号・ FAX HP

トキめき新潟国体
五泉市実行委員会

五泉市旭町 7番 11号
TEL 0250-43-8400

○
FAX 0250-43-4190

名   称 所 在 地 電 話 番 号 HP

ガーデンホテル マリエール 五泉市赤海1074番地 1 0250-42-1212 ヽ
ノ
′
ヽ

名   称 所 在 地 電 話 番 号 HP

第 1練習会場
五泉市総合会館中ホール

五泉市旭町 7番 11号
係 ti

携帯
090-6149-3092

第 2練習会場
新潟県立五泉高等学校

五泉市粟島 1番23号
係員
携帯
090-6149-9023 ○

第 3練習会場
五泉市立五泉小学校

五泉市学校町 3番 14号 係員
携帯
090-6149-2465 ○

第 4練習会場
五泉市立五泉北中学校

五泉市三本木2丁目7番 1号 係員
携帯
090-6149-2498 ○

第 5練習会場
五泉市立五泉東小学校

五泉市赤海3714番地 090-6149-2620

第 6練習会場
五泉市立巣本小学校

五泉市論瀬47番地 1 係員
携帯
090-6149-2673 ○

※ 第 1練習会場 (五泉

-109-

○

係 il
携帯

○



【関係機関】

※ 警察署、保健所、 トキめき新潟国体合同配宿本部のホームページは新潟県、消防署は五泉市、JR五泉駅はJR東 日本
旅客鉄道佛のホームベージからそれぞれアクセスしてください。

【タクシー会社】

名   称 所 在 地 電 話 番 号 HP

五泉警察署 五泉市東本町2丁目8番 16号 0250-42-0110 ○

五泉消防署 五泉市粟島 1番28号 0250-42-0119 ヽ
ノ
′
ヽ

新津保健所
(新潟地域振興局健康福祉部)

新潟市秋葉区南町 9番 33号 025()-22-5188 ○

JR五泉駅 五泉市駅前 1丁目2番 1号 0250-42-3057 ○

トキめき新潟国体合同配宿本部 新潟市中央区新光町10番地 3 025-384-0541 ○

医療機関名 所 在 地 電 話 番 号 HP

北日本脳神経外科病院 0250-43-8444 ○

南部郷総合病院 五泉市村松1404番地 1 0250-58-6118 ○

ド越病院 新潟市秋葉区中沢町1番23号 0250-22-4711 ○

五泉市東蒲原郡医師会夜間診療所 五泉市東本町2丁目9番 6号 0250-25-7878 ○

△  ,I 々
コ= T」L ●=l

所 在 地 電 話 番 号

蒲鉄タクシー株式会社 五泉市本田屋3027番地 0250-58-6000

しあわせタクシー有限会社 五泉市旭町 7番43号 0250-42-6161

フラワー観光有限会社 五泉市赤海 2丁目 1番31号 0250-43-2345

みどリハイヤー株式会社 五泉市木越字石道1897番地 2 0250-43-2323

-110-

【救急・夜間協力病院】

五泉市太田440番地 1



競技開催地マップ

開会式・閉会式
大会を盛 |,上 げ.支えてくれる

選手や参加者、そして.災害からの

復興に向け支えてくれた多くの人々

に感謝を表す式央とします。
特に開会式では.盛大な式興が

催されます。会4で全国から集まった
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選手団とともに.

みなさんもトキめきと

感動を共有しましょう!
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ベストを尽<して

大いなる活躍を !

敬和学園大学も

応援しています

「英語を学ぶ」と「英語で学ぶ」の二本立て
のカリキュラムで、実践的な英語力を身に
つけつつ、異文化への理解を深め、コミュ

ニケーション能力を磨きます。

人間への深い理解と広い視野を持ち、ヒュー

マン・サービスを実践的に学び、共生社会

を創造的に担う人を育てることを目指して

います。

文学。文化

コミュニケーション・コ…ス

■コ調ロロヨ

比較文化コース

国際社会コース

ライフデザイン・コース
ソーシャルワーク0コース

さまざまな文化の理解と、国際社会と地域

の相互関係を学ぶことによつて、グローバ

ルな視野をもつ国際教養人を育てます。
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ハードヒッター

ラケツト

MIRACLE LIGHT 77F
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祝 第64回国民体育大会
参加皆様0御健間をお祈 Il致 します。

頑張れ!!我がスポ少OB
少年男子選手

北越高等学校 米 田 健 司

小須戸バドミントン
スポーツ少年団

代表 高 野  豊

祝  トキ働者新潟国体
新潟県選手団の健間を祈 llます
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最強オフェンス型ラケット誕生。

新形状の【スーパーデュラブルフレーム】と【ヘキサゴンシャフト】の

相乗効果で、3U・ 4Uともにより高いコントロール性を実現させ、

「スウィートスボット」を超える革新的理論「コントロールエリア」の拡大を実現。

′:,速ラリーを有利に展開する![確性と、高いストリングテンションをもい「能にした

ヘキサゴンシリーズ最高で最強の「POWER SHOT NAN0 2300 Hexagon」 。

「より速く」そして「より強い」ショットで攻めたいプレーヤーに。

攻撃力のスキルアップを目指すプレーヤーに。

Take the challenge.飽 くなきチャレンジスピリットを抱く、すべてのプレーヤーに。

「]スーバーデュラブルフレーム

Кumpoo,自の研究口発により.フレーム●にお
けるハトメのCとストリンクの■り道をスリム化し、

フレーム強度を約10%UPさせることに威
".打摯時においてはヘキサヨンシヤフトの「●しれ」の

饉鮨作用との相彙効果を発●し.フレームの「ねじ
れ」が大帽に抑劇され、面安定性も,事に向上いた
し
`し

た.

□ 打球範囲による比較イメージ

打球位●  134m
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フレーム薔なが,10%uPしたことにより.■動機
機の4U:19～25ボンド.3υ :20～ 26ボンド(手
動機械の場合はプラス2ボ ントが■正となります〉

のテンションに対しても薔 渋繊 形することなく安

定したストリンギンクを実現しました.
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POWER SHOT NAN0 2300 Hexagon(KR-023S)
¥26.250(本 体価格¥25.000/フルカバー付き)
‐ 日本バドミントン協会検定合格品 Cヨ 製品安全協会検査合格品

ノ

′

口
ξ
ｌ
ノ

素材:カーボンナノチュープ含有ハイモジュラスカーボングラフアイト

カラー:メタリックレット  全長:675mm  ′ヽランス:290mm平均
グリップサイズ(■■):4U/4UG5(80～ 840・ 3U/′ 3U05(85～ 898)
菫正甍力:4U/19～25ボンド・3U 20～ 26ボンド  シャフト:柔 トーートー■-OH 硬
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…
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Kumpoo商品全国主要取扱店・全店舗お取り扱い中 !

屋轟ヨvicm。
■●菫こ,

DEPO ヒ75,

Kumpoo商 品が、皆様の身近でご贅いただけます。また、試打用ラケットもこ用意しております。
実日に見て触つて、Kumpooブランドの良さを実感してください。
2・各店●によつてはお取り■せとなる●品もございますので.お円合せ●■ご来店くださtヽ.お取壺店の辞●●Кu!■xЮホームベーシてもこ紹介しております。

掟薔サイトも
パーコードリーターから
,すぐアクセス |

□

Humpoo
Toke the chollenge.
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株式会社薫風 ●商品に関するお問合せ 函50120‐ 458‐103
′ヽトミンッ題lゴの二I―ムヘーシカ:"″‰″

“
●ι″υ
"ρ
oο」p
朧
Ｃ
，

．●

．
Ｃ

一

鑢鰊のために出来 0こ とから始めよう

マイ
'ス
6■

K●
'つ
001='チ ーム マイナス

`｀
」に,リロんでいます



トキめき新潟国体

第64回国民体育大会バドミントン競技

選手の皆さんの

元気いつぱいのプレーを期待します!

新潟県バドミントン協会

ありがとう

‐‐

会長 宮川 忠和
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BLACK   RS_999 ブラック
0日本バドミントン協会 年1撞検定合格,t

●中国製

¥4,095ノダース(本体¥3.900/ダース)

REE)    RS‐ 980 レッド
0日本バドミントン協会 第1種検定合格球

●中国製

¥3,570ノダース(本体¥3,400/グース)

VI()LET   RS‐ 965 ′、ィォしット
0練習球
●中国製

¥2,835/ダース(本体¥2.700″―ス)

GREEN  RS‐ 960 グリーン
●練習球

●中国製

¥2,520/ダース(本体¥2.400/ダース)

BLU[   RS‐ 950 カレー
●練習球
0中国製

¥1,995/ダース(本体¥l.900/ダース)
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祝 トキ働者新潟国体
国民体育大会バドミントレ競技

選手の皆様のご健聞牡お祈 llします !

頑張れ !! 新潟県選手団

新潟県バドミ 会
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環境|にやさしい̀大1分の1実現|に向けで′
★★みなさまのご協力お願いいたします★★

本大会実行委員会では、環境に

やさしい大会運営をめざしてい

ます。環境にやさしい取り組み

は、ちょっとした配慮から始ま

ります。全ての大会関係者が―

体となり「環境にやさしい大会

運営」を進めていきましょう。

ご協力お願いいたします。

ごみのポイ捨て禁止
ごみは持ち帰るか会場内に設置しているごみ箱に捨てるようにしましょう。

ごみの分別
会場内のごみ箱は4分別となつています。
ごみは分別してごみ箱に捨てるようにしましょう。
～分別方法～
1.燃えるごみ   2.ペ ットボトル   3.ビ ン 4.缶

自家用車の乗り合い
自家用車で来場される場合は、できるだけ乗り合いで来場されるよう
お願いいたします。

アイドリングストップ
二酸化炭素の排出量削減と騒音防止のため、アイドリングストップに
ご協力<ださい。

指定の場所で喫煙を
競技会場 (館内)は、全面禁煙となつています。
喫煙される方は、指定の喫煙所で喫煙<ださいますよう、
ご協力お願いいたします。

≡肇彗
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来年は

IPめ半島千葉国体忍夏

千葉県野田市でお会いしましょう
《競技記録速報》平成21年9月 9日 (水)～平成21年 10月 30日 (金 )
全競技・全試合の結果を速報します。
(インターネット)http://WWW.kirOkukenSaku.COm/tokkikk12009/
(携 帯 サ イ ト)http://WWW.keitai.kyOgikekka.COm/tokkikki2009/

携帯電話のバーコードリーダーで読み取ると携帯サイトに簡単にアクセスできます。

(未対応の機種があります。)

〔新潟県記録本部総務情報案内係〕

◇設置場所 朱鷺メッセ
◇電言舌番号 025-290-6171
◇案内時間 8:30～ 20:00

(本大会の最終日の10月 6日は17:00で終了します)
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